
    
      
        
      
    

  











本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　家臣夫婦、ここに誕生









『号外　玉ぎよく商会の一人娘、聖せい旨し賜る！




　玉商会の一人娘、玉優ゆう蘭らんは皇帝陛下より、後宮妃ひ嬪ひんの健康管理及び美容維持という役割を賜る。

　併せて玉優蘭、珀はく家嫡男たる珀皓こう月げつと婚姻す。珀氏は皇帝陛下の側近の一人、右う丞じよう相しようの位を賜る臣下の一人。

　これ則すなわち、黎れい暉き大たい国こく史上初となる、家臣夫婦誕生の瞬間である。

　家臣夫婦のこれからの動向に期待す。』




　そんなことが書かれた時報紙が都にばらまかれ大国中に広まったのは、雪ゆき融どけが始まった春の頃だった──








第一章　珀夫婦の馴れ初め









　全ての始まりは、分不相応な見合い話からだった。




　都・陵りよう苑えんの一等地に構えられた珀はく邸の客間にて、玉ぎよく優ゆう蘭らんは外面用の笑みを浮かべていた。

　彼女が両りよう膝ひざを揃えて行儀良く座っている理由はただ一つ──一領地を治める貴族から、見合い話を持ちかけられてしまったからだ。

　優蘭は商人だ。新規顧客を開拓するための人脈を広げることも、仕事のうちである。だから今回の見合いも、その商売の糧になったらと考えていた。相手が貴族なので、その気持ちはさらに強い。だから表情の変化一つも取りこぼさぬよう、じっくり相手のことを観察していたのだが。

　その相手である珀皓こう月げつは、柔らかい微笑みをたたえながら向かい側の席に座っている。

　その美しい顔かんばせを、優蘭はこっそり確認した。

　……本当に綺き麗れいな顔をしてるわねえ。

　肌は色白で、髪は射ぬ干ば玉たまのように美しく長い。瞳ひとみは切れ長で、まるで黒真珠のようだった。睫まつ毛げも長く、時折伏し目がちになる姿がなんとも言えず美しい。その上左の目め尻じりに黒子ほくろなんてあるからか、凄すさまじい色気を漂わせていた。男物の礼服である方ほう領りようを身につけていなければ、異性だと判断できなかったかもしれない。

　ただ一つ気になるのは、その笑みがあまりにも完かん璧ぺきな点だろうか。まるで人形のようで、何を考えているのか分からないという恐ろしさがあった。

　そこまで確認してから。

　優蘭は視線だけを下に落とした。自分のことを観察しようと思ったのだ。

　今の優蘭は、趣味とは違う色鮮やかな襦じゆ裙くんを着て、貴族の姫が使うような肩掛けである披ひ帛はくを身にまとわせている。売れ行き好調な商会の一人娘とは言え、二十八歳になる女が着るには派手過ぎだ。分不相応と断言できる。

　そしてそれは、相手の美丈夫さと相まって余計浮いて見えた。

　……うん、やっぱり不釣り合いだわ。

　居心地が悪いが、仕方がない。これから入るかもしれないお金のことを考えれば、多少気がまぎれるというものだ。

　優蘭が何故そんな見合い話に飛びついたのか。それは至極単純、相手の身分がとても高いからだ。

　珀家。それは、北側にある柊しゆう雪せつ州しゆうを治める大貴族である。当主は元宰相で、現在は領地にこもりその敏腕を振るっている。そして次代当主である皓月は、右丞相と呼ばれる二人いる宰相職の一人だ。大抵若手が務める職務だが、その職務に就いた大抵の人間はそのまま左丞相──最高位の家臣のこと──へと出世する。つまり、将来が既に約束された出世株ということだ。

　それだけならまだしも、こんなに美しい容姿をしているのだから引く手数多あまただろう。婚約者だっていてもいいくらいだ。そうでなくてもまだ二十六歳という華々しい時期なのだから、浮いた話くらいあるはず。

　だから優蘭は、そんな相手が嫁いき遅れの自分に見合い話を持ちかけてきたことを心底訝いぶかしんでいた。

　この国では、女は二十二歳を過ぎて独身なら嫁き遅れとされる。それだけならまだしも、皓月は二歳年下だ。年上の女を嫁にしようとするなら相手が相当美人の場合だが、優蘭は化粧をしてそこそこ綺麗に見えるぐらいの見目である。なのでその線はなかった。

　となりで饒じよう舌ぜつに喋しやべる父と珀家当主とのやり取りを聞き流しつつ、優蘭は考える。

　こっちの目的は上流階級の人脈を作ることだけど、向こうの目的はなんだろう。

　一番に考えられることは、金銭的に切迫しているという点だ。だが客間に案内されるまでに廊下を観察したが、特にそんな様子はなかった。落ち着いた雰囲気の良い屋敷を見れば、豪遊してお金がもうないということでもなさそうである。

　なら他に何があるのかしら。皓月様が特殊な性癖を持っているとか？

　さらに深く考えようとしたところで、珀家当主と優蘭の父が立ち上がった。

「それでは私たちは別室で話をしていますので、あとはお二人でどうぞ」

　……え。

　顔が引きつりそうになるのをなんとかこらえた優蘭に、父は無言でこくこくと頷うなずき、瞳で圧を送ってきた。

　どうやら「あとは優蘭が頑張って！」と言いたいようだ。

　止める間もないまま二人が去っていくのを笑顔で見送った優蘭は、ちらりと皓月の様子を窺うかがった。

「……どういたしましょうか？」

　一応聞いてみる。すると皓月は、にこりと微笑んだ。綺麗な笑みには華がある。

「はい。お二人が席を外してくださったことですし……本題に入っても構いませんか？」

「……分かりました」

　やっぱり裏があったのね！

　優蘭はぐっと腹の下に力を込め、待ち構える。

　すると皓月は、となりに置いてあった巻物を優蘭に手渡してきた。

「まずはどうぞ、こちらをご覧ください」

「はい。拝見いたします」

　恐る恐る開いていくと、薄紫色の紙が見えた。優蘭はぴたりと停止する。一瞬、頭が真っ白になった。

　……紫、色？

　紫色の紙というのは、詔しよう令れい文ぶん書しよに使われる紙だ。

　詔令文書というのは皇帝が自身で下した命令や布告、官員の封贈など、とにかく皇帝名義で記される文書のことで、民間では聖せい旨しと呼ばれている。実物を見るのは初めてだが、知識はあるので分かった。だが優蘭が言いたいのはそういうことではない。

　なんでそんなものが、今私の手元にあるのよ……。

　優蘭は冷や汗をかいた。嫌な予感しかしない。だがここから開かないという選択肢はないので、少し勢いをつけて全部開いてみることにした。

　内容はこうだ。

『詔令文書

　此こ度たび、玉優蘭に与える役目をここに記す。

　一、余の家臣たる珀皓月と婚姻せよ

　一、余の妃ひ嬪ひんの健康管理及び美容維持の担い手となり、後宮を管理せよ

　これら二つの役目を、身を正して全うせよ。

　以上』

　最後にしっかり皇帝の印である玉ぎよく璽じが押されていて、優蘭は気が遠くなった。

　なんだこの、めちゃくちゃな内容の詔令文書。

　端的に言って、偉そうだ。いや、実際偉い。だがその「了承して当たり前」という言葉遣いが、優蘭の癇かんに障ったのも事実である。

　数回ゆっくり呼吸をして再度文面を見たが、内容に対する見解は欠片かけらも変わらない。同時に、頭の芯しんがすうっと冷めていくのを感じた。

　会ったこともない相手に恋だの愛だの言われるより、こういう合理的な理由のほうが楽でいいわ。分かりやすい。

「つまり今回の見合いは……皇帝陛下が決めたことだということですか？」

「そういうことになります」

「婚姻前提のお話だったと」

「そう、ですね」

　皓月からの返答を得た優蘭は、頭を回転させる。

　この婚姻は、平民の私に後ろ盾となる貴族をつけて周りからとやかく言われないようにするためのものよね。

　聞いたことも見たこともない特殊な役職なので、根回しをしたいのだと思う。それは別に構わない。

　ただ問題は、その理由だ。

「一つ、質問がございます。陛下が私にこのお役目を命じた理由は、なんでしょう？」

「……理由、ですか」

「はい。私の知識が正しければ、後宮を管理するのは皇帝陛下であり皇后殿下です」

「はい」

「そして後宮に多くの美女を集めまとめ上げるのは、それだけの権力と財力があるということを周囲に知らしめるためでもあります」

「その通りです」

「ならば、私にこのお役目を与える理由はないのではないでしょうか？」

　このとき初めて、皓月の様子が変わった。ゆったりと余裕のある態度を取っていた彼が渋い顔をするのは、なんだか不思議に見える。

　皓月はほんの少し逡しゆん巡じゆんしてから、ふうと息を吐いた。

「……ここだけの話ということでよろしくお願いします」

「はい」

「わたしの口からこういうのはどうかと思うのですが。……陛下は妃嬪一人一人を、心の底から愛しておいでです」

「はい。……は、い」

　それはむしろいいことなのでは？

　後宮に集められた女性たちの行く末は様々だ。皇后や上級妃、寵ちよう妃ひになれた場合は安泰だが、一年皇帝と交わらなかった妃は下賜されたり家に帰されたりする。特に悲惨なのは家に帰された女性たちだ。彼女たちの大半は家で煙たがられ、出家させられる。そこでひっそりと一生を終えるのだ。

　それに比べたら、妃嬪一人一人を愛する皇帝は後宮の主人にふさわしい懐の深さを持った人物だと思うのだが。

　どうやら、何かあるらしい。

「ですがその、愛が大変深くて」

「なるほど」

「妃嬪方には、身も心も美しく健やかでいて欲しいそうです。陛下は後宮を、自身が集めた花が美しく咲く楽園にしたいとお考えでした」

「それはそれは、素晴らしいですね」

「はい。そのための財力と労力は惜しまないと考えていましたが、現在皇后位は不在であり、自分が関わろうとすると妃嬪方の関係に亀き裂れつが入ることが分かったのです」

「それだけ女性がいれば、関わる頻度に偏りも出てきますしね」

「はい、そうなんです。そこで陛下は考えました。『なら代わりに、後宮に美容と健康に関する知識を持ち実績を上げている者を入れれば良いのではないか』と」

　うん？……なんかきな臭くなってきたぞ？

「そうして陛下は国中の人間を調べ上げました。そうした結果、一人の人物に白羽の矢が立ったのです。それが、玉商会で異国の美容法を取り入れた商品を販売していた優蘭さん、あなたです」

「……なるほど」

　商人なので、気の利く言葉の一つや二つ言えたら良かったのだろう。しかし内容があまりにも酷ひどくて、優蘭はなるほどとしか言えなかった。それと同時に、そんな理由で結婚することになった皓月が、だんだん不ふ憫びんに思えてくる。

　優蘭はこっそり息を吐き出し、頭を切り替えた。

　これは、好機だわ。

　皇帝側は、優蘭の知識や技術を欲しがっている。そしてそのためなら、絶大な権力で優蘭を縛る気すらあるのだ。

　しかし玉商会としては、優蘭が抜けることによってできる損失は大きい。現在商売を両親から教わっている弟が戦力になればなんとかなるが、もう少し時間が必要だろう。

　なら、優蘭がするべきことはただ一つ──皇帝側も玉商会も損しない話を持ちかけることだ。

「お役目に関しては了承致しました。ですが、私……いえ、玉商会から一つ、条件がございます」

「……条件、ですか」

　皓月が片眉まゆを吊つり上げる。

「今回の件は頼み事ではありません。陛下直々の命令です。なのでこちらが条件を吞のむ理由はないのですが」

　そう。そもそもこの話は、対等な関係で行われたものではない。なので商談とは言えないだろう。だがそれを簡単に吞むなら、優蘭は嫁き遅れと後ろ指を指されながら商人を続けていない。

「もちろん、その点は重々承知しています。ですがこちらとしては、私が抜けることによって生まれる損失はかなりのものです。特に新商品の開発は私が中心となって行っておりましたので、おそらく不満を訴えるお客様もいるでしょう」

「それがどうしたというのですか？」

「簡単に言うのであれば、そうですね。私は一つのことを懸念しているのです。お客様方が──陛下に対して、不満を抱かないかと」

　皓月の顔色が変わる。

　優蘭はたたみかけた。

「我ら平民には、政治のことは分かりません。ですが自分たちが大切にしていたものを奪われるとなれば、陛下に対して不信感を持ちます」

「……その程度で不信感を持つ人がいるのでしょうか」

「絶対とは言い切れません。ですが、いないとも言い切れないと私は思います」

「そうですね。その通りです」

「はい。……なら、もしものことを考えて対策を打つのが、一番良いと思いませんか？」

　にっこり。優蘭は笑顔の圧を送った。

　そちらの出方次第で、私たちは噂を広めることだってできるわよ？　という思いを言外で伝える。

　商売人の人脈を舐なめてはいけない。噂を流して広めることくらい容た易やすくできるのだ。商品は何も、物だけではないのだから。

　そしてそれが分からないほど、珀皓月という男は愚かではないだろう。こちらの意図を読み取ってくれるはず。

　その予感が的中し、皓月は涼やかな瞳ひとみを優蘭に向けてくる。

「分かりました、条件を聞きましょう」

「ありがとうございます。お言葉に甘えて、言わせていただきますね」

　優蘭はゆっくり息を吸い込む。

「玉商会からの条件は──『通行証明書』。現在許可されている場所以外の国に、是非とも行かせてください」

　若き側近はその言葉を聞き──

「分かりました。陛下に伝えます」

　そう、応こたえてくれたのだった。

　よっしゃあ！

　優蘭は心の中で拳こぶしを振り上げる。

　今回のお役目は、玉商会の利益も望める素晴らしい提案だ。後宮との繫つながりが持てるというだけで、長期的に見れば十分利益になる。それは、皓月も分かっているだろう。

　にもかかわらず頷うなずいてくれたのは、皓月が「皇帝側にも利益のある話だ」と考えたからだと、優蘭は思う。話が上手うまくいってくれることを願うばかりだ。

　許可が下りたなら、そのときは全力で「皇帝陛下は国中に最先端の美容法を広めるべく、優蘭を雇った」と広めたいと思う。

　相手の態度によって対応を変えるのが、商人という生き物だ。

　優蘭は満面の笑みを浮かべて頭を下げる。

「ありがとうございます、皓月様。……これからもどうぞ、よろしくお願いします」

「……ええ。こちらこそ、よろしくお願いしますね」

　お互いに笑みを浮かべ合い、挨あい拶さつを交わす。

　そして優蘭は、差し出された婚姻の誓約書に署名をし血判を押した。紙面上でのやり取りはこれで終わりだ。意外と呆あつ気けないものだなと思う。

　それから数日後、優蘭は決められた結婚の儀式に沿って夫婦のためにあつらえられた屋敷に嫁入りした。よく晴れた初春の日のことだ。簡略化された儀式だったが意外とちゃんとしており、優蘭は真紅の花嫁衣装を着て新居の門をくぐった。その日から優蘭の姓が玉から珀に変わる。

　その後、都中に時報紙がばらまかれ──二人は世間に夫婦として認知されたのだ。




　　　　＊




　結婚生活を始めてから、一週間経つ。

　その間、優蘭は割と気まずい思いをしながら後宮入りのための準備に追われていた。

　広い屋敷に、自身のことをちゃんと嫁として見てくれる使用人、美味おいしい食事やお菓子、そして豊富な資料の数々。それらが揃っているのになぜこんなにも気まずい思いをしているのか。

　それは、皓月との関係がうまくいっていないからだ。

　結婚生活、舐めてかかってたわ……。

　利益が見込めるからと、軽い気持ちで結婚したのが仇あだとなっている気がする。共同生活を送る相手と相性が悪いと、ここまで息が詰まるとは思わなかった。

　今日も顔を合わせるのは、朝あさ餉げと夕餉のときのみ。食事中は会話がなく、関係は全く進展していなかった。

　別に冷遇されているというわけではない。むしろ皓月は、顔合わせのとき同様ずっと敬語を使い恐ろしいほど丁寧な扱いをしてくれていた。

　部屋もしっかり与えられて、しかも寝室まで個別。夫婦同室が基本とされているこの国で、その対応はとてもありがたかった。向こうも気まずかったのかもしれないが。

　だが、優蘭に対する優遇はそれだけではない。着るものから装飾品まで、全て珀家が負担してくれているのだ。

　しかし正直言うと、その態度が優蘭を余計に混乱させていた。

　机の上に置かれた資料の山に埋もれつつ、優蘭はぐったりと突っ伏す。

「ほんと、わけ分かんないわ……陛下の命令だからって、ここまでやるものなの？　珀家に得、あるの？　玉う家ちだって別にお金がないわけじゃないし。ある程度は出せって言ってくるかと思ったのに、それもないし……」

　誰もいないのをいいことに、優蘭はぶつぶつと呟つぶやく。侍女がお茶を替えるために少しだけ席を外しているこの時間が、優蘭にとっての息抜きだ。

　ほんとおかしいのよね。皓月様は不満とかないわけ？

　それは皓月だけじゃなく、使用人にも言いたかった。

　使用人たちは皆、優蘭を皓月の妻として扱ってくれる。しかし、それが優蘭としては気持ち悪いのだ。

　だって普通に考えたらおかしいじゃない。自分のところの後継者が家格もないところの娘、しかも嫁いき遅れと結婚してるのよ？　陰でこそこそ不満の一つや二つ、言ってて当然でしょ。

　なのに、どうやらそれもない。全員どことなく好意的だ。優蘭にはそれが恐ろしく思えた。

　只ただより高いものはないのだ。優蘭の中の常識が「それはおかしい」と、声高に叫んでいる。

「……まあ、いっか。時間もないのだから、今は資料を読み込まないと」

　自分との無駄な対話を適当に諦あきらめて、優蘭は巻物や書物を開く。それらは全て、後宮で過ごす妃ひ嬪ひんたちの情報が書き連ねられた資料だ。

　この資料、一人ならともかく何百人分とある。三週間後には後宮入りするのに読んでも読んでも資料が減らず、優蘭はげんなりした。

「なんでこんなに妃嬪が多いの、後宮……しかも資料によると、妃嬪以外の女官、下女、宦かん官がんを含めるともっと多いらしいし……」

　あまりの多さに悪態を吐く。会ったことはないが、無理難題を押し付けてきた皇帝に対して苛いら立だちを覚えずにはいられない。

　夫婦生活も上手くいかないし、仕事も思い通りに進まない。

　というより私たち、夫婦である必要あったのかしら……ああ、これも全部皇帝が悪い。

　二重の負荷を上手く解消できないことを、もどかしく思っていたときだ。

　コンコンコン。

　扉が控えめに鳴らされた。

　侍女かな、と思った優蘭は特に何も考えないまま「どうぞー」と入室許可を出す。

「……失礼します」

　だが予想に反して、聞こえてきた声は男のものだった。優蘭は思わず顔を上げる。

　入ってきたのはなんと、皓月だった。

　反射的に立ち上がろうとして、ガッと膝ひざを机にぶつける。

　それでも根性で立ち上がり頭を下げたら、微妙な顔をされた。

「……大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です」

「そ、そうですか……なら良いのですが……」

　本当はすごく痛いが、それどころではない。

　さっきの独り言、聞こえてないわよね？

　壁は割と厚いので、外には漏れていないはずだ。そう信じたい。

　幸い皓月はそこには触れず、優蘭に巻物を手渡してきた。

「夜分にすみません。ですがこちらを渡しておこうと思いまして」

「はい。こちらは……？」

「約束のものです」

　優蘭は数回目を瞬いてから、慌てて巻物を開く。そこにはつい先日見かけた紫色の紙が巻かれていた。

『詔令文書

　玉優蘭改め、珀優蘭に通行証明書を発行し、後宮入りと同時に与える。

　役目をしっかり果たすように』

　相変わらずというべきか。文章から滲にじみ出る横柄な態度が鼻につく。

　だが、玉ぎよく璽じがしっかり押されている。通行証明書の部分もしっかり書いてあるし、これは十分な証拠になる代物だ。優蘭の気分は高揚した。

　飛び上がりたい気持ちを我慢しつつ、皓月に深々と頭を下げる。

「ありがとうございます、皓月様」

「いいえ、約束しましたから。それに陛下も、玉商会が新天地で得た知識が後宮に伝われば、内部がさらに良くなるとお考えになられています。こちらにも十二分に利があることです」

　真面目、すごく真面目！

　当初の印象と何一つとして変わらないが、こうして実際に証明できたことが何より嬉うれしい。少なくとも皓月は、雇用主より信頼できそうだ。

　にこにこ上機嫌で笑っていると、皓月が数回口を開閉させる。何か言いたげだ。

「どうかなさいましたか？」

　首を傾げ問いかけてみたが、皓月は「なんでもないです」と言い残し踵きびすを返した。

「おやすみなさい、優蘭さん」

「はい。おやすみなさいませ、皓月様」

「仕事熱心なのは大変結構ですが、あまり無理なさらないでくださいね。……徹夜は、体に良くありませんから」

　返事をする間もないまま、皓月はその場から立ち去る。まるで逃げるようだった。

　巻物を抱えたまま、優蘭はぽかーんと間抜けな顔をする。

「……夜遅くまで灯あかりをつけて仕事してたの、知られてたのね。意外」

　せっかくなので皓月の言葉に甘えようと、優蘭は早く眠ることにした。

　それから準備を進めていたら、あっという間に三週間が経ち。

　とうとう、初出勤日の朝を迎えたのだ。




　　　　＊




　その日の朝は普段より早く起きて食事を取り、侍女に女官服を着せてもらった。

　年とし嵩かさの侍女は髪を仕上げ終えると、満足そうに頷く。

「できました。お綺き麗れいですよ、奥様」

　姿見の前に立った優蘭は、自分の姿を頭のてっぺんから爪つま先さきまで観察した。

　侍女の化粧の腕が良かったお陰か大分ましな見た目になっているが、綺麗とは言いがたい。ただ竜りん胆どう色の襦じゆ裙くんというのは、なんとも言えずこそばゆかった。

「……一つ、確認しても良いですか？」

「はい、なんでしょう」

「私の着る女官服はこの色で、ほんっとうに間違いないのですよね？」

「もちろんにございます。陛下から指定された通りの襦裙ですよ」

　嫌がらせかしら？

　優蘭は真面目にそう思う。紫は皇帝の色なので、その中でも特に濃い色は皇帝しか身につけることを許されていない。代わりに皇帝が信を置く家臣や極々一部の人間は、薄い紫色の衣を着ることができるのだ。

　なのに新参者の私が何故、この色の襦裙を着てるの……絶対に目立つ。ものすごく目立つ。

　初出勤も果たしていないのに、なんだかすごく疲れてきた。

　そんな優蘭に気づいていないのか、侍女は嬉しそうに言う。

「奥様は通いということになりますので、晡ほ時じ四つ時（午後十六時半～十七時）までには迎えの馬車をやります。それに乗っておかえりくださいませ」

「分かりました」

「朝は旦だん那な様と共に馬車にお乗りください」

「……はい」

　本気か。

　最近は夫婦関係を改善することを諦めて、上司と同居してると考えるようになっていた。お陰様で幾分過ごしやすくなっていたのだ。

　が、事務的な言葉を交わすのであればまだしも、馬車という密室空間に毎朝閉じ込められるのは割ときつい。忙しさを理由に大切なことを後回しにしてきたツケが、今やってきた。

　そろそろ、皓月との関係をどうにかしたほうがいいようだ。

　優蘭はこっそり拳こぶしを握り締めた。

　今こそ、年上の余裕と今まで培ってきた会話術を駆使するとき！

　そんな決意と共に外に出れば、馬車の前で皓月が待っていた。優蘭は慌てて駆け寄る。

「お待たせしてしまい、申し訳ありません！」

「いいえ、大して待ってませんよ。どうぞ中へ」

「ありがとうございます」

　裾すそをつまみながら馬車に乗ろうとしたら、手を差し出された。ごくごく自然な動きに少し驚いたが、せっかくなので手を借りることにする。

　お互いに向き合う形で席についたところで、鞭むちを打つ音と馬のいななきが聞こえた。馬車がゆっくりと動き出す。

　その間、二人は無言だった。

　……決意したのはいいけど、話題が出てこない。

　会話するのってここまで難しかったっけ？　と優蘭は真面目に戸惑った。

「……今日は、良い天気ですね。春らしい陽気です」

　戸惑った挙句出てきたのは、まさかの天気のこと。「もう少しいい話題はなかったのか！」優蘭は自分に対してつっこむ。

「そうですね。暖かくて過ごしやすいです」

「はい。……今日の朝あさ餉げも、大変美味おいしかったです。特に私は、魚介の出だ汁しが効いた粥かゆが好みでした」

「そうでしたか。料理長に伝えておきます、とても喜びますよ」

「それなら良かった」

　案の定、会話があまり進展せず沈黙が馬車の中に落ちる。嫌な空気に、優蘭の手のひらに汗が滲む。

　沈黙を破ったのは意外にも、皓月だった。

「優蘭さん。一つ、良いですか？」

「は、はい。なんでしょう？」

「遅くなりましたが……これを渡したくて」

　差し出されたのは、小さな木箱だった。装飾が凝っている。

　許可を貰もらって開いてみると、そこには指輪がおさめられていた。台座には楕だ円えん形の黒瑪め瑙のうが付いており、紋章が刻まれている。

「これは……」

「結婚指輪です」

「……結婚指輪……」

「はい。あまりにも急な話だったので儀式当日には間に合いませんでしたが、後宮入り前には渡したくて急がせました」

「それ、は。あ、ありがとうございます」

「いえ。こちらこそ遅くなってしまい申し訳ありません。しかも渡す場所も場所ですし……」

　皓月は何やら申し訳なさそうにしているが、優蘭は全く気にしていなかった。むしろそこまで考えてくれていたことに感動している。

　そっか。結婚したのに指輪を着けてなかったら、周りの人に笑われるものね。

　この国の既婚者は、左手の薬指に指輪をはめる風習がある。しかしそれは正妻のみだ。複数の妻を持つこともある貴族の場合、愛人はその限りではない。

　つまり皓月は、優蘭にあらぬ嫌疑がかけられぬよう裏で動いてくれていたということだ。

　優蘭はまじまじと指輪を見つめる。

「……この紋章は、珀家の紋章ですか？」

「はい。梅の形を模した紋章なんですよ」

「そうなのですね。……ありがとうございます、皓月様。本当に本当に……ありがとうございます」

　嵌はめてもいいですか？　そう言うと、皓月は頷うなずいた。指先でつまんで箱から取り出し、薬指に嵌めてみる。派手な物はあまり好みではないのだが、落ち着いた意匠と色をしているため優蘭が嵌めても浮いて見えなかった。

「……気に入りましたか？」

「はい、とても」

「そうですか、それは良かった……」

　ほんの少し。ほんの少しだけ、皓月の表情が和らいだように見えた。よくよく見れば皓月の左薬指にも、優蘭と同じ指輪が既に嵌まっている。

「その。大変かと思いますが……頑張ってください。わたしも、できる限り力にはなりますので」

「はい」

　そこでちょうど、馬車が減速を始めた。どうやら、もう着いたらしい。従者が小窓から「奥様、着きましたよ」と声をかけてきた。

　従者に扉を開けてもらい、優蘭は外に出る。

　すると、横切ろうとしていた別の馬車がゆっくりと速度を落としていくのが見えた。

　止まった馬車には、水仙を模した紋章が大きく刻まれている。金で形作られていたということもあり、目を引いた。そんな馬車の窓から五十代くらいの男性が顔を出した。

　……え、何？

　顔立ちは平凡そのものだったが、丸い。一瞬、月げつ餅ぺいかと思った。窓からちらりと覗のぞく官吏服は、目が痛くなるような赤だ。

　初対面の男性にこういうのはなんだけれど……こう、背筋がぞわっとするわね。

　すると男性は、にたりと笑う。その笑みは、皓月に向けられていた。

「これはこれは、珀右う丞じよう相しよう。おはようございます。奥方と一緒とは、随分と仲が宜よろしいようで。新婚らしくて羨うらやましいですな」

　すると皓月は、ものすごく爽さわやかな笑みを返した。

「おはようございます、韋い尚しよう書しよ。今日は随分とお早いですね。朝議までは幾分か猶予があると思うのですが」

　どうやらこの太った男性は、韋氏というらしい。

　尚書って、六つある部署をまとめている偉い人に与えられる役職名だったはずよね？

　優蘭は、外面用の笑みを全開にしつつ考える。その間にも、二人のやり取りは続いた。

「いやあ、お恥ずかしい話でしてな。昨日終わらなかった分の仕事があるのですよ」

「それはそれは。ならば、早く出勤したほうが宜しいのでは？」

「ははは、そういたします」

　……話、終わったかしらね？

　そう思ったときだった。

「……似合いの奥方が見つかって良かったですなあ、珀右丞相」

　下卑た笑みを浮かべ、韋尚書はそう言った。悪意に満ちた物言いに、優蘭はぴくっと片眉まゆを震わせる。しかし皓月は、何食わぬ顔をして微笑んだだけだった。

「ええ。とても素敵な妻ですよ」

　どうやら韋尚書は、その反応が気に入らなかったらしい。窓を閉め布で視界を閉ざすと、そのまま馬車を走らせ行ってしまった。それを見送った皓月は、溜ため息いきを吐く。

「……すみません、優蘭さん。わたしのせいで、朝から嫌なものを見せてしまいました」

「い、いえ、そんな……ところで、あの方は？」

「彼は韋尚書。吏り部ぶ……官吏の選出事務を担当する部署の、最高責任者です。もう会うことはないと思いますが、あまり近づかないでください。今回のように、嫌な思いをすると思いますから」

「大丈夫です。頼まれても近づきません」

　それに、嫌な思いをしたのはむしろ皓月のほうだろう。

　だって今馬鹿にされたのって、私が平民で嫁いき遅れだったからよね？

　それ以外、思い当たる要素がない。優蘭はぺこりと頭を下げた。

「こちらこそ、私のせいで肩身の狭い思いをさせて申し訳ありません」

「……そんなことはありませんよ？」

　優蘭のことを気遣ってか、皓月はそう言ってくれる。

　本当に優しいわ……そんな皓月様にあんなこと言うくそ親父は、とりあえず禿はげろ。禿げ散らかせ。

　心の中で盛大に呪っておいた。その顔と水仙の紋章、決して忘れはしない。

「……だって韋尚書がああ言ったのは、わたしの行いのせいですから」

　そんなふうに憤っていたからか。皓月が暗い顔をしてぽそりと言った言葉は、優蘭の耳に届かなかった。

　彼は明るく笑うと、優蘭に荷物を渡してくれる。

「優蘭さん、これを」

「ああ、ありがとうございます」

「行ってらっしゃい……どうか気をつけてくださいね」

　不安そうな顔をしつつ、皓月は扉を閉める。手荷物を抱えた優蘭は、従者が馬を操り去っていくのを見送った。

「開門ー！」

　高らかに響き渡る大きな声に、優蘭は振り返る。

　その掛け声とほぼ同時に、大きく重たい門が左右に開いていった──




　案内役の宦かん官がんに連れられて、優蘭は職場へと向かった。

　優蘭がこれから働くのは、珊さん瑚ご殿でんという場所らしい。五つある女官の勤め先の一つ、内ない官かん司しが入っている。全体的な事務をすると同時に他の女官たちをまとめる、花形役職だ。皇帝付き女官などもここから輩出される。

　そこへ着くまでにいくつもの建物と忙せわしなく動き回る人間たちを見たが、まるで一つの街のようだった。

　実際、ここには二千人ほどの人間が暮らしているそうだ。そこら辺の村と比べたら、後宮のほうが明らかに人口が多いようだ。

　しかしそれよりも気になるのは、周囲の視線だった。

　……見られてる。ものっすごく見られてる。

　それで隠れているつもりなのか分からないが、かなりの人数の女性が優蘭を遠巻きに眺めていた。服装も様々で、支給品だと思われる服を着ている人もいれば、見るからに高価な衣装を身にまとっている人もいる。年齢も優蘭ほどの人もいれば、花の盛りであろう少女もいた。

　服の色は勤め先によって様々で、事前資料によると七色あるらしい。ほぼ全部の色が揃っているのではないだろうか。

　予想するに、前者は掃除や洗濯といった雑事を任されている下女、後者は妃きさき付きの侍女や女官といったところだろう。

　割と図太いと言われている優蘭だが、この数の視線に晒さらされるのはなかなかきつい。しかも好奇の視線だけならまだしも、この段階で明らかに優蘭を敵視したり、嫌悪感を抱いている人もいた。

　話し声も聞こえてくる。

「あれが例の？」

「そうらしいわよ」

「なんか……普通。普通すぎて微妙」

「あれで珀家の嫁なんでしょう？　あんなパッとしない女と結婚することになって、皓月様可哀想だわ……」

　おーい、聞こえてるわよー。

　女三人寄ればかしましいとはよく言うが、本当にその通りだ。できる限り声を抑えているつもりなのだろうが、全部聞こえている。案内してくれている宦官は苦笑いしていた。

　だが彼女たちはお構い無しで、優蘭の評価を言い合う。

「あんな女に、妃様方の美容と健康の管理ができるわけ？　絶対に無理でしょ」

「わたしもそう思う！　というか、従いたくないわ」

「ねー！」

　……おかしい。まだ特に何もしてないのに、既に先行きがとても暗い。

　数々の修羅場をくぐっていなければ、この場で泣き崩れていたかもしれない。

　他にも髪型がどうだとか着ている衣の色がどうだとか言っていたが、精神衛生上よろしくなさそうだったので努めて聞かないことにする。

　優蘭は気を強く持ちつつ、周囲をつぶさに観察して気を紛らわすことにした。特に建物を重点的に確認し、頭の中でしっかり書き留める。情報は、商売においての基本だ。

　建物自体にもかなりお金がかかっていることが分かるけど、内装もかなりのものね。

　さすが国の中枢だ。窓も床もピカピカに磨かれているし、香でも焚たかれているのか良い香りがする。色も象ぞう牙げ色で統一されており、明るい印象を受けた。

　そのまま歩いていると、渡り廊下に出る。そこでふと、気になるものを見つけた。

　優蘭は思わず、宦官に問いかける。

「いくつかの建物の雰囲気が他のものと比べて違うのですが、どうしてでしょうか？」

「ああ、あれですか？　あそこは、妃様方の中でも一番位の高い四夫人が暮らしている宮殿なんです。一人につき一つずつ与えられていて、妃様方のご実家が援助して建てられたそうですよ」

「……それはつまり、四夫人が代われば建物も取り壊される、ということですか？」

「そうなりますね」

　無駄だ。お金の無駄すぎる。

　しかし妃の実家の権力を周囲に見せつけるという意味で、有効なのだろう。つまり妃たちは、後宮内にいても実家の財源をある程度使えるということだ。

　優蘭はそのことをしっかり、頭の中に書き留めた。

　それから少し歩いた頃、宦官が立ち止まりある一室を示す。

「ここが、珀夫人の職場です」

　………………あ、珀夫人って私のことね！

　慣れない呼び方に、一瞬返答に困った。

　しかしすぐ立て直した優蘭は、笑みを浮かべ頭を下げる。

「案内、どうもありがとうございます」

「いえ。こちら、鍵かぎです。大切にしてください」

「はい」

「その。……頑張ってくださいね」

　そんな気の良い宦官に、優蘭は曖あい昧まいな笑みを返した。

　彼を見送ってから中に入った優蘭は、腰に手を当てぐるりと周囲を見回す。とても綺き麗れいに片付けられた、ほどほどの広さを持つ部屋だった。

「一応、一通りのものと、実家から持ってきたものは揃ってるみたいね」

　新品の執務机の上には筆、硯すずりが置いてあるし、棚には既に書物や巻物が詰まっている。

　備品などを確認したが、問題なく全て揃っていた。これならまずなんとかなるだろう。

　椅子に腰掛けた優蘭は、目を瞑つぶる。

「うーん、そうだなぁ。まずは……何をするのか、決めないとね」

　優蘭は改めて、雇用契約内容を確認することにした。

　彼女が皇帝から与えられた仕事は、『妃ひ嬪ひんの健康管理及び美容維持と後宮管理』だ。

　ここで重要となってくるのが、妃嬪の部分である。

　後宮で妃嬪と呼ばれるのは、四夫人、または正しよう一いつ品ぽんという一番位が高い女性から、正五品までの女性たちのことだ。正六品から正八品は女官に分類され、それぞれが宮中の職務に従事する。

　皇帝から賜った言葉の意味をそのまま取るなら、正五品までの女性たちに対して仕事をすることになる。

　だけれど優蘭は、少し深読みしていた。

　あの皇帝のことだもの。絶対、文面以上のことを期待しているに決まってる。むしろ文面以上のことをして、度肝を抜かせたい。

「確か資料では、陛下は正八品の女性たちもきっちり選び抜いたって書いてあったわね」

　それは、何かしら目をかける点があったから後宮に入れたということだ。皇帝が大変好色なことがよく分かる。

　つまり。

「最低でも、正八品までの女性たちの面倒は見ろってことよね」

　それが出来なければ、優蘭は早い段階で見限られることになるだろう。でも正直言ってこの内容は、一人ではできない。

　だから優蘭は早いうちに、後宮内に味方を作る必要があった。

　その瞬間、頭の中にある言葉が駆け巡る。

『あんな女に、妃様方の美容と健康の管理ができるわけ？　絶対に無理でしょ』

『わたしもそう思う！　というか、従いたくないわ』

　先ほど、すれ違いざまに吐き捨てられた言葉だ。

　考えてみるとかなりひどい台詞せりふだが、ある意味その通りだった。

　……普通に考えて、女が手本にするのは自分よりも美しい女だものね。

　残念ながら、優蘭は手本にはなれない。それは、後宮に入る前から分かっていた。

　しかも、優蘭の噂を知り、綺麗になりたくて自分たちから会いに行くならいざ知らず、こっちからいきなりやってきたのだ。今の状況では、言うことなど聞いてくれないだろう。

　かといって、諦あきらめるわけにはいかない。

　となると、一番初めに味方につけなければいけないのは。

「──四夫人。後宮の最有力皇后候補たちね」

　四夫人たちから信頼を得るのは大きな壁だが、味方に引き込めれば大きな利益を生む。彼女たちは正二品以下の妃たちから見ても美しい、手本とするべき女性たちだ。彼女たちを使い後宮に様々な美容・健康法を広めれば、結果的に望む方向へと向かってくれるだろう。

　それにここで上手うまくやれば……売り上げにも直結する！

　特に上流貴族を取り込むことができれば、優蘭が想像できないくらいの利益になるはずだ。そしてさらに上手くいけば、都でも流行になるかもしれない。

　ちゃりーん。

　優蘭の頭の中に、金の音が鳴り響いた。

　いける、これはいけるわ……！

　これは間違いなく、好機だ。

　その考えに至ったからか、優蘭の中にある商人魂がめらめらと燃え上がる。彼女はぱちんと頰を叩たたき、自分に活を入れた。

　やる気になったところで、挨あい拶さつだ。まずは顔を覚えてもらわなければならない。優蘭は勢い良く立ち上がる。

「よし！　行くぞ！」




　　　　＊




　あまりにも広く分かりにくい後宮内で迷子になりながらも、優蘭はなんとか目的地に到着した。

　一番初めに向かったのは、蘇す芳おう宮きゆうと呼ばれる朱色の美しい宮殿だ。

　ここの主人は貴妃、姚よう紫し薔しようという女性である。舞踊から楽器までなんでも完かん璧ぺきにこなす天才だと、資料に書いてあった。最も得意なのは、琵び琶わの演奏だとか。

　彼女は十九歳という若さで貴妃に上り詰め、最有力皇后候補と言われているらしい。最初にここへ来た理由はそこからだった。

　本音を言うと、珊瑚殿から近かったからと、とても目立つ派手な宮殿だったので、目印にしやすかったからだったりする。蘇芳宮が近くにあって本当に良かったと、優蘭は心の底から思った。

　道中人には会うから道を聞こうと思ったのだけれど、近付こうとしたら逃げられたんだよね……私の扱いは珍獣か何かかな……？

　ともあれ、挨拶だ。身だしなみの最終確認を終えた優蘭は、蘇芳宮の呼び鈴を鳴らし、やってきた侍女に自身の名前を言い、「貴妃様にお会いすることはできますか？」と問いかけた。事前連絡なしの訪問なので、駄目でもともとだ。

　しかし予想に反して、侍女は中へと入れてくれた。

「噂の珀優蘭様でいらっしゃいますね。どうぞお入りください。我が主人がお待ちしておりますゆえ」

「……失礼いたします」

　どうやら貴妃は、好奇心旺おう盛せいで割と寛容な女性らしい。

　聞けば、挨拶に来たなら必ず通しなさいと既に言われていたそうだ。

　幸さい先さきが良さそうで何よりだわ。

　少しだけ安心した優蘭は、廊下を歩きながら失礼にならない程度に内部を観察した。

　外観もそうだったが、内装も赤系統でまとめられている。ところどころに金の飾りが使われていて、見るからに豪ごう奢しやだった。

　なのに下品には全く見えない。むしろ高貴で洗練された意匠だった。

　それだけじゃなく、調度品の配置とか色もいいわ。内装が派手だから、そちらを抑えめにして下品ではないけれど華やかに見える、絶妙な均衡で構成されてる。

　それだけで、紫薔という女性の感性の良さがうかがえた。

　中庭へ続く窓からちらりと見えたのは、薔ば薇らだろうか。ほのかに香りもしてくる。

　優蘭の期待がむくむくと膨らんでいった。

　そうして客間に通されてから少しして、一人の麗しい女性がやってくる。漆黒の髪に何本もの簪かんざしを挿し、薔薇の花を飾っている。目鼻立ちがはっきりとしており、きりりとした漆黒の瞳ひとみが独特の色気を醸していた。

　また見事なのは、彼女が着ている衣だ。襟口に金糸が飾られた翡ひ翠すい色の襦じゆ裙くんと真紅の裳もを着ていた。裳には朱、金、銀の糸で細かな刺し繡しゆうがされており、揺れるたびキラキラ輝いて見える。帯はなく、胸元で裳を留める少し変わった作りをしていた。

　主人のものより色味は抑えられているが、侍女たちも同様の衣を着ている。

　見たことない面白い形だわ、これから流行はやりそう。

　この国の流行の先駆者とも言うべき紫薔が着ているのだ。流行らないわけがない。

　しかしそんな豪奢な衣装にも髪飾りにも負けない華が、その女性にはあった。

　なるほど。これが皇帝陛下の最愛か。

　こんな美女、一生に一度会えるかどうかだ。

　優蘭は一度立つと、きっちりと礼をして許可を得てから再度座る。

　そんな衣を優雅に揺らしながら向かい側の長椅子に腰掛けた紫薔は、優蘭に向かって柔らかく微笑んだ。

「ご機嫌麗しく、珀夫人。噂を聞いたときから、あなたがくるのをとても楽しみにしていたのよ」

「左様でございましたか。貴妃様にそう言っていただけて、大変嬉うれしゅうございます」

「ええ、ええ。是非ともお話ししましょう？」

「はい、喜んで」

　紫薔が可愛らしく微笑むので、優蘭もつられて笑ってしまう。

　綺麗なだけじゃなく、愛あい嬌きようもあるなぁ。

　ついつい、話さなくても良さそうなことまで話してしまいそうだ。

　そのとき、侍女がお茶と茶菓子を運んできた。

　淹いれたての青茶と、縁えん練れん糖とうだ。二本の生地を編み小さく切ってから油で揚げ蜜みつを絡めた、黎暉大国でよく食べられているお菓子である。庶民の場合、蜜をかけないで食べる。

「どうぞ、お食べになって？」

「はい、いただきます」

　縁練糖の一つを口に放り込めば、飴あめ状になった蜜がパリパリと割れた。それが生地のさっくりした食感と相まって、とても美味おいしい。嚙かむとじゅわりと、生地が吸った蜜が溢あふれるのもまた楽しかった。

　そこで青茶を飲めば、口の中がさっぱり洗い流されてまた縁練糖に手を伸ばしたくなる。なんという相性の良さだろう。

　思わずまた手が伸びそうになるのをぐっとこらえた優蘭は、にこりと笑った。

「お菓子もですが、お茶がとても美味しいです。花のような香りもさることながら、渋みが全くありませんね……もしやこれは、青茶の中でも最高品質を誇る藍らん玉ぎよく茶では？」

「あら、そうよ。わたくしの実家がある土地で育てているものなの。褒めていただけて嬉しいわ」

　ははは、下調べしたもの。それくらい当然よ。

　紫薔の実家がある[image: ら]び鮮せん州しゆうは、お茶の産地として名高い香こう卯うがあることで有名だ。特にその中でも藍玉茶は香りも味も良いと評判で、一番茶は毎年皇帝に献上しているという。

　お茶を出してくるなら、絶対に実家のものだと思っていたわ。

　そこから[image: ら]鮮州の話に発展したが、優蘭は商いで何度も行ったことがある。なのでその会話に難なく乗ることができた。

　うん。この雰囲気なら、渡せそう。

　頃合いを窺うかがっていた優蘭は、話が一区切りついた頃荷物の中からある物を取り出す。

「貴妃様。お近づきのしるしに、宜よろしければこちらを受け取ってくださいませ」

　すっと、卓の上に二つの箱を置いた。

「まあ。何かしら？」

「どうぞ、中を開けてみてください」

　紫薔が恐る恐る箱を開くと。

「まあ……！」

　頰を赤く染め、興味深そうに中の物を見つめた。

　一つ目の箱には、内側が玉虫色に輝くお猪口ちよこ。

　二つ目の箱には、赤い粒状の物が入った瓶が入っている。

　優蘭はまず一つ目の箱を持ち上げると、紫薔に向かって説明を始めた。

「こちら、実を言うと紅なんです」

「……紅？　こんな色をしているのに？」

「はい。和かずの宮みや皇こう国こくで使われている紅です。このように、水で濡ぬらした筆を滑らせると……」

　試しに、水で濡らした筆を玉虫色の部分に滑らせる。すると筆が触れた場所が、赤く染まっていった。紫薔が息を吞のむ声がする。

「この通り、赤い色に変わるのです」

　摑つかみは良し。

　内心ほくそ笑みながら、優蘭は自分の唇に筆を滑らせる。あえて口紅を塗ってこなかったのは、これがやりたかったからだ。

　優蘭の唇が、ほんのり赤く色づく。その色はとても自然で、唇が持つ本来の色を引き出していた。

「この紅の特徴は、付けた際の色味がとても自然という点です」

「本当に……素敵だわ」

「そう言って頂けると、嬉しゅうございます」

　だが、驚くのはまだ早い。優蘭はさらに、紅を塗り重ねた。

　すると、どういうことだろう。唇が、玉虫色の艶つやを帯び始める。興味津々といった様子で見つめてくる紫薔に、優蘭は笑みを返した。

「この紅はこのように、塗り重ねると独特の艶を帯びます」

「本当に不思議だわ……何故そんな色になるのかしら」

「私にも分かりませんが……この紅、出来上がるまでにかなりの時間を要するものなのです。ですので和宮皇国では、高貴な方しか使えない代物なのだとか」

　そこで優蘭は、ぐっと顔を近づけた。声を潜める。

「実を言いますとこの紅、別の意味でも人気が高いのです」

「……それは、なあに？」

　優蘭につられて、紫薔も前のめりになり声を潜める。優蘭は耳打ちするように、片手を口元に当てた。

「この紅は、水に濡れると赤くなるのです。そのため……殿方が思わず接せつ吻ぷんをしたくなるのだとか」

　瞬間、紫薔の頰が薔薇色に染まる。だがその瞳に嫌悪はなく、むしろどこか喜んでいるように見えた。

　優蘭は、新たな紅を差し出しつつ言う。

「この紅は、『薔ば[image: ら]ら翠すい玉ぎよく』という名で売っております。そういう意味でも、貴妃様にぴったりなお品物かと存じます」

「あら、とっても素敵。……これは、あなたの店で取り扱っている物なのかしら？」

「はい」

「そう。……もし使い心地が好よければ、あなたのところで買わせてもらうわ」

　よっしゃあっ！

　優蘭は、内心拳こぶしを振り上げた。実を言うとこの商品は、高額なためあまり売れていなかった商品なのだ。あまりの売れなさに、優蘭も頭を悩ませていた。

　だが、ここは後宮だ。物の金額より、美を追求する姫が多く集まる場所である。上手うまくいけば、絶対売れると思ったのだ。だから、紫薔に贈った。

　貴妃が使っていると知れば、金持ちの姫たちはこぞって使いたがるはず。

　じゃらじゃらと、お金が奏でる音が聞こえてくるようだ。

　だが、ここで気を抜いてはいけない。──色々な意味での本題は、もう一つの商品なのだから。

　優蘭は、紫薔の熱が冷めないうちにもう一つの商品を説明する。

「そして、こちらなのですが。これは花茶です」

「……花茶って……あの花茶？」

　紫薔がどこか、がっかりした顔をする。それもそのはず。花茶は、ごくごく一般的な茶の一つだ。

　しかし、残念がるのはまだ早い。

　優蘭は、侍女に湯を持ってきてくれと頼んだ。その間に、準備を進める。

　荷物の中から、硝子ガラスでできた茶ちや壺つぼを取り出した。こういう演出をするために特注したものである。これを使って淹れて欲しいと侍女に頼めば、快く引き受けてくれた。

　侍女の手に渡った硝子製の茶壺に、花茶が入れられる。そこに湯を注ぎ入れれば、赤い粒が茶壺の中で躍った。そしてだんだんと──湯が赤く染まっていく。

　紫薔が、目を丸くした。

「まあ……とっても綺き麗れい。こんな赤、見たことがないわ。何を使っているの？」

「玫瑰はまなすと扶ふ桑そうを合わせたものを使っております。特に扶桑は、花茶にすると赤くなるのです。その上、玫瑰にも扶桑にも美肌効果があります」

　玫瑰は普通に花茶として飲まれていたが、扶桑はもっぱら観賞用だった。そのため、この国ではあまり広まっていなかったのである。

「そうだったのね……とっても綺麗だわ」

「そう言って頂けますと、私としましても嬉しいです。ですがこの花茶、飲みすぎるのも宜しくありません。ですので、お飲みになる場合は一日三回までにしてください」

「分かったわ」

　そこで、優蘭は茶壺を掲げた。

「玫瑰は、薔薇の果実を使った花茶です。そしてこの花茶の名前も、真紅の薔薇にちなんで『月げつ李き茶ちや』と言います。月李は薔薇の異名。こちらも、貴妃様にぴったりのお品物かと思いお持ちしました」

　そう言えば、紫薔はくすくす笑う。

「いいわ。そういうの、好きよ。わたくし……あなたのこと、とっても気に入ったわ」

「恐悦至極にございます」

　──よっしゃあっ！

　優蘭はそこでようやく、肩の力を抜いたのだった。

　それから話が弾み、優蘭は出されたものを全て平らげた。

　そして紫薔が手をつけなかった菓子と共に、卓の上にあったものが全て片付けられた頃。紫薔がにこりと微笑んだ。

「申し訳ないわ、珀夫人。わたくしこれから、別の方との茶会を入れているの」

「それは大変です。でしたら、私はお暇いとまさせていただきますね。貴妃様、隙間時間にお話ししてくださりありがとうございました。とても楽しい時間でした」

「いいのよ。わたくしも楽しかったわ。またいらっしゃいな」

「ありがとうございます。お言葉に甘えて、また伺わせていただきます」

　優蘭は来たときと同様、侍女に案内され外に出たのだった。

　それから他の四夫人のところも回ったが、淑妃には気分ではないからと拒まれ、賢妃には読書中だからと一いつ蹴しゆう。徳妃には問答無用で扉を閉められた。最後に至っては、あからさまなくらい冷めた目だった。

　仕事柄追い出されることには慣れていたので、優蘭は別に落ち込んでいない。むしろ貴妃が快く受け入れてくれたことのほうが珍しいのだ。これが商談だと考えると、ものすごく大きな第一歩である。

　あ、でも賢妃様は書物が好きなのか。良い情報聞けたな。

　話のきっかけ作りは、どこに落ちているか分からない。だから優蘭は、どんなに小さな情報でも自分の利益になりそうなことを覚えるようにしている。

　賢妃は一体どんな書物が好きなのかなーと考えながら。

　優蘭はノリノリで珊瑚殿に戻ったのだった。

　そしてその後、優蘭は各部署の女官長に挨あい拶さつしに行ったのである。




　再び珊瑚殿に戻った頃、こんこんと扉が叩たたかれる。仕事をしようと執務机に座ろうとしていた優蘭は、首を傾げた。

「どちら様ですか？」

『内ない食しよく司しの者です。昼ひる餉げをお持ちいたしました』

　……おお、そっか。昼餉か。

　もうそんな時間だったかと、優蘭は驚く。やることが多いので、食事のことをすっかり忘れていた。

「どうぞお入りください」

『……失礼いたします』

　開いた扉の先を見て、優蘭は絶句する。

　扉の先には──絶世の美女がいた。

　射ぬ干ば玉たまの髪は絹糸のようにさらさらで、肌は抜けるように白い。睫まつ毛げも長く、切れ長の瞳ひとみの目め尻じりに一つ黒子ほくろがあり、それが色気を醸し出していた。

　優蘭より頭一つ分高い身長を持つ彼女は、橙だいだい色いろの女官服──内食司の女官服──を優雅に着こなしている。

　その美しさに、優蘭は目を見張った。

　こんなに美しい女性が、後宮女官にいるのね。

　さすが、美しい女性ばかりを集めた場所だ。皇帝のその情熱にだけは感心する。

　女性は食事を載せた盆を両手に持ち、優雅に歩いてきた。彼女は優蘭の顔を見ると、一瞬目を見張る。だがそれもほんのわずかだ。てきぱきと、卓上に食事を並べていく。

　粥かゆ、油ゆ条じよう、焼豚。どれも湯気を立てており、良い香りが漂ってきた。

　しかし何故だろうか。それが、二人分ある。

　……二人分？

　優蘭は首を傾げた。優蘭はそんなにも食欲旺おう盛せいに見えただろうか。

　すると彼女が立ち上がり、ぺこりと頭を下げた。

「優蘭さん。このようなお見苦しい姿での挨拶と相成り、申し訳ありません」

「……へ？」

　あれ？　さっき声をかけてきたときより、声が低い……？

　しかもその声はどこか、聞いたことがあった。黒子の位置が同じでごくごく身近にいるある人物の顔が、不意に重なる。どっと、嫌な汗が背中を伝った。

「えっと……どこかで、お会いしました？」

「……はい。今朝方」

　顔を上げた彼女は、決まりが悪そうな顔を背け言う。

「珀皓月。あなたの、夫です」

　………………はい？




「この姿では、蕭しよう麗れい月げつと名乗っております。なのでできれば後宮内では、そう呼んでいただけたらと……」

「わかり、ました……」

　優蘭と、女装皓月。

　二人は卓を挟み、向かい合って座っていた。

　何度見ても完かん璧ぺきな女装姿に、優蘭は感心する。一致点と言えば黒子くらいで、親しい人でもこれは分からないだろう。

　そんな視線を感じ取ったのか、皓月は目をそらしながらも訥とつ々とつと語り始める。

「わたしが後宮に入ったのは、一ヶ月ほど前。優蘭さん一人だけでは心こころ許もとないからと、陛下がわたしに命じたのです」

「そうですか……陛下が……」

　真面目に、今代皇帝は側近に対して何を命じているのだろうか。

「はい。ですがその……今回の話を引き受けたのは、わたしが純粋に優蘭さんのことが心配だった、というのもあります」

「それは……ありがとうございます」

　皇帝は一度でいいので、皓月の爪の垢あかを煎せんじて飲んだほうがいいと思う。

「そしてわたしが内食司に難なく入れたのは、女官長がこちら側の人間だからです」

「……こちら側とは、どういう意味でしょうか？」

「派閥の問題ですね」

　分かりやすいようにか、皓月は部屋に置いてある紙を持ってきた。そして皿の位置を少しずらしてから、そこで書き物をする。上のほうから『革新派』『保守派』『中立派』の三文字が、間隔を開けて書かれた。それぞれが楕だ円えんで囲まれる。

「現在貴族の間では、『革新派』と『保守派』、そして『中立派』と三つの派閥が存在するのです。これは異国文化を取り入れるか否か、という派閥です」

　……異国文化に関する派閥なの？

　というより、そういう情報はもっと早く教えて欲しい。むしろそこを重点的に書いて、資料にしてくれないだろうか。

　優蘭がそう考えていると、皓月がさらさらと筆を走らせた。

　そして『革新派』の横に、『皇帝陛下』『内食司女官長』と書く。

『保守派』の横に、『内ない侍じ省しよう宦かん官がん長』『内官司女官長』と書き連ねた。

　それを見れば、皓月が言っていたことが瞬時に理解できる。

　なるほど、内食司の女官長は同派閥だから、協力してくれてるってことね。

「この図を見て、なんとなく理解できました」

「それは良かったです」

「ただ一つ、気になる点があります」

「なんでしょう？」

「何故私は、敵派閥の真っ只ただ中なかに放り込まれたのでしょう？」

　優蘭は『内官司女官長』と書かれた文字を指差しながら、にこりと微笑んだ。瞬間、皓月が勢い良く目を逸そらす。

「……皓月様？」

「で、ですから、麗月と……」

「では麗月様、お答えください」

　満面の笑みで脅せば、皓月は縮こまりながら教えてくれた。

「陛下のご判断です……そのほうが、後宮内部を引っ搔かき回せるから……と……」

「………………へえ、そうですか」

　ふつふつと、怒りがこみ上げてくる。

　利用されている。それはまだ良い。だがそれを言わないのは、一体どういう了見だ。

「事前に言ってくれたら良いではありませんか」

「それが……後宮に入ってから説明しろと陛下が仰せになられまして……」

　ちくしょう。どこまでいっても皇帝が、優蘭の邪魔をする。

　そこで優蘭は気づいた。

　そういえば……あれ？　私朝、皓月様と一緒に馬車に乗ったわよね？　それってつまり……一度、宮廷のほうに行っている？

　嫌な予感がした。

「……え、待ってください。え……え？　もしかして麗月様は、右う丞じよう相しようの仕事をしてからこちらにきたのですかっ？」

「そうですね……そういうことになりますね……」

　優蘭の怒りが、沸点に達した。

　婚姻の件と言い、今回の女装と言い……一体どんだけの負担を強いているんだ！　あの野郎！

　臣下だからって、何をしてもいいわけではないはずだ。

　優蘭は怒りのあまり、勢い良く立ち上がって目の前にあった卓を叩いた。皿が震え、匙さじが床に転がる。

「皓月様！」

「は、はい？」

「何故断らないのですかっ！」

「は、はい……はい!?」

　皓月が目を瞬かせる。

　優蘭はつかつかと歩み寄ると、座る皓月の肩を摑つかんだ。びくりと、皓月の肩が震える。

「いいですか、皓月様。自分の身に起きていることを、改めて考え直してください」

「は、はい……」

「まず初めに、私との婚姻です。皓月様は二十六歳、まだ働き盛り、嫁選び放題の時期です。それなのに、よりにもよって相手は二十八歳嫁いき遅れ。しかも貴族ではなく、商人の娘です。この時点で、皓月様はかなり損しています」

「……なる、ほ、ど？」

　ああ、この反応駄目だ！　この人、自分が不幸だっていう自覚がない！

　優蘭はさらに言葉を重ねた。

「二つ目は、私と生活するにあたり、全ての負担を珀家が担っていることです。いいですか、本来なら嫁側にも金銭的負担を求めるものです。ですが皓月様は、衣食住全てを負担なさっています。凄すさまじい損失ですよこれ！」

　皓月の肩を揺らしながら、優蘭は力説する。

「そして極め付けは、今回の女装ですよ！　なんですかそれ！　しかも普段の仕事をしながら、私の補佐までするとか！　どんな無茶振りですか!?」

「え……ええ……」

「なんですか、その反応」

　驚きよう愕がくとも困惑とも言える反応を見せる皓月に、優蘭は半眼を向ける。

　皓月は、恐る恐るといった様子で口を開いた。

「先ほどから、わたしのことを案じてくれているようですが……わたしに対して、怒ったり気持ち悪がったりはしていないのですか？」

「怒る？　気持ち悪がる……って、何をですか？」

「無理矢理婚姻させられたこととか……その夫が女装をして現れたこととか……諸もろ々もろ全部ですね」

　え……この人、一体何を言っているの？

「えっと……無理矢理婚姻されたのは、皓月様も一緒ですよね？」

「それは……」

「そしてその夫が女装していたからといって、気持ち悪がる人っているんですか？　陛下に命じられたなら、誰だってやるのでは？」

　むしろ似合いすぎていて怖い。優蘭より女らしいのではないだろうか。それに趣味で女装しているのではなく、皇帝に命じられて女装しているのだ。不ふ憫びんだとは思うが、気持ち悪いと感じたりはしない。

　ぽりぽりと頰を搔いて困惑する。

「えっと……」

　だから。皓月がそこまで驚いている理由が、優蘭には理解できなかった。

「……皓月様。一ついいですか？」

「な、なんでしょう？」

「今回の婚姻に関して、です。皇帝陛下の思惑に関しては聞きましたが、その辺り、皓月様はどうお考えなのですか？」

「どう、と言われましても……わたしは、今回の婚姻に乗り気でしたよ……？」

「……相手が、年増の嫁き遅れなのに？」

　そう問うたが、皓月は困惑した顔をしたまま首を傾げている。そこに、噓をついている感じは全くなかった。

　優蘭を見上げながら、皓月は言う。

「なら、逆に聞きたいのですが……優蘭さんはわたしとの婚姻を、どう考えてましたか？」

「どうって……断れないことを差し引いても、割と優良案件だなと思ってました」

「……結婚生活を送っている間、何か不満を抱いたことはありませんか？」

「先ほども申しましたが、私お屋敷でものすごく優遇されてますよね？　生活に不満なんてあるわけないじゃないですか」

「なら、わたしに対する不満は……？」

「……強いて言うなら、皓月様との距離感を測りかねているところでしょうか」

「……距離感、ですか？」

「はい。……だって皓月様、私のこと避けてますよね？」

「……いや、なんというか、それは……」

　皓月の瞳ひとみがゆらゆらと揺れている。彼はとても不安そうだった。

「……言えば、あなたのほうからわたしを避けます」

「え？　もしかして男性の方が好きだとか、そういう性癖の話ですか？」

「……いや、違いますよっ？」

「あ、そうですか。でしたら、他に好きな女性がいるとか？」

「そちらも違いますよ！　優蘭さんはわたしをなんだと思っているのですか!?」

　あ、違うのね。

　慌てた様子で否定してきたので、間違いないはずだ。

　それなら一安心だ。愛人と一緒に暮らすという展開にはならない。まあなったらなったで、適当にやり過ごすと思うが。

「なら別に言わなくていいですよ」

　皓月が目を丸くする。女装していることもあり、なんだか可愛らしく見えた。

　面白いなーと思いつつ、優蘭は元いた席に座る。

「言いたくなったら教えてください。私は別にそれで構いませんから」

「……気にしないのですか？」

「無理強いはしませんよ。……ただ一つだけ」

　指を一本立て、優蘭は真顔になる。

　ごくりと、皓月が喉のどを鳴らした。

「仕事はしっかりこなしたいので、そこは是非とも協力してください。私、それを理由に首を切られたくはないので」

「あ……はい」

　その反応に満足した優蘭は、ぱんっと手を叩たたく。

「では、一緒に昼ひる餉げにしましょうか」




　少し冷めてしまったが、後宮の料理はなかなか美味おいしかった。内食司の女官長がこだわっているのだろう。

　本来ならば女官用の食堂で食べるらしいが、皓月が機転を利かせ昼餉を情報共有の場にしてくれたらしい。皓月がいないときは、別の女官が食事を届けてくれるそうだ。

　全てを綺き麗れいに平らげた優蘭は、皿をてきぱき片付けお茶を淹いれる準備をしている皓月を見て不思議な気持ちになった。

　貴族の嫡男とは思えないほど、手慣れてるわ……。

　動作によどみがないので、何度もやっているのだろう。

　かくいう優蘭は、そういう作業が得意ではないので母か弟に丸投げしていた。そういうのは得意な人がやれば良いと思うのだ。だからやらなくなったのは決して、お茶を淹れるたびにまずいまずいと言われたからではない。

　普通に淹れてるはずなのに、なんでか恐ろしいほど渋くなるのよね……。

　今まで飲んだ人は皆、口を揃えて「渋柿のようだ」と言う。

　見た目は普通ということもあって、実家では時々悪戯いたずら目的で混ぜていた。そのせいで茶器に触ることさえ禁じられたのは、かなり前の話だ。

　部屋にあった茶葉は緑茶だった。皓月は茶器を全て温めると、茶葉をふんだんに入れた茶ちや壺つぼに湯を注ぎ、茶杯に注ぎ入れる。

　その動作があまりにも綺麗で、優蘭は演舞を見ている気分になった。

「お茶をどうぞ」

「ありがとうございます」

　手のひらに収まる程度の茶杯を両手で持ち、優蘭はそっと口をつける。緑茶の爽さわやかな香りが、鼻び腔こうをすうっと抜けていった。

　ああ、渋みよりも甘みが引き出されてて、すごく美味しい。

「とても美味しいです。私、緑茶が一番好きなのです」

「……そうですか。それは良かった……」

「こ……じゃなかった。麗月様は、お茶を淹れるのが上手ですね。羨うらやましい限りです」

「……その点、気持ち悪いと感じたりはしませんか？」

「うーん……しませんね。それとも私が淹れます？　まずいと評判のお茶になりますよ？」

「そ、それなら良かったです……これからもわたしが淹れますね」

　さりげなく、まずい茶を飲むことを回避された。優蘭としても、茶葉を無駄にはしたくないのでそうしてもらいたい。

　一服入れたところで、優蘭は皓月が先ほど書いた紙を卓の真ん中に置いた。

「それで麗月様。この図のことなのですが」

「はい、なんでしょう？」

「残り三つある他の部署は、全員中立派なのですか？」

「どっちつかず、という意味ではそうなのですが……ああ、そうです。忘れていました」

　皓月が筆を持ち、書き足す。革新派のところに『皇帝派宦かん官がん』と綴つづられた。

「内侍省は今回の一件により、派閥が大きく二つに分かれています。なので宦官を判断する際は、衣の色を見てください。薄紫色の衣は革新派、黄土色の衣は保守派です」

「色分けされてて分かりやすいですね。あ、ということは、私を初めに案内してくれたのは、革新派の人だったのですね」

「はい。革新派の宦官は、皆陛下を慕っておいでです。なので困ったことがありましたら、そちらか内食司女官長を頼ってください」

「分かりました。……あ、そう言えば」

　そこで、優蘭の頭に今朝会った韋尚書の姿が浮かぶ。

「韋尚書は、保守派なのですか？」

「……そう思った理由を聞かせていただいても？」

「皓月様に対して妙に突っかかった言い方をしていましたし、私のことを馬鹿にしているようでしたので。……保守派というより既得権益が好きそうな方に見えたので、中立派かもしれませんが」

　すると、皓月は曖あい昧まいに微笑む。

「陛下の側近は、大体革新派ですね。その一方で六部尚書方は、三つの派閥の人間が二人ずついます。革新派なのは礼れい部ぶ、工部。保守派なのは吏部、兵部。中立派なのは、戸部、刑部です。なので優蘭さんの言う通り、韋尚書は保守派ですね」

「なるほど。かなり均衡のとれた配置なのですね」

「はい。今は、下手に動かす時ではないと、陛下は考えておいでですので」

　それだけ言い終えると、皓月は満足したのか皿を盆に載せた。

「そろそろ怪しまれますので、わたしは戻りますね。優蘭さんはこれからどうしますか？」

「後宮内を散策してみようと思います」

「……危ないところもありますから、くれぐれも近寄らないようにしてくださいね？」

「はいはい、分かってますよ」

　皓月に胡う乱ろんな目で見られてしまった。だが彼は何も言わず、盆を持って扉の前に行く。

　皓月は最後に振り返った。

「ああ、そうです。本日わたしも共に馬車で帰りますので、遅れた場合は待っていていただけますか？」

「あ、はい」

「お願いします。……それでは、失礼します」

　ぱたん。

　扉が閉まるのを見届けた優蘭は、ふと疑問が浮かびうん？　と首をひねった。

「……共に帰るって……どっちの姿で？」

　疑問は膨らむばかりだ。

　その後道に迷いつつ散策をしたが、そのことで頭がいっぱいだった。そのせいか、描いていた見取り図がぐにゃぐにゃになってしまった。

　その疑問が解消されたのは、帰宅時だ。彼は橙だいだい色いろの女官服を着て、こそこそ姿を現した。

　あ、女装姿のままなのね……自分より女らしい夫がとなりに座ってるとか……複雑だわ。

　──そんなぐだぐだな感じで、優蘭の勤務初日は幕を閉じたのだった。








第二章　妻、貴妃の秘密と課題を知る









　後宮で仕事を始めてから、三日目。

　周りの視線は未いまだに変わらないが、優ゆう蘭らんは元気である。

　それは、毎日昼餉にやってくる夫のお陰と言っても良かった。

　今日も今日とてやってきた皓こう月げつは、共に昼餉を食べながら優蘭に情報を渡してくれる。

「以前、後宮内にいる妃ひ嬪ひんの力関係などは説明しましたよね？」

「確か後宮内では、陛下からの寵ちようが厚い順に権力を持つのですよね？」

「はい、その通りです」

　現在後宮で一番力を持っているのは、貴妃である紫し薔しようだ。その後ろに淑妃、徳妃、賢妃と続いている。彼女たちは正しよう一いつ品ぽん、または四夫人と呼ばれる、名実ともに優れた女性たちだからだ。

　そのためお気に入りを据えており、彼女たちのもとに通う回数が一番多いのだとか。

　他にも正二品の修しゆう儀ぎや充じゆう媛えんなどお気に入りの妃嬪はいるらしいが、基本平等に通っているようだ。

「なので今回はそれを踏まえた上で、貴族としての家格というものを教えようと思います」

「……付随しないのですか？」

「はい。その辺りが、後宮という場所の面白いところですね」

　皓月は紙に『郭かく徳妃、綜そう淑妃、姚よう貴妃、史し賢妃』と記した。

「家格だけ見たら、四夫人の実家はこの順に権力を持っています」

「意外です……」

　てっきり、家格も貴妃が高いのかと思っていた。

「郭徳妃の家格が一番高いのは、彼女の家の歴史が相当古いものだからです。建国前から、皇家に仕えておりますね。それと同時に保守派の最高権力者でもありますが、陛下に逆らおうとはしていません」

「保守派にも色々いるのですね」

「そうですね。郭徳妃の家は武家で、古くから皇族に忠誠を誓っておりますから……そのためか、郭徳妃は気位が高く、割と刺とげ々とげしい性格をしているそうです」

「なるほど。私が会いに行っても断られたのは、そのせいでしたか」

「……なんだかすみません……それは半分くらい、わたしのせいかもしれません……」

「……と言いますと？」

「珀はく家は文官、郭家は武官として、皇家に尽くしてきた家系です。ですが考え方が正反対なので、会議の場でも割と衝突するのです……」

「それは……お疲れ様です……」

　むしろ可哀想なのは、皓月ではないだろうか。

　優蘭は気にするなという意味を込めて、話を進めるよう促した。

　皓月は苦笑しながら、『綜淑妃』の文字を指差す。

「次に綜淑妃にいきますね。彼女の実家は、革新派の最高権力者です。それは綜家が黎れい暉き大たい国こく西部に位置する清せい蓮れん州しゆうと、国境沿いにある碧へき幽ゆう湖こを越えた先にある属国、舞ぶ梨り栄え公こう国こくの両方を治めているからですね」

「それは私も知っています。どちらにもよく行きますから」

「それならば良かったです」

　清蓮州は、自然の多い州だ。山や森、湖に囲まれた豊かな土地なので、食べ物が美味おいしい場所でもある。

　そして、舞梨栄公国の文化をいち早く取り入れ、独自の文化を形成した場所でもあった。そのため麵めんや米よりも窯で焼いた麵麭パンを主食とし、木造よりも石造の屋敷が多く立ち並んでいる。舞梨栄公国の人間と婚姻をする貴族も多いため、金髪碧へき眼がんや栗毛、また彫りの深い顔立ちをした人が多いのも、清蓮州の特徴だろう。

「確かに綜淑妃は、後宮内革新派の最高権力者と呼ぶに相応ふさわしい家格を持っていますね」

「はい。ですがそれは綜家の話であって、綜淑妃本人はとても可愛らしく、控えめな性格をした方だそうです。心根が優しく、侍女や女官たちにも分け隔てなく接しています。まるで妖よう精せいのようだとか」

「なるほど、陛下はそこが気に入られたのですね」

「……わたし、陛下から聞いたと言いましたか？」

「いいえ、言ってません。ですがなんとなく、そうかなと」

　特に「妖精のようだ」という品評がそれっぽい。気に入ってるんだなと思う。

「その綜淑妃ですが、最近陛下と会うのを拒んでいまして。そのためか、陛下が気にしていらっしゃいます」

「……なるほど？」

「なのでできれば……早めに会ったほうが良いかと思います」

「……分かりました。努力します」

　雇用主からそう言われてしまっては仕方がない。今日から毎日文を送ろう。

　皓月はこほんと咳せきをして『姚貴妃』の名前を指し示した。

「次は姚貴妃。と言いましても、粗方知ってると思いますが」

「はい、そうですね。先日お会いしましたし」

　本人に一度会ったこともあり、一番実態がつかめていると言ってもいいだろう。

　皓月は頷うなずいた。

「なら簡潔にいきます。姚貴妃は中立寄りの革新派ですね。幼い頃から美び姫きと褒めそやされ、妃きさきになるべく様々な教育を受けてきた方です」

「琵び琶わも弾けるんでしたよね？」

「はい。演奏を聴いたことがありますが、本当に素晴らしかったですよ」

　皓月にそこまで言われると、なおのこと聴きたくなる。いつか演奏会にでもお呼ばれしたいものだ。

　紫薔のことはそこで締め、皓月は最後に『史賢妃』を指し示した。

「最後に史賢妃です。彼女はこの中だと、一番家格が低いですね。史家は中位の貴族なので玄げん菖しよう州しゆうに領地こそありますが、そこまで広くありません。政治争いに興味がないので、中立派を貫いています」

「そんな史賢妃が賢妃になれたのは何故ですか？」

「彼女の教養の高さに、陛下が惚ほれ込んだからです」

　皓月は苦笑する。

「実を言うと彼女は、陛下の学友でもあったのですよ」

「学友、ですか？」

「はい。優蘭さんは、陛下が留学したという話を覚えておりますか？」

「それはもう。あのときは、すごい騒ぎになりましたから」

　優蘭が十七歳くらいの頃だったか。皇帝の第五皇子が同盟国に留学したという話が、巷ちまたに広まったのだ。その第五皇子こそ、現皇帝である。

　学友って言うからには、そのときに出会ったのよね。

　異国に女性が留学するとは、なかなかだ。確かに他国では女性が学び舎やに通うようになっていたが、黎暉大国ではかなり特異だと思う。

「実を言うと、あの留学にはわたしも連れ添いました。なので彼女の人となりはなんとなく分かっています」

「そうだったのですね。麗月様にとって、史賢妃はどのような方ですか？」

「一言で言うと……鮮烈、でしょうか」

「鮮烈、ですか？」

「はい」

　その頃を思い出すかのように、皓月は目を細めた。

「陛下に対しても物もの怖おじせず、理路整然と言葉を並べる強したたかな女性です。豊富な知識と様々な経験を元に紡がれる言葉には、確かな説得力がありました」

「それは……すごいですね」

　自国の皇子にそのようなことができる人間はほぼいないだろう。

「はい。彼女に出会ったとき、頭を殴られたような気がしましたね」

　皓月は懐かしむように目を細めた。

「実を言うと陛下は留学当初、『国を変えたい』という大望を抱いていました。ですがそれを実行するための知識も、経験も持ち合わせていなかったのです」

「まあ、そうですよね」

「はい。しかしその……その大望を事あるごとに口にしていまして。学友たちも持ち上げるものですから、陛下は大変舞い上がっていたのだと思います。そんなとき、片隅で書物を紐ひも解といていた史賢妃が言ったのです。──『なら、貴族方の派閥関係はご存知ですか』と」

「……わあ……」

「彼女は、そこからさらに陛下を質問攻めにしました。質問の大半は政治に関することだったのですが……陛下はそれに、ほとんど答えられなかったのです。そんな陛下に、彼女は『その程度で大ごとを言うなんて、砂糖菓子のように甘い方だったのですね』と言ってから、また書物に目を落としたのです」

「ひい」

　想像しただけで、背筋がヒヤッとした。優蘭だったら、思っていても絶対口にしない言葉である。

　皓月も同じ気持ちだったのか、苦笑した。

「水を打ったような静けさ、というものを直じかに味わったのは、あの日が初めてでしたね」

「え……そ、それで陛下は、その後どうしたのです……？」

　聞きたいような聞きたくないような。まるで怪談を聞いているときのような心境に襲われ、優蘭は恐る恐る問いかける。

　それを感じ取ったのか、皓月は明るく笑った。

「陛下はとても驚き言葉を失ってから、黙られました。……ですが、特に何も言わなかったのです」

「……え？　てっきり、怒鳴ったのかと……」

「まあ、そう考えますよね。そこが、陛下の変わった点かと。そしてもう一つ変わっているのは、その一件以来史賢妃に執しつ拗ように話しかけたところでしょうか」

「え」

　皇帝、どんだけ図太い神経してるんだ。

「陛下は知識を増やすたびに、史賢妃に挑んでいきました。そんな陛下に対して、史賢妃はいつも真っ向から相対してましたよ。二人の仲が深まったきっかけは、その一件でしたね」

「な、なんて言いますか……本当に、鮮烈ですね……」

　何故それで仲良くなるのか、優蘭にはさっぱり分からない。

「そうなんです。まさしく鮮烈。その上囲碁や将棋も強く、知識も豊富で。美しい見目も目を引きましたが、それよりもあの静かな強さが素晴らしかったです。陛下はそんなところを面白がり、即位後史賢妃を後宮に入れました」

　好色すぎじゃないかしら、陛下。

　好みの範囲が広すぎる、もう少し抑えてほしい。他人の色恋にとやかく言うつもりはないが、今回ばかりは喉のど元もとまで出かかった。恐るべし、好色皇帝。

　しかし皓月のお陰で、かなり良い情報を得られたように思う。

　保守派としては、郭徳妃に寵ちよう愛あいが傾いて欲しいわよね。

　なのに一番寵を得ているのは姚貴妃だ。次に綜淑妃である。保守派の人間としては全く面白くない展開だろう。

　そこで一つ、疑問が浮かんだ。

「麗月様。後宮内の力関係は、宮廷内の力関係にも影響を及ぼすものなのですか？」

「かなり影響しますよ。お陰でわたしもだいぶやっかみを受けています」

「私が後宮で女官をしているからですか？」

「どちらかというと、『陛下の命を受けて後宮入りしたから』というのが正しいですね。陛下の寵を、皆心の底から欲しがっていますから」

　え。寵なの、これ。

　優蘭としては、かなり迷惑なのだが。

　それよりも心配なのは、皓月の胃である。

「麗月様」

「はい、なんでしょう？」

「やっかみのせいで胃が痛くなったときは、教えてください。腕の良い薬くす師しを呼びますので」

「ありがとうございます。優蘭さんは本当に優しいですね。わたしのことをそんなにも心配してくれるなんて」

　いや、あなたはもっと自分を大事にしましょうよ。

　その本音は、そっと胸にしまい込んだ。




　　　　＊




　それから三日ほど経ったある日のこと。転機が訪れる。

　優蘭の下に、文が届いたのだ。

「あら？　これは……淑妃様からね」

　手早く開封し、内容を確認する。

『本日晡ほ時じ一つ時（午後三時～三時半）に、青せい藍らん宮きゆうにいらしてください』

　たった一文だけだったが、十分だ。

　時間までにやることを終えた優蘭は、身み嗜だしなみを整えてから部屋を出る。




　青藍宮。

　淑妃の宮殿は、目にも鮮やかな瑠る璃り色いろの屋根をしていた。宮殿の造り自体は黎暉大国のものだったが、色味や素材は異国風だ。それらは全て、清蓮州の特徴である。

　──淑妃・綜鈴りん春しゆん。

　彼女は、黎暉大国の西側にある清蓮州を治める綜家の、十三番目の姫だ。歳は十六。色白で金髪碧へき眼がんという、この国にはない色彩を持った姫だ。資料によると舞踏が得意で、素晴らしい腕を持っているとか。

　綜家に何故そんなにも姫がいるのかというと、当主が何人も側室を娶めとっているからである。しかも、清蓮州西側にある碧幽湖を挟んだ向こう側の属国の一つ、舞梨栄公国の女性を優先して娶っているようだ。

　その理由は、自分の家から金髪碧眼の美姫を生み出し皇帝の目にとまりやすくするため。

　この部分を見たとき、優蘭は『品種改良』という文字を思い出した。まるで家畜のようで嫌だが、実際皇帝は鈴春を一目見て気に入り後宮入りさせた。当主の目もく論ろ見みは成功したといってもいいだろう。

　そう考えながら玄関に向かえば、侍女が一人待ち構えていた。

「珀優蘭様ですね。こちらへどうぞ」

「……失礼します」

　蘇す芳おう宮きゆうの侍女に比べると、愛想がない。いや、愛想がないというより疲れているというべきだろうか。侍女をまじまじと見つめ、優蘭はそう結論づけた。

　廊下を歩いている間も、優蘭は内装を観察する。白い壁紙が貼られ、草そう花か模も様ようが描かれた青い絨じゆう毯たんが広がっている。舞梨栄公国の特産品だ。

　他にも壺つぼや絵画など、舞梨栄公国産の調度品が廊下に並んでいる。それに交じる形で、黎暉大国産の調度品が置かれていた。それらが喧けん嘩かすることなく互いを引き立てている。

　それは舞梨栄公国の文化をいい具合に取り入れた、美しい様式だった。これが世に言う、清蓮州文化である。

　だけど……窓の桟とか隅とかに、埃ほこりが溜たまってる。

　掃除が行き届いていないということだ。

　よくよく見たら、廊下に置かれている壺も埃っぽい。優蘭が来るということが分かっていたのに、だ。

　これは私が舐なめられているのか、それとも別の要素があるのか……どっちかしらね。

　そう思っていたら、客間に辿たどり着いた。

　中に入れば、ほんの僅わずかだが匂いがする。ちりっと、頭の中で記憶が呼び起こされたような気がした。

　だが、それもすぐかき消される。目の前に、金髪碧眼の美しい少女が両脇に侍女を侍はべらせ座っていたからだ。

　淡い金色の髪は、窓からの光を浴びてキラキラ輝いている。瞳ひとみは藍らん玉ぎよくのように丸く澄んでいて、それだけで芸術品のようだった。

　瑠璃色の長ちよう裙くんに、薄絹の単ひと衣えを身にまとっている。長裙は色がわずかに違う布を重ね合わせ、細かな襞ひだをいくつも作っていた。それがほんの僅かでも動くと、柔らかく波打つ。披ひ帛はくも合わさり、まるで精霊のようだった。

　髪には鈴蘭を模した銀色の簪かんざしが挿さっている。飾りはそれ以外ないが、それだけで十分可か憐れんな少女だった。

「ようこそおいでくださいました。綜鈴春と申します」

「ご挨あい拶さつが遅れましたこと、誠に申し訳ありません。初めまして、淑妃様。珀優蘭と申します。以後よろしくお願いいたします。お加減いかがですか？」

「……ありがとうございます。ですがお気遣いなく。もうだいぶ良くなりましたから」

　挨拶もそこそこに、互いに向かい合って座る。

　茶は紅茶、茶菓子は巻かん巻かん酥そだった。サクサクとした生地を渦巻き状にして焼いたお菓子だ。紅茶ともよく合う。

　しかも紅茶碗わん、受け皿、紅茶壺を使っている。どれも西のほうにある異国で使われている茶道具だ。白磁の上から絵付けがされた道具は、なんとも言えず美しい。

　受け皿と一緒に紅茶碗を持てば、鈴春が驚いた顔をした。

「そのように、お飲みになるのですね」

「はい。これはこう使うものだと記憶しておりますので」

「そう……噂は本当だったのですね」

「噂、ですか」

「ええ。あなたは、異国の知識を活用した商いをしていると聞きました」

「はい、その通りです。何かご要望がございましたら、お売りいたしますよ」

「……いいえ、結構です」

　硬い声音で拒絶されたが、その瞳にはどことなく迷いが見える。興味自体はあるようだ。それが分かっただけで十分である。

　というより……あら？　淑妃様の化粧が、なんとなく濃いような……。

　まだ若いし肌も白いので、そこまで化粧をしなくても良いはずだ。

　何かを隠そうとしている？

　考えられるのは、顔色だろう。鈴春はまだ、体調が良くないのではないだろうか。

「まあまあ。舞梨栄公国産の化粧品も販売しておりますよ？　折角ですし、一度試してみませんか？」

「っ……そ、それは……本当ですか？」

「はい。何かご所望のものはございますか？」

　鈴春はしばらく押し黙った後、ぽつりと呟つぶやく。

「なら……食べ物は、どうですか？」

「……食べ物、ですか？」

　優蘭は困惑した。

「もちろん、できるとは思いますが……一度、陛下の許可を取らなければならないと思います。毒などが混入していては、大変なことになりますから」

「っ、な、なら、いいです」

　鈴春は過剰なくらい反応した。優蘭はその様子を見て、しばし考え込む。

　どの言葉に反応したのかしら。

　思い当たる単語は二つ。陛下の部分か、毒の部分。

　なのでかまをかけてみることにした。

「そんな、遠慮なさらないでください。私がここに来たのは、陛下が心配なさっていたからというのもあるのですよ」

　鈴春の藍玉の瞳が、見開かれる。

「し、心配なんて……すること、ありません。わたしは健康ですから……」

「それは良かったです。でしたら、陛下にお伝えしておきますね」

「っ、それはやめて！」

「……分かりました。不ぶ躾しつけなことを申してしまい、誠に申し訳ありません」

「……あ……う……」

　やっぱり、こっちだったわね。

　先ほどと似た反応を示した鈴春を見て、優蘭は納得した。

　侍女にたしなめられた鈴春は慌てて取り繕ったが、顔色がどことなく悪い。何かに耐えるように、唇をきゅっと嚙かみ締めている。

　これは、もう話をしている場合ではなさそうだ。そろそろ、出たほうがいいかもしれない。

　今回は、会話ができたというだけで十分だ。だが最後に渡しておきたいものがある。

　優蘭は荷物の中から小さな袋と瓶を取り出す。それをそっと卓の上に置いた。

「こちら、よろしければお使いください」

「……これはなんですか」

「こちらの袋は、薫くん衣い草そうの香り袋です。淑妃様には馴な染じみ深い香りかと思い、持ってまいりました」

　薫衣草は、舞梨栄公国に咲いている花の一つだ。薫衣草の香りには気分を落ち着かせる効果もあるので、今の鈴春にぴったりだろう。

「そしてこちらの瓶は、薫衣草の花と藍らん胡こ蝶ちようの花を混ぜた花茶です。とても美しい青色のお茶なのですよ。……青は淑妃様のお色ですから、ぴったりかと」

　それでは。

　ぺこりと頭を下げ、優蘭は鈴春との顔合わせを終えたのだった。
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　翌日。

　皓月とともに出勤した優蘭は、昨日とは違う視線に首を傾げた。

　なんだろう。昨日より、刺とげ々とげしさがなくなったような。

　むしろちらちらと、こちらの様子を窺うかがっている女官が増えた気がする。

　不思議に思いながらも職場の鍵かぎを開けていると。

「──もし」

「……」

「──もし！」

「はいっ？」

　後ろから二回、声をかけられた。

　勢い良く後ろを振り返れば、そこには紅梅色の襦じゆ裙くんを着た美少女がいる。衣の色から、彼女が内ない官かん司しで働く女官だということが分かった。

　昨日までは遠ざけられていたのに、まさか向こうから話しかけてくるとは思わなかった。

　きりりとした瞳と整った顔立ちをした少女は、腰に手を当てながら声をひそめる。

「……少し、話をしてもいいかしら？」

「あ、は、いッッ!?」

　肯定すると同時に、優蘭は部屋に押し込まれた。

「ほら、早く入って！　見られたらまずいんだから！」

「え、ええ……？」

　何がなんだか分からない。

　扉を乱暴に閉めた少女は、腕を組みながら優蘭を見る。

「ねえ、あなた。初日に貴妃様と話をしたというのは本当？」

「え、はあ。左様ですが」

「な、なら……昨日、淑妃様と話をしたっていうのも本当っ？」

「は、はい」

「じゃあ……貴妃様があなたから、美肌に良い赤い花茶を勧められたって話は……」

　その言葉を聞き、優蘭はにやりと笑う。

　一人、上手うまい具合にかかった！

「その通りですよ」

　瞬間、少女の頰が薔ば薇ら色いろに染まった。そして優蘭の両肩を摑つかむ。

「ねえ、あなた！──そのお茶、わたしに売って頂ちよう戴だい！」

「はい、喜んで」




　少女は李り梅ばい香こうといった。今年で十六だという。

　内官司の中でも地位が高く、現在の位は宝ほう林りん。あと一つ上に上がれば、妃ひ嬪ひんの仲間入りが果たせる位置だ。

　立ち回りが上手いようで、他の内ない司しの女官とも親密なようだ。内官司の人間は他の部署を気軽に行き来できる立場にある。彼女はどうやらそれを、最大限に利用したようだ。

　そんな話を、優蘭は梅香に試飲してもらいながら聞き出した。もちろん、自分では淹いれていない。「こんなふうに淹れるんですよ」と説明しつつ、梅香自身に淹れてもらった。

「少し酸っぱいけど……それが美味おいしいわね、これ」

「それはようございました。実を言いますとそれ、美肌効果だけでなく疲れをとる効果もあるのですよ。お仕事が大変な梅香様にぴったりかと」

「あ、あら、そう……？」

　どうやら、梅香という少女は割とおだてに乗りやすい性格をしているようだ。優蘭としては、扱いやすくてありがたい。

　優蘭は紫薔のとき同様注意事項を述べる。それを素直に聞いた梅香は、上機嫌で花茶を買い、立ち去っていった。

　それから数日後、花茶を買いに優蘭のもとを訪ねてくる女官たちが急増する。

　それは、花茶が後宮内に広まる前兆だった──
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　実家から取り寄せた花茶の、大量の在庫。それが、優蘭の執務室の端っこに鎮座している。それを見つめながら、優蘭は思わず呟いた。

「まさか、月げつ李き茶ちやがここまで広まるとは……意外だわ」

　広まればいいなと思って、確かに貴妃様に薔ば[image: ら]ら翠すい玉ぎよくと月李茶を勧めたけれど……ここまで上手くいくとは。むしろ予想以上の売れっぷりが怖いわ。

　注文が多すぎて注意事項を各々に言うのが面倒臭くなり、商品と一緒に注意事項を記した紙を挟んだくらいだ。

　優蘭が紫薔にこの二つを勧めたのには理由がある。──購買層が違うからだ。

　高級紅『薔[image: ら]翠玉』のほうは高価なので、金持ち貴族の姫君向け商品だ。そして後宮という環境は、そんな姫君たちが集結している場所だ。上手くいけば顧客が増やせる場所で、優蘭が売り込みをしないわけがない。

　お猪口ちよこの意匠が綺き麗れいなので、紅入れとしての役目を終えた後はお猪口として使えるというのも、この商品の良いところである。お陰で、紫薔を含めた数名の妃嬪が顧客になってくれた。

　そして花茶『月李茶』のほうは、金銭をあまり自由に使えない妃嬪や女官たち向けの商品だ。むしろ優蘭の本命はこちらだった。

　だってある程度安価なものじゃないと、皆に広まらないし。

　そう。月李茶は、できる限り多くの人に広めるための商品として選んだのである。『珀優蘭』という女官が、使える存在だと。そう後宮の女性たちに認知してもらうための戦略だった。それは優蘭の想像以上に、効果を発揮することとなった。

「これも、貴妃様のお陰よねえ」

　どうやら紫薔は茶会の席で、ことあるごとにこの二つを紹介してくれたようなのだ。

　そして、紫薔がもたらしてくれた幸運がもう一つある。

　──李梅香だ。




　梅香はあれから、何度も花茶を買いに来た。

　そして紫薔が優蘭のことを広め始めると、何かにつけて居座り優蘭と話をするようになったのだ。

　どうやら梅香は、上昇志向が高い少女らしい。妃嬪たちと渡り合うための術すべを身につけたいと考えているようだ。

「それで、貴妃様とは何を話したの？」

　今回は、紫薔とのことを聞きたがった。優蘭は外面全開で応対する。

「はい。貴妃様が出してくれた藍玉茶……これは[image: ら]鮮州香卯の特産品でして。そちらの話をしましたら、[image: ら]鮮州の名所や特産品などの話になりました。大変盛り上がりましたよ」

「そうなの……やっぱりその辺りはちゃんと押さえておかなければならないのね」

「そうですね。おそらく貴妃様はとてもご実家に愛着を持っておられるので、[image: ら]鮮州のことを話せば印象に残りやすいかと思います」

「そうよねー。……どうしようかしら」

「……もし梅香様さえその気なら、特産品を販売することもやぶさかではないのですが」

「……まけなさいよ？」

「ふふふ。友人価格にさせていただきます。具体的には……これくらい」

「！……ふ、ふん。いいわ。買ってあげる」

「お買い上げありがとうございます」

　まあもちろん、そのまけたお代分は情報で払ってもらうけれどね？

　情報は時として、金よりも価値がある。今の優蘭にとって、梅香という情報通は喉のどから手が出るほど欲しい存在だった。つまり今回は、何一つとして損のない有益な取引をしたというわけだ。

「ところで梅香様。私は新参者ゆえ後宮内の事情に疎いのですが、よろしければ教えてくださいませんか？」

「……仕方ないわねえ、教えてあげるわよ」

　やれやれといったふうを装ってはいるが、梅香の顔は分かりやすいくらい緩んでいた。

「まず、四夫人の勢力図を教えてあげる。貴妃様と淑妃様は陛下の寵ちよう愛あいを競い合っているから、仲が悪いのよ。賢妃様は淑妃様と一番仲がいいわ、貴妃様とも時折お茶会をしているから、当たり障りのない方なのではないかしら。徳妃様はこの中で一番気位が高いからか、誰とも仲良くないわね。代わりに取り巻きの妃嬪がたくさんいて、茶会のたびに自慢話をしてるって噂よ」

「随分とお詳しいのですね。感心します」

「ふふ、そうでしょ？　四夫人の侍女にも知り合いがいるもの。これくらい当然よ」

　となると、梅香の話の信しん憑ぴよう性せいはかなり高いということだ。

「貴妃様と淑妃様の仲が悪いとのことですが、具体的な事件などがおありで？」

「あるわよ。貴妃様のほうが先に後宮入りしたのだけれど、後から入ってきた淑妃様に贈り物と称して動物の死し骸がいを贈ったんですって」

　貴族の姫君には、確かにきついかもしれない。

　だけど……貴妃様が、入りたての淑妃様に対してそんなことする理由、あるかしら？

　少なくとも優蘭には思いつかない。なんせそんなことをすれば皇帝の耳にも入り、紫薔に対する評価が下がるだろう。そんな損をしてまで、死骸を贈る理由が分からない。

　それに紫薔は、誰とでも仲良く話せる聡そう明めいな女性だった。

　ますます分からない。

「それはなかなか強烈ですね……贈り主は本当に貴妃様だったのですか？」

「もちろん。だって真紅の布で包まれていたんですもの。後宮で真紅を使えるのは貴妃様だけよ」

「……なるほど」

　それって信憑性ないんじゃないかしら？

　そう思ったが、笑顔で黙ることにした。

　すると、梅香がぐっと身を乗り出し、声をひそめる。

「……実を言うと最近、淑妃様が貴妃様を殺そうとしているっていう話が出回ってるの。後宮入りのときの意趣返しですって」

「物騒な話ですね……」

「本当に。淑妃様が最近めっきり引きこもるようになったのも、何かしようとしてるからじゃないかって」

　あ、じゃあ昨日会わないって言ったのは、何も私だったからじゃないわけか。

「噂では、夜な夜な毒草の入った鍋なべを煮込んでるらしいわ。流石に噓だと、わたしは思ってるけど」

　魔女かな？

　黎暉大国と交流を結んでいる杏あん津つ帝てい国こくでは挿絵付きの書物が流行はやっているのだが、その物語の一つに出てくる魔女の話そっくりだった。確か老婆が木の棒を使い、大鍋で何かを煮込んでいる挿絵が付いていたはずだ。誰か広めたのだろうか。

「でも淑妃様は実際、宦かん官がんの夜の巡回を断ってるのよね」

「それは……いささか不可解な行動ですね」

「でしょう？　淑妃様の庭で蛇に嚙かまれた動物の死骸とかも見つかってるらしいから、可能性は高いわ。ほら、蠱こ毒どくってあるじゃない？　怖いわよね、本当」

　蠱毒って確か、いろんな動物を同じ容器に入れて飼い、共食いさせるやつじゃなかった？

　となると、死骸は出ないはずだ。

　というより……あんなに気弱な姫君が、蠱毒なんて使う？

　鈴春の姿を思い出し、優蘭は首を傾げた。

　優蘭が実際に会った二人と、噂されている二人の印象。それが全く嚙み合わない。

　その点がどうにも腑ふに落ちず、優蘭はなおのこと首をひねる。そこで長考に入ろうとしたら、扉が叩たたかれた。

　瞬間、梅香が素早く執務机の下に潜り込む。

　優蘭は小声で叫んだ。

「梅香様!?」

「わたしはここに隠れてるわ。だから気にしないで」

　いや、普通に考えて気にするでしょ……。

　しかしいつまでも、相手を待たせているわけにもいかない。優蘭は溜ため息いきを吐いてから、扉の前へと向かった。

「どなたでしょうか？」

「錦きん文ぶんですわ。少し宜よろしいかしら？」

　……錦文って……内官司女官長じゃない。

　錦文とは、初日に挨あい拶さつをして以降会っていない。だがそれ以上に気になるのは、彼女の立場だ。

　……皓月様が明確に、「敵対勢力の一人」だと教えてくれた相手。

　扉を開ける手に力がこもる。

　優蘭はゆっくりと、扉を開けた。

　見れば、目の前に二十代後半ほどの女性がいる。冷めた瞳ひとみをした美しい女性だった。その後ろには何人も女官がいる。取り巻きというやつだろう。

　……来るなら一人で来なさいよ。

「どうぞお入りください」

　内心悪態をつきながら、優蘭は彼女たちを笑顔で引き入れた。

「今お茶を淹いれますね」

「いいえ、お構いなく」

　ちっ。まずいと評判の茶を淹れてやろうと思ったのに。

　しかも錦文はどうやら、座るつもりすらないらしい。彼女は優蘭の前に立った。すると取り巻き女官たちが、優蘭のことを囲んでくる。

　錦文は、笑顔すら見せなかった。

「珊さん瑚ご殿でんの主人として、今回はあなたに忠告しにきたわ」

「忠告、ですか。なんでしょう？」

　錦文が、一歩踏み込んでくる。

「後宮内であまり勝手なことをしていると──ろくなことにならないわよ？」

「……ろくなこと、ですか。それはなんでしょうね……私にはさっぱり想像できません」

　適当にはぐらかしたら、錦文がより一層冷めた目を向けてくる。

「貴妃様と淑妃様に関わるのをやめなさい。あの方々は、あなたごときが近寄っていい相手ではないわ」

「錦文様同様、ご挨拶しに行っただけです。それが何か？」

　笑顔でそう言ったのが気に障ったのか、錦文は唇を嚙み締める。

「というより、ここは内官司よ。ここで働くなら、紅梅色の女官服を着なさいよ！　新人の分際で薄紫の女官服を着ているとか、生意気だわ！」

「……申し訳ございません。ですがこれは、陛下から直々に賜ったものですので、私からはなんとも……」

　曖あい昧まいに笑みを浮かべ、優蘭は肩をすくめた。

　すると、優蘭が謝罪をしたからか。錦文が勝ち誇ったような顔を浮かべる。

「ふん、まあいいわ。……くれぐれも、貴妃様と淑妃様に関しては忘れないようになさい。あなたが愚か者でないことを願っているわ」

　それだけ言うと、彼女は踵きびすを返して出て行ってしまった。続いて、ぞろぞろと女官たちが出て行く。

　全員出て行ったのを見届けた優蘭は、開けっ放しの扉を勢い良く閉めて肩の力を抜いた。

　すると執務机の下から梅香が這はい出てくる。彼女はぶつくさと文句を言った。

「ほんっと、嫌な女ねあいつ。一方的に言って逃げたわよ。何、あれ言いにきたわけ？」

「あいつ、とは……錦文様のことですか？」

「ええ、そう。あの女が女官長になってから、内官司はめちゃくちゃよ。妃ひ嬪ひんでもないくせして取り巻きなんて連れて……ほんとむかつく。女官は侍女じゃないっつーの」

「梅香様の仰おつしやる通りです。彼女は一体いつ頃から、女官長になったのですか？」

「あれはわたしが後宮入りしてから一年経った頃だから……ああ、あれよ。淑妃様が来られた辺りからよ」

「……へえ……」

「今回だって、あなたが貴妃様と話をしたっていうのを聞いたから来たのよ？　新参者が妃嬪と仲良くなるのが気に食わないの。ほんと小心者」

　両腕を組んで心底軽けい蔑べつした顔をしていたので、梅香はそれだけ錦文が嫌いなのだろう。

　まあ優蘭としても、あれを言うためだけに訪ねてくるのはどうかと思う。本当に偉ぶりたいなら、優蘭を呼び出したらいいのに。

「ですが皆様、錦文様に従順でしたね。何か理由でもあるのですか？」

「簡単よ。あの女、吏り部ぶの韋い尚しよう書しよの娘なの」

　あのくそ親父の娘なのか……その割には美人だったわ。

「取り巻きの大半は、韋尚書のおかげで後宮に入れたの。だから誰も、錦文に文句を言えないのよ」

「それは仕方ありませんね」

　それと同時に、錦文が尊大な態度を取っていた理由を知る。実際、彼女は偉いのだ。

「ほんとあの女、嫌い」

　梅香は吐き捨てるように言う。女官も女官で大変だ。

　優蘭は顎あごに手を当て、少し考える。

　錦文があんなふうに言いにきたってことは、私が貴妃様に関わるのを阻止したいってことよね。

　そして梅香から聞いた話を合わせると、怪しさがさらに増した。優蘭の勘が、調べろと声高に叫んでいる。

　なので早速、梅香を頼ることにした。

「あの、梅香様」

「ん？　何？」

「少し、ご助力願えませんか？」

「あなた……錦文に目をつけられてるのにやめないわけ？」

「むしろ怪しさが増しました。なのでなおのこと、貴妃様と淑妃様のことを調べたいですね」

「……ふんっ。その心意気、気に入ったわ。こっそり手伝ってあげる」

　錦文の言うことをさっぱり聞かなかったからか、梅香に気に入られたようだ。これはいい誤算である。

「でも、ただじゃやらないわよ」

　そのがめつさ、嫌いじゃない。

「今巷ちまたで大人気、貴妃様御用達化粧品専門店『綺き羅ら』の白粉おしろいなどはいかがでしょう？　お値段は……こんなもので」

「……し、仕方ないわね！　やってあげるわ！」

　立てた指を引っ込めながら、優蘭は思う。

　梅香が扱いやすい少女で良かった、と。
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　梅香の伝つ手てを頼り、優蘭は内官司の他に後宮の食事を作る役職『内ない食しよく司し』、服飾を作る役職『内ない服ふく司し』、居住空間を整える役職『内ない居きよ司し』からそれぞれ、情報をもらった。

　欲しかったのは、四夫人の中でも仲が悪いとされている貴妃と淑妃の情報だ。

　その人の事情を知るには、まず衣食住を知るのが一番効率がいいからね。

　この後宮という場所は割と恐ろしいところで、妃嬪の食べた物から着た物、住んでいる場所の情報が記録されることになっている。それを覗のぞけば、手っ取り早く情報が集まると考えたのだ。

　もちろん職権乱用して見せてもらうことはできるが、今はできる限り敵を作りたくない。そのため、他方に顔が利く梅香の存在はかなりありがたかった。

　錦文に目をつけられたくないからか表立って手伝ってくれはしないが、他にも文を使い色々な情報をくれるのは本当に助かる。




　それから数日、優蘭は借りた書物を読み、必要箇所を写し、複数の資料と照らし合わせる、という作業を繰り返し行った。表面上はおとなしくしていたためか、錦文には絡まれなかった。

　一つ一つの資料だけでは分からないかもしれないが、こうしていくつもの情報を拾っていくと疑問が確信に変わる。日を重ねるごとに、その気持ちはさらに強くなっていった。

　数日間を証明に費やした優蘭は、自分の中にあったもやもやしたものが消え、目の前に一本の道が通ったのを感じ取る。

「……うん、きっとこれが答えだ」

　そんなとき、皇帝派の宦かん官がんから文を渡される。

　差出人は貴妃・紫薔。

『珀優蘭様

　本日の日につ昳てつ一つ時（午後一時～一時半）頃、わたくしの宮にいらしてください。ご相談したいことがあります。』

「……まさか向こうから誘いに来てくれるとは。手間が省けたわ」

　紫薔本人からのお茶の誘いに、優蘭はにやりと口端を持ち上げたのだった。
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　二度目となる蘇芳宮での茶会は、先日同様客間で開かれた。

　この間と違い風ふ呂ろ敷しきで包んだ小さな籠かごを持参した優蘭は、以前と同じ椅子に腰を下ろす。そして以前と同じように長椅子に腰掛ける紫薔の姿を、つぶさに観察した。

　顔は白く、目め尻じりには紅が差してある。こちらも前と同じだ。手も白いのでもともと色白のようだが、顔の白さは少し不自然だった。白粉を塗ってあるのだろう、これでは顔色は分からない。

　衣も前と同じ、腰ではなく胸元で帯を締めるという変わった作りをしたものだった。

　侍女たちの姿も確認したが、前回と同じものを揃えて着ている。そのためか、違和感などこれっぽっちも抱かなかった。

　優蘭の予想が正しければ、紫薔は今かなりつらいはずだ。しかし彼女はそんなものおくびにも出さず、穏やかに微笑んだ。

「御機嫌よう、珀夫人。本日はいらしてくださり、本当にありがとう」

「こちらこそ、お誘いくださりありがとうございます」

　侍女が茶と菓子を素早く持ってくる。

　今日は緑茶と金平糖だ。色とりどりの金平糖が硝子ガラスの器に盛られており、光を反射している。まるで宝石のように綺き麗れいだった。

「いいえ。……早速だけれど、話をしても良いかしら？」

　優蘭は首肯する。

　すると紫薔はあの優雅な笑みを消し──艶つややかな声をひそめた。

「相談というのは、『わたくしのことを暗殺しようとしている者がいる』という噂話に関してなの」

　……そうきたか。

　まさか紫薔のほうから仕掛けてくるとは思わなかった。

「先日陛下がいらしたときにご相談して警備などの対策は立ててくださるとおっしゃってくださったのだけれど、やはり恐ろしくなってしまったのよ。そう言えば、『せっかくだから、珀夫人に問題を解決してもらえ』と仰せになられたの。ですから今回、話を聞いていただこうと思って」

　また皇帝おまえの差し金かよ。

　心の中で盛大に床を蹴けり、毒づく。口に出していたら確実に、頭と胴体がさようならしていたところだ。

「そ、そうでしたか……頼りにしていただけて嬉うれしいです」

　なんとか笑顔を作り答えたが、むかむかしてくる。

　それをかき消すためにも、優蘭は自分側の本題に移ることにした。

「私も、そのような噂は耳にしております。噂のお相手は、淑妃様のようで」

「ええ、そうなの」

「仲があまりよろしくないとの話も聞きましたが、事実でしょうか？」

「良いとは言えないわね」

　それは、悪いとも言えないということだ。上手うまく躱かわされている。おそらくこのまま曖あい昧まいにぼかした言葉を重ねても、のらりくらりとやり過ごされてしまうだろう。商談において向こうの歩調に完全に乗せられてしまったら、それはこちらの負けということになる。

　引き分けならまだしも、負けるのは嫌いだ。だから優蘭は、深く切り込むことにした。

「ならば何故、淑妃様に縁起の悪い贈り物をなさったのですか？」

　紫薔がピクリと肩を揺らす。

　だが一番顕著に反応したのは、紫薔の後ろで控えていた侍女頭だった。

「その話は根も葉もない噂です！　娘じよう娘じようは淑妃様に、死し骸がいなど贈っては！　それに、淑妃様に贈ったのは綾あや絹ぎぬの手袋です！　断じて縁起の悪いものなどでは……！」

　綾絹の、手袋。

　しかし紫薔は、そんな侍女頭に対し氷のような眼まな差ざしを向ける。

「お黙りなさい」

　たった一言。別段何も変わらない風に聞こえる声だったが、侍女頭は顔を真っ青にし頭を下げた。

　支配者の声だ。その二面性に背筋がぞくりと震える。皇后に本当に向いている少女だと、つくづく思った。

　薔ば薇ら、まさしく、紫薔は薔薇だ。紫の薔薇。支配者の色を持ち、芳しい香りで人々を魅了する魅惑の花だ。

　だがその断片を見せたのは一瞬、紫薔はすぐに破顔する。

「ごめんなさいね、侍女が失礼なことを言ったわ」

「……いえ。ですが大切なことなので聞かせていただきます。淑妃様との間柄が噂されるようになったのは、それからということで間違いございませんか？」

「……ええ、そうよ」

　なるほど。きっかけとしては変わらないわけか。

　だが、紫薔の意見だけを聞いていても真実はまだ分からない。なので今度は、淑妃とも話す必要があるようだ。

「お話を聞かせていただき、誠にありがとうございます。こちらの方で一度調べてから、再度貴妃様に事情を伝えに参ります。ですがくれぐれもお気をつけを」

「心配してくれてありがとう。続報、待っているわ」

　これでまず、一つ目の問題が一歩進んだ。優蘭は一度息を整えるために、出された茶を飲む。

　それを置いてから、優蘭は籠から小さめの箱を取り出した。

　それを卓の上に置き、紫薔に差し出す。彼女はぱちくりと目を瞬かせた。

「ささやかながら、私からの贈り物にございます」

「まあ、何かしら」

「どうぞ、開けてみてください」

　箱の中身は、小瓶だ。この小瓶がまた凝っていて、切り込みを入れ細かな模様が刻まれている。その上から金で装飾されていて、見るからに豪ごう奢しやだった。蓋ふたには硝子で作った薔薇が咲いている。

　紫薔はほう、と頰を紅潮させた。

「とても綺麗な瓶ね……」

　そう言ってもらえると嬉しい。瓶が綺麗だからという理由で女性たちが買っていく、玉ぎよく商会特注の瓶だ。

「中身は何かしら？　香水？」

「どうぞ、蓋を開けて確かめてみてください。こう、手であおぐといいです」

　そう促せば、紫薔は恐る恐る蓋を取り、あおぐ。

「これは……橙だいだい？」

「惜しいです、貴妃様。それは檸檬レモンという、黎暉大国と同盟を結んでいる芽め黄おう二に国こく産の柑かん橘きつ類の香りを蒸留した精油です」

「へえ。爽さわやかで気持ちがすっきりする香りね」

「はい。本当は柑橘系の果物でもお持ちしようかと思ったのですが、いかんせん時季が悪くて……なので代わりに香りだけでも楽しんでいただこうと思い、持って参りました」

「あら、そうだったの。だけれどどうして柑橘系？」

「ああ、それは……妊婦は、酸っぱいものが食べたくなるとよく聞きますので」

　場に、静寂が満ちた。周りを囲んでいた侍女たちは絶句している。

　肝心の蘇芳宮の主人は、目に見えて動揺していた。黒瑪め瑙のうの瞳ひとみを玉のようにさせ、唇をわななかせる。言葉を出そうにも声が出ない、そんな顔だ。そこに年相応の若さを垣かい間ま見、優蘭は少しだけ安心する。だがはぐらかされても嫌なので、優蘭は言い切ることにした。

「貴妃様は現在、妊娠していらっしゃいますよね？」

　それからしばらく口を開閉させた紫薔は、観念したと言わんばかりに、肩の力を抜く。

「……どうして気づいたのか、参考までに聞いてもいいかしら？」

　その言葉は、肯定と同義だ。

「簡単です」優蘭はそう切り出した。

「まず初めに疑問に思ったのは、貴妃様のお召し物を見たときでした。とても美しく、これからの流行になるであろう衣です。ですが……少しばかり、体型を隠しすぎていると感じたのです。特に、腰回りが」

「……そう、ね」

　胸と腰回りの細さは、女性の体を美しく見せるために必要不可欠なものだ。異国をいくつも回った優蘭だったが、どこの国も胸と尻しりが豊満でくびれがある女性が好まれていた。この国でも言わずもがな、だ。

　そして帯を締める位置を変えることによって得られる利点は、体型──その中でも特に、腹部を隠せることだ。

「しかもその衣を、蘇芳宮の侍女たちもお召しになっています」

「ええ」

「それは、貴妃様の体型を隠すためのものですよね？」

「……驚いたわ。そこまで見通しているなんて」

　木を隠すなら森の中というけど、本当にその通りね。

　同じ服装をしている侍女が周りに控えていれば、腹部は余計目立たなくなるだろう。

　しかし紫薔が懐妊していると判断した理由は、そこだけではない。

「二つ目に違和感を覚えたのは、私と初めて顔を合わせた際、貴妃様が茶菓子に手をつけなかった点です」

「……そう。ばれていたのね」

「はい。侍女がさりげなく運んでばれないようにしていましたが、一度も手をつけていませんでした。そこで、いくつかの可能性を考えたのです」

「それはなぁに？」

「一つ目は、毒殺を忌避して。二つ目は、太ってしまったので食事を制限している。そして三つ目が、つわりがひどくて食べられないから、です」

「ならどうやって、その一つ目と二つ目を消したのかしら？」

「内食司で、一年ほど前から今に至るまでの食事記録を確認したからです」

「……そんなにも遡さかのぼったの？」

「はい。妊娠前と後、何を食べていたのか比較したかったので。それによれば、貴妃様は肉、その中でも特に鶏肉を好んで食べていました。味付けもどちらかといえば、こってりした料理が多かったと記憶しております。しかし四ヶ月ほど前から、白身魚や野菜が中心のあっさりした食事に変わっていました。これで、食の好みが変わったことが確認できます」

　優蘭は人差し指を立てる。

「ここで一つ目の可能性に戻ります。毒殺を忌避するのは当然ですが、この一年間毒が盛られたという記録はありませんでした。それはつまり、毒殺を警戒する理由が薄いということに繫つながります」

　そして中指を立てた。

「そして二つ目の疑問ですが、なるほど、食事を変えたのならあり得なくはありません。ですが、味付けの好みまで変える必要はないと私は考えます。だってそれは好みですから、変わりようがないのです。変わるということは年齢を重ねたからか、それこそ体に劇的な変化が生じたか」

「……そう。自おのずと辿たどり着いてしまった、というわけね」

「はい。ですが実を言うと、それだけではありません。紫し苑おん宮きゆうに行き閨ねや関係の記録を確認してきましたが、一年前までは滋養強壮効果のある夜食が作られていたにもかかわらず、ここ最近はそれがありません。この点から、もうその必要がなくなったのでは？　と推測いたしました。あとは、点と点を繫ぐだけです」

　優蘭の話を今までおとなしく聞いていた紫薔は、俯うつむいた。それからしばらくして、肩を震わせる。

　え、泣いてる？　え、年下を泣かせた？　皇帝の寵ちよう妃ひを泣かせたっ？　それ、私の首が危ないのでは!?

「あ、あの、貴妃様……？」

「……ふ」

「あーえー……どうなさいました……？」

「……うふ、ふふふ……──あはは！」

　しかしやってきたのは泣き声ではなく──笑い声だった。しかもかなりの大笑いだ。

　顔を上げた紫薔は涙目になりながら、口元に手を当て笑っていた。

「本当にすごいわ、感心してしまった。そんなふうに辿り着いてしまうなんて！」

「え、ええー……」

「ありがとう、珀夫人。久々にとても楽しかったわ。最近つわりが激しくて、気分が憂ゆう鬱うつだったの。でもこんなに楽しいことに出会えて、本当に嬉しいわ」

　その顔は年相応の少女の顔だった。ころころと鈴の音を思わせる笑い声に、優蘭は呆あつ気けにとられてしまう。

　すると、紫薔が卓に手をつき、ぐっと前のめりになった。

「ねえ、珀夫人なんていう他人行儀な呼び方ではなく、優蘭と名前で呼んでも良いかしら？」

「あ、はい。お好きに呼んでいただければと」

「あらそう。なら優蘭、この贈り物、本当にありがとう。素敵な香りね」

　紫薔が小瓶を撫なでる。

「これ、どうやって使うのかしら？」

「ああ、それはですね、」

　よいしょ、と声を出しつつ、優蘭が籠かごから別のものを取り出す。受台の上に小さな皿を載せることができる、変わった作りをした焼き物だ。

「この皿の部分に水を半分ほど張り、この精油を数滴垂らします。で、こちらの下から火をつけたろうそくを入れれば良いのです。これだけで部屋に香りが広がります」

「あら、簡単ね」

「はい。ただろうそくを使うものですので、火事にはご注意を。あと精油は絶対に飲まないように」

「……わたくし、子供ではないのよ？　そんなことしないわ」

　紫薔が心外だ、と言わんばかりにむくれる。しかし優蘭からしてみたら、冗談でも相手を下に見た言葉でもなかった。

「……以前、『飲めば体から香りが滲にじみ出すのでは？』と試した女性がいたのです。それも、三十代ほどの方が」

「……そんな人いるのね……驚いたわ」

　そうなんですよ、その話を聞いたときは私も驚きました。

　世の中には美のためならなんでもする女性が多いのだ。ちなみにその女性は精油の毒にやられてお亡くなりになった。美に犠牲はつきものだとよく言うが、この事案はつらすぎる。

　ふんふんと頷うなずいていた紫薔が、侍女に今言ったことを紙に書くよう指示している。

「じゃあ他に何か、妊娠中に気をつけなければならないことはない？」

「他に、ですか。生ものはやめた方が良いと思います。と言っても、貴妃様は現在食べられないかと思いますが」

「そうなの。最近本当に食欲がなくて……なのに食べないと余計に気持ち悪いのよ。でも量が減るとおかしいと思われると思って、同じ分だけ作ってもらっているの。残ったものは侍女たちに食べてもらってるわ。……やっぱり、無理してでも食べなくてはだめかしら？」

「そんなことは」

　優蘭は首を横に振った。

「食べられるものを食べるのが一番です。何なら食べられましたか？」

「そうね、お粥かゆと……番ばん茄かの卵炒いためが美味おいしかったわ。あとは……そうそう、海え老び餛ワン飩タン。黒酢を少しかけると、美味しくて」

「なるほど。ならしばらくは、食べられる物にしましょう。一番大切なのは体力をつけることです。子を産むのにはとても体力が必要になりますから、今から力を蓄えておくのが良いです。黒酢は健康にも良いので、合いそうなものにかけてみても良いかと存じます」

「分かったわ」

　侍女が真剣な顔をして、優蘭が言ったことを書き綴つづっている。気がつけば茶会と言うより、勉強会のようなものになっていた。侍女たちが和気藹あい々あいとああだこうだと言い合っている。

　和やかな雰囲気に困惑しながらも、優蘭は恐る恐る問いかける。

「……失礼ですが、食べたものを吐き出してしまうなどはありませんか？」

「ああ、それはないわ」

「それはようございました」

　できることなら吐きたくないのが乙女心というものだ。

　そこで優蘭はあることを思い出す。

　そうだ、これも伝えておかないと。

「貴妃様。食事も大切なのですが、それ以上に大切なものがございます」

「あら、なぁに？」

　紫薔は目をぱちくりさせた。

「睡眠です」

「……睡眠？」

「はい。睡眠不足は重ねると、美容にも悪く健康も害するというなんの利益にもならないこの世の悪にございます。ですので貴妃様、これから──しばし、お休みになられては？」

　紫薔が、混乱した様子で眉まゆを寄せた。

「それは……できないわ。この後にも茶会を入れているの」

「ならその茶会、お断りしてください。そうですね、理由は……私が一向に立ち去ろうとしないため致し方なく、とでもしていただけたらと」

「……優蘭。あなたはそれで良いの？　評判が悪くなってしまうわ」

　もともとそんなに良くもないんですけどね、という言葉は胸にしまっておく。

　それにその程度のことで下がる評判よりも、貴妃から信頼してもらうことのほうが優蘭の得になる。理由なんてそれだけだ。

「お気になさらずに。貴妃様の体調よりも優先すべき大切なものはありません。妊娠していらっしゃるならなおさらです。……ああ、そうです。これからも体調が芳しくないときは、私を呼び出していただけたらと。仮眠を取る口実にぜひお使いください。……本音を言いますと、悪評よりも貴妃様から信頼していただくことのほうが、私の利益になるのです。ですので貴妃様のほうも是非、遠慮なく私を有効に活用してくださいませ」

　そう言うと、紫薔は泣き笑いのような顔を浮かべた。そして腹部を押さえる。つわりが本当につらかったのだろう、その瞳ひとみには涙が滲んでいた。

　侍女頭が紫薔の背中をさすっている。その間にも他の侍女たちに指示を飛ばして寝室の用意や化粧を落とす準備をさせている辺り、優秀だ。

　紫薔は随分と侍女に恵まれている。これも彼女の人徳がなせる業だろう。

「ありがとう、優蘭。そう言ってもらえると、とても心が楽になる。……ではお言葉に甘えて、少し休ませていただくわ」

「はい。その間、こちらのお部屋を使わせていただいても？　部屋に戻ると噓がばれてしまいますので」

「構わないわ」

「ご配慮痛み入ります」

「……言葉がお上手ね」

　寝室へ向かうために客間から出て行こうとした紫薔は、扉を閉める前にふと立ち止まり振り返る。

「……あ、そうだ、忘れていたわ。陛下から、あなたがわたくしの懐妊に気づいた場合言えと言われているのだった」

「……陛下が、ですか？」

「ええ。『第一関門突破、おめでとう』──そう伝えろと言われたわ」

　……第一関門？

　その響きに、嫌な予感がした。こういう予感は大抵よく当たる。だが体調不良の妃きさきにそれを聞くわけにもいかず、優蘭は無言で彼女を見送った。

　数名の侍女とともに客間に残された優蘭は、ふうと息をつく。

　皇帝陛下のことを紫薔よりも知っている人物は、割とすぐそばにいるのだ。なのでこの場で焦ることはない。

　帰ったらとっちめてやらないとねえ？

　優蘭は茶菓子として出された金平糖を口に放り込む。

　ぱきん。

　金平糖を奥歯で嚙かみ砕くと、冷め切った緑茶をすすったのだった。




　　　　＊




　帰りの馬車に乗りながら、優蘭は皓月に笑顔で詰め寄っていた。座る位置はいつもとは違い、となりだ。隅にまで追いやれば、皓月は口元をひくつかせる。

「どど、どうしたのでしょうか、優蘭さん……」

「はい、皓月様。聞きたいことがあるのですが宜よろしいでしょうか？」

「あ、え、ゆ、優蘭さん……笑顔がとても怖いですよ……？」

「うふふ、なんのことでしょう？」

　密室でかなりの近距離に優蘭がいるためか、皓月は縮こまる。不ふ憫びんな夫の心情を考え少しばかり同情した。だが優蘭としては、この瞬間を狙っていたのだ。はぐらかされてはたまったものではない。

　強こわ張ばった顔に笑みを張り付けつつ、皓月が問いかける。

「わたし、何かしましたか……？」

「皓月様は、何もしてないですね」

「それはつまり……陛下に対して怒っているということでしょうか？」

「その通りです」

　優蘭はすう、と息を吸い込む。

「さあ皓月様、答えていただきましょうか。──第一関門ってなんのことでしょうかねえ？」

「あ……ああーそれは、ですね……そのぉ……」

「なんですか、口止めされてるんですか？　いいから言ってくださいな」

「……はい、分かりました。言わせていただきます……」

　皓月は目を逸そらしながら言う。

「第一関門というのは言葉の通り……陛下が密ひそかに用意してあった課題の一つを、無事解決したという意味です」

「課題というのはなんでしょう？」

「優蘭さんを正式に特例女官として採用するかどうかの、試験のようなものです」

　なるほど、確かにその点は優蘭も少し気になっていた。なんせ「異国語を喋しやべれる商人なんだから、文字も書けるし算そろ盤ばんも弾はじけるし色々と知識はあるのだろう？　なら別に試験などせずとも良い」という皇帝特権で女官になったのだ。楽だったので流していたが、流すべきではなかったかもしれない。

「その課題を解決できなければ、全て白紙に戻るってことでしょうか？」

「はい」

「……その課題の一つが、『貴妃の懐妊に気づく』っていうことだったわけですよね？」

「はい、そういうことになります」

　なるほど、腹黒性悪男の考えそうなことだ。優蘭は内心チッと舌打ちをする。妊婦が飲まないほうがいい花茶もあるのだから、そういう情報は早めに教えておいてもらいたい。

　文句を言ったところで私の首が飛ぶだけだろうから、言わないけどね！

　ただこれからは、もっと気をつけなければならないだろう。優蘭は頭の中でぐるぐると考えを巡らせる。

「課題の一つということは、他にも課題があるということですよね？」

「そういうことになります」

「その課題は残りいくつあるのでしょう？」

「……それは……」

「内容はともかく、数ぐらい教えてください」

「……内容を知りたくはないのですか？」

「その口ぶりからして、教えてくれないんでしょう？　なら、別に聞きません。でも数は教えて欲しいです。流石にそれくらいの恩情はくださいませ」

「……分かりました。数は……残り二つあります」

　残り二つ、ね。

「そうですか。ありがとうございます」

　そこまで聞けたので、優蘭はひとまず満足した。なので皓月のことを解放するべく、距離を開ける。あっさり解放されたことに、皓月は驚いていた。

「他に質問などはないのですか？」

「……では一つ。皓月様は、私と離縁したいとお考えでいらっしゃいますか？」

「え」

　皓月があんぐりと口を開けた。そして叫ぶ。

「そ、そんなわけありません!!」

「……本当ですか？」

　優蘭は胡う乱ろんな眼まな差ざしを皓月に向けた。そして肩をすくめながら、目を瞑つぶる。

「私に教えるのを渋ったのは、離縁したいからだと思ってしまいました」

「それ、はっ」

「まあ、私は平民ですし、年増ですし」

「そ、んなこと、」

「しかもお役目とはいえ女装までさせられているんですから、当たり前、」

　瞬間、勢い良く腕を引かれた。

「そんなことはないと、言っているではないですかッッ!!」

　今までにないくらい激しい口調に、今度は優蘭がぽかんとした顔をして目を見開いた。

　すると、皓月がハッとし優蘭から手を離す。

「す、すみません……手荒なことをしてしまい……」

「い、いえ……私のほうこそ、決めつけてしまい申し訳ありませんでした」

「……いえ、悪いのは全面的にわたしです。確かに陛下の命で優蘭さんに言うことを禁じられていましたが、聞かれたなら答えるべきでした。禁じられていたのは、わたしのほうから打ち明けるという行為でしたので」

　なるほど。それなら仕方ないわね。

　優蘭は素直に納得し、「分かりました」と口にした。すると、皓月がおそるおそる聞いてくる。

「わたしに対する怒りなどがあれば、お聞きしますよ……？」

「皓月様に対して怒っても仕方ないではありませんか。陛下からの指示なんですよね？」

「はい」

「そして皓月様は別に、わたしと離縁する気はないのですよね？　嫌ってもいないし、今の状況に不満を抱えてもいないと」

「そ、そうですが……」

「なら、いいです。この件に関してはもう言及しません」

　それさえ聞ければ十分だ。だってそれはつまり──皓月は絶対的な味方でいてくれるということなのだから。信じていいと分かっただけで、今までのもやもやが晴れる。

「そうです、か……」

　え、何その反応。

「私、何かおかしなこと言いましたか？」

「い、いえ……むしろ、女性にしてはさっぱりしているなと……」

「そうですか？」

「はい。少なくとも、我が家の女性たちよりはよっぽど理性的です」

「……そういえば皓月様以外は、皆女性でしたね」

　婚姻の儀を思い出しつつ、優蘭は思う。

「はい。姉が三人、妹が二人おります。唯一の男児がわたしですね」

「……多いですね？」

「いえ、親しん戚せきに比べれば少ないほうです。珀家はもともと女系の一族ですから。なので女性たちのほうがこう、強したたかでして……色々とやらされました」

　ああ、そっか。皓月様の苦労性は、昔からなのね……。

　それと同時に、皓月の性格がかなり控えめな理由を悟る。茶を淹いれるのが上手うまいのも、おそらくそのせいだろう。

　家では女性たちにこき使われ、仕事場では皇帝からの無茶振りに応こたえるべく奮闘する。

　その姿が容易に思い浮かび、優蘭はなんだか泣けてきた。胃のほうは大丈夫だろうか。

　しかもこれで、女遊びとかもしてこなかったんでしょう？　ほんと、今までどうやって発散してきたのかしら……。

　因ちなみに優蘭の発散方法は、算盤をひたすら弾くか麵麭パンや麵めんの生地をこねるかの二択だった。そう、こねるのは得意なのだ。

「皓月様。色々と発散できてます？」

「発散、と言いますと？」

「不平不満諸もろ々もろです。そういうものが割と溜たまりやすい環境にいたと思うのですが、どうやって発散してきたのかなと思いまして」

「そう、ですね……」

　突発的な質問にも、皓月は真面目に考え答えてくれる。

「心がざわついたときは、座禅を組むとか……」

「はい」

「ああ、後、武術を少々。体を動かすと、心の鬱うつ々うつとしたものも発散されますね」

「おおー武術ですか」

　正直意外だった。文官なので、荒事には向かなそうな性格をしていると思ったのだが。

　いや、あれだけ無茶を言う皇帝なんだから、むしろそれくらいしないと駄目だったとかかしら……チッ、人の旦だん那なをこき使いやがって……。

　優蘭がひっそり皇帝に対する殺意を募らせている間、皓月も色々考えていたようだ。彼は閃ひらめいたのか、あっと声をあげる。

「そうです。刺し繡しゆう」

「……刺繡っ？」

「はい。昔から姉や妹と一緒にやっていたので、今も頼まれてやったりしています」

「な、なるほど……」

「最近は硝子ガラス玉、というのでしたか。穴の空いた小さな粒に紐ひもを通して手しゆ巾きんに縫い付けるのが流行はやっているとかで、それをやることも多いですね。細々とした作業、好きなんです」

　それ、押し付けられてるだけなんじゃ。

　そう思ったが、優蘭は本音をそっと胸にしまい込んだ。皓月があまりにも楽しそうに語るからだ。

　代わりに、そっと肩を叩たたく。

「皓月様」

「はい？」

「新作の硝子玉なぞ用意できますが、取り寄せましょうか？」

「新作……」

「はい。最近は宝石同様、美しく見せるために研磨する技術も上がっているのですよ」

「！　是非！」

「はい。できる限り早めに用意いたしますね」

　なんだこの人、可愛いな！

　頭を撫なでたくなる気持ちをこらえながら、優蘭はにっこり笑ったのだった。




　　　　＊




　昼ひる餉げを食べ終えた頃、優蘭はある場所に足を運んでいた。

　そこは女官たちの溜まり場と言われている、洗濯物干し場だ。上級女官たちはあまり来ないが、下級女官や雑務を中心におこなう下女などがたむろしているらしい。梅香情報なので、その辺りは確かだ。

　現に洗濯物干し場には、多くの女官たちがいた。着ている衣も色とりどりで、様々な内司で働いている女官だということがよく分かる。衣の質がそんなに良くなさそうなところも好印象だ。上級女官はしがらみが多いので、口が堅いのである。

　なぜここに来たのかというと、情報を集めるためだ。

　貴妃様毒殺話が一体どこから始まったのか。ちゃんと真相を見極めなきゃいけないからね。

　その中で割と重要になってくるのは、そこで働いている女官たちの目撃情報や噂話だったりする。

「というわけで、行きましょうか。麗れい月げつ様」

「何故わたしも一緒に……」

「今まで黙っていた罰です。誠意があるというのであれば、協力してください」

「うっ……わかりました、お伴します……」

　しょんぼりとうなだれる皓月を横目に、優蘭は女官たちの様子を観察する。

　誰一人として、優蘭たちを見ていない。

　そう。誰も見ていないのだ。皆お喋しやべりに夢中だった。

　優蘭は心の底から感動する。

　服の色が違うだけで、こんなにも視線が変わるなんて……すごいわ……！

　──優蘭は現在、皓月と同じ橙だいだい色いろの女官服を着ていた。

　ここに来る前に内食司に寄り、衣を借りたのだ。皓月は「まさかそんなことで、分からなくなるわけが」という顔をしていたが、そのまさかが起きた。色って大事ね、と優蘭はしみじみ思う。自分の顔が地味すぎたせいもあるかもしれないが。

　お陰様で、後宮にきて初めて珍獣を見るような視線に晒さらされないでいる。それだけで踊り狂いたいほど嬉うれしい。

　……いやいやいやいや。仕事しないと。

　子供のようにはしゃぐ自分をたしなめつつ、優蘭は皓月と喋るふりをしながら周囲を観察した。

「……話を聞くなら、誰がいいと思います？」

「そうですね……噂が好きそうで、お喋りな人が良いと思います。ほら、彼女とか」

　皓月が視線を一人の少女に向ける。彼女は得意げに他の女官たちに話をしていた。着ている女官服は若葉色、つまり所属は内服司だ。

「内服司の中でも下位に属する者は、妃ひ嬪ひんの衣を洗うために各所を回ります。知っている情報は、内官司女官の次に多いかと」

「すごいですね、麗月様。そんなことまで知っているなんて」

「内食司女官長から聞きました。色々と教えてくれますよ」

　勉強熱心なことだ。しかしお陰で、話しかける人物の目星がついた。あれだけ人が集まっているのだから、他にも何か情報があるはず。

　優蘭は片手にとっておきのものを携え、彼女たちに近寄る。

「ねえ、ちょっといい？」

　女官たちが一斉に振り返る。誰だこの人、というような反応だ。

　よし、ばれてないわね。

　優蘭はにっこり笑って、包みを開く。中には、甘味が入っていた。

「これ、妃嬪方に出す予定のお菓子なんだけど……味見してくれない？」

　女官たちは瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせながら、二つ返事で了承した。




「え、なにー？　貴妃さま、淑妃さま関係の噂話ー？」

　菓子を話しかけた理由にして、優蘭は『内食司で働く噂好きの新参者』のふりをして話を振った。もぐもぐと菓子を頰張りながら、女官たちは姦かしましく喋り始める。

「お二人は仲が悪いんだったよね」

「そうそう。貴妃さまは死し骸がいで、淑妃さまは蠱こ毒どくだっけ？　やることがえげつないよね」

　どうやらもっぱらの噂は、それのようだ。

　それはもう知ってるから、何か別の情報を……。

　優蘭がじれったく思っていると、例の内服司女官が「あ」と声をあげる。

「青藍宮に、幽霊が出るって噂が流れてるよ！」

「……幽霊？」

　またよく分からない話が。

　だがそれを皮切りに、他の女官もあれやこれやと言ってきた。

「あ、知ってるそれ！　青藍宮にある池の近くだったよね？」

「そうそれー。なんか、池に落ちて死んだ女の霊って言われてるよ」

「え、やだー！　近づいたら引き摺ずり込まれちゃうのっ？　こわーい！」

　……幽霊って、そんなまさか。

　しかも場所が場所だ。さすがに宦かん官がんが、夜の巡回くらいしているだろう。

「えー？　あたしは夜な夜な、淑妃さまが逢あい引びきしてるって聞いたけど」

「あたしもそれ知ってる！　相手は宦官とかなんとか聞いたよ」

「あたしは、最近淑妃さまのところに通ってる医官だって聞いたけど」

「あ、だから青藍宮の周り、最近巡回してないの？　仲間内で結託してるの？　陛下のお妃きさきさまなのに、よくやるなぁ」

「まあ後宮の男は、ものがないからねえ。子供を産んじゃう心配がないんじゃない？」

　情報がかなり錯さく綜そうしている。だが、いくつか気になる話があった。

　最近淑妃の下に通っている医官。

　青藍宮の周りは、最近巡回していない。

　これらが本当なら。

　一度、淑妃様に確かめに行く必要があるわね。




　しかし優蘭が決意した翌日に、後宮中にある話が広まる。

　貴妃の下に様々な動物の死体が詰まった壺つぼが置かれていた。

　しかもその壺は群青色──淑妃の色の布に包まれていたという──








第三章　妻、淑妃の想いに触れる









　淑妃が貴妃を呪い殺そうとしている。

　その話は、瞬く間に広がった。

　もともと火種がくすぶっていたところに、特大の火が放たれたのだ。それは後宮中を一気に燃やし尽くし、激しい炎となっていた。

　そしてその炎のせいで、現在の後宮は諍いさかいが絶えない。一日一回はどこかで言い争いが起こり、皆が神経質になっていた。

　あれから四日ほど経っているが、どこもかしこも未いまだにその話で持ちきりだ。

　優ゆう蘭らんはその件で、鈴りん春しゆんに出勤早々呼び出された。




「一体これはどういうことなんですかっ？」

　客間に来て早々、鈴春に矢継ぎ早に問われる。彼女の目は血走り、目の下に隈くまもできていた。濃い化粧で隠そうとしていたが、眠れていないことは明らかだ。

「お、落ち着いてください、淑妃様。現在、調査を進めていますから……」

「そんなことじゃ、ありません」

「……それは、どういう……」

「わたしが言ってるのはっ……どうしてあなたまで、わたしに嫌がらせをするのかってことっ!!　良い人だって、思っていたのに……！」

　……嫌がらせ？

　優蘭はここ数日ずっと、妃嬪たちの言い争いを止めるためにあちこちに呼ばれていた。都合の悪いときばかり頼られたせいで、現在だいぶ疲れている。

　それなのに鈴春から責められるなど、わけが分からない。

　それを問う前に、鈴春が頭を搔かき毟むしる。

「みんなして、わたしをいじめて……何がそんなに楽しいのっ？」

「淑妃様……私は嫌がらせなどしては、」

「じゃあ、なんであんな噂が流れるのっ!?　わたしが最近贈り物をしたのはあなただけ！　どうせそのときの布を使って、わたしを悪者に仕立て上げようとしてるんでしょう、あなたも姚よう貴妃のほうが大事なのね……!!」

　贈り物。

　全く覚えのない単語に、あんぐりと口を開けたときだ。

　がりがりと。鈴春が爪を嚙かむ。顔色は一目見てはっきり分かるくらい青黒くなり、まるで幽鬼のようだった。ぶつぶつと何か言っている。

　懐に手を入れた鈴春は勢い良く立ち上がり、何かを投げてきた。

「こんなもの、いらない!!」

　投げられたのは、以前贈った香り袋だった。

　瞬間、鈴春の体がぐらりと傾く。

「娘じよう娘じようっ!?」

　侍女の金切り声が響くのと鈴春が倒れるのは、ほぼ同じだった。

　だが侍女たちは、側にいても呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。それに苛いら立だった優蘭は卓を飛び越え、鈴春の側に近寄った。

　脈を取るために手首に触れて気づく。

　冷たい……！

　春なのに、体が氷のように冷たくなっていた。薬学は少しかじった程度の優蘭でも、それがどれだけ危ないことかよく分かる。

　近くにあった羽根蒲ぶ団とんを鈴春の頭の下に敷いて、胸元を緩める。呼吸するのが少し楽になるはずだ。

「医官！　誰でもいいから、医官を呼んでください！」

　それでも侍女たちは動かない。

　優蘭が舌打ちをしながら立ち上がり自分で呼びに行こうとすると、侍女の一人が叫んだ。

「や、やめてください！　医官だけは、どうか！」

「……はい？」

「だって……だって！　その医官が来てから、娘娘の体調は悪化したんですよ……！」

　それを皮切りに、侍女が泣き始める。一人が泣き始めたら他の侍女にも伝でん播ぱし、結局ほぼ全員が号泣した。

「疲れた……寝たい……っ」

「も、もう……いやぁ……！」

「どうしてこんなことにぃ……っ」

　地獄のような空間で唯一無事なのは、優蘭と侍女頭のみ。その侍女頭も何をしたらいいのか分からず、立ち尽くしたままだった。

　そのお陰か、優蘭の頭が不思議と冷静になる。

　……まず、初めに手をつけなければいけないことは……淑妃様を寝台で寝かせること。

「ねえ、そこのあなた！」

「……は、は、い……」

「淑妃様の寝室に案内して！」

「わ……わかり、ましたっ……」

　優蘭は鈴春を背負い、侍女頭に指示を出したのだった。




　青せい藍らん宮きゆうは、控えめに言っても酷ひどい有様だった。

　鈴春だけでなく侍女たちの体調も最悪で、とてもではないが使える状態にない。助けを呼べる状況でもないので、優蘭は優先順位をつけてやるべきことをこなすことにした。

　まず初めに行ったのは、鈴春の化粧を落として着替えさせること。そして彼女の体温を上げることだ。

　化粧を落とせば、鈴春は美しい妃嬪ではなく顔色の悪いか細い少女になった。体は全体的に肉がなく、食事をあまり口にしていないことがありありと分かる。これでは、体温も上がらない。

　そんな鈴春を寝台に寝かせた優蘭は、火鉢でかんかんに熱した温おん石じやくを何枚もの布に包み、鈴春の脇下と股また下したに入れた。その上から厚手の夜具をかけ、とにかく体温を上げるのだ。

　その間に備え付けの風ふ呂ろに湯を入れ、優蘭は侍女たちに入るよう促す。

「いいから全員とやかく言わずに入る！　化粧もちゃんと落として、風呂から出た後に化粧はしないこと！　いい!?」

　頭が働かないのか、彼女たちは全員素直に風呂に入った。

　その間に鈴春のところに戻り、体温が上がったか確認する。

　よし、大丈夫ね！

　温石はやりすぎると火傷やけどしてしまう。なので早めに回収した。

　その後もばたばたと、鈴春、侍女たち、鈴春、侍女たち……と二箇所を行ったり来たりする。──気がつけば昼をとうに過ぎていた。

　現在、全員眠っている。皆疲れていたらしく、寝台に放り込めばすぐ眠りに落ちた。お陰で青藍宮は今とても静かだ。

「ちょっとやばい……これはきつい……」

　鈴春が眠る寝台の横で座り込みながら、優蘭はぜいぜいと息を吐く。

　そもそも、一人でやれる量を遥はるかに超えた仕事を、どうにかして一人で回したのだ。無理に決まっている。だが誰かに頼ろうにもここから離れるのが不安で、未いまだに動けずにいた。

　本当にどうしよう……せめてもう一人くらいいないと、何もできないんだけど……。

　あまりのつらさに、意識が遠のきかけたときだ。

　ちりんちりん。

　呼び鈴が鳴った。

　優蘭は飛び上がり、鈴春のことを確認する。

　……うん、起きてないわね？

　そろりそろりと部屋を出た優蘭は、廊下を全力で駆け抜ける。誰でもいいので援軍が欲しかった。

　扉を開けばそこには──皓こう月げつがいた。

　優蘭は思わず、彼に抱き着いた。

「え、ええ!?」

　皓月が珍しく慌てている。だがそれに可愛いと思っている余裕もない。

「麗れい月げつ様、ほんっとうによく来てくれました……っ」

「い、いえ、あの、廊下に置いておいた昼ひる餉げが、こんな時間にもかかわらず、置きっぱなしだったので、気になって、捜したのです……っ」

　これだから頭のいい人は！

　優秀すぎる夫を持ち、優蘭は幸せだ。

「なんでもいいです！　麗月様、すみません。しばらく青藍宮にいてくれませんか？」

「え？」

「私、外に用事があるんです。あ、淑妃様の部屋は、この道を真っ直ぐ進んでから二番目の角を右に曲がり、次に一番目の角を左に。その通路の一番奥の部屋ですので！」

「え、ど、どういうことですかっ？」

「青藍宮の人間が今全員、倒れてます！」

「はい!?」

　未だに何がなんだか分かっていない皓月をほったらかしにして、優蘭は後宮を駆けた。




　まず初めに行った場所は、内ない食しよく司しだ。優蘭はそこで女官長に頼み込み、青藍宮分の食事を作ってもらった。

　まず、食べないことには話が始まらない。体力も戻らない。

　それが終わってから向かったのは、真紅の建物──蘇す芳おう宮きゆうである。

　突発的な訪問にもかかわらず、紫し薔しようは優蘭を中に入れてくれた。

「それで、今日はどんなご用でいらしたの？」

「紫薔様の侍女を貸してください」

　紫薔は目を丸くする。彼女は訝いぶかしむような目で優蘭を見てきた。

「うちの侍女を、何に使うつもり？」

「青藍宮で、少しの間仕事をして欲しいのです」

「……青藍宮、ですって？」

　紫薔が目を糸のように細める。

「嫌よ。変な噂がさらに広まってしまうじゃない」

「それは……確かにそうなのですが」

「それとも、何。優蘭。あなたまで、わたくしを陥れようっていうの？」

　鈴春だけでなく、紫薔まで疑心暗鬼になっていた。

　優蘭は息を整え、自分を落ち着かせる。

　私が切羽詰まってどうするの。

　下手な説明をすれば、味方が減ることにもなる。それだけは避けなくてはならない。

　優蘭はできる限り丁寧に説明する。

「本日、淑妃様に呼び出しを受けました。そのとき、彼女が倒れまして」

「医官は呼んだの？」

「それが、駄目だというのです。なので仕方なく、私が先ほどまで看病しておりました。それを機に、侍女たちも泣き出してしまって……現在全員が、疲労のため深く眠っております」

「……それ、本当なの？」

　にわかに信じがたい、という目で見られるが、本当だ。優蘭だって噓だと思いたい。

「疑われるようなら、青藍宮を見ていただけたら分かるかと」

「……わたくしがいけば、事が余計大きくなるわ。そしてそれは、わたくしの侍女たちも同じよ。他の女官を頼ったら？」

「信頼できる方がいないのです。貴妃様ならば、吹ふい聴ちようはなさらないでしょう？　益は何もないのですから」

「……そうね。むしろ今淑妃様が倒れたことが広まれば、わたくしが呪いを返したとでも言われてしまうでしょうし」

　紫薔は本当に聡そう明めいだ。そこまでもう考えついているなんて。

　だが紫薔は、なおも首を横に振る。

「たとえそうだとしても。わたくしが許可を出すことはありません」

「何故でしょうか？」

「……わたくしだって、これ以上傷つきたくないのよ、優蘭」

　そう呟つぶやく紫薔の顔は、歳相応の少女のものだった。

　……そっか。そうよね。

　紫薔とて、まだ十九歳だ。多感な時期だろう。その時期に誹ひ謗ぼう中傷を受ければ、傷つくのは道理。

　だが。いや、だったら。だからこそ。

　優蘭は目を伏せた後、スッと床に座す。

「お願いいたします、貴妃様。この通りです」

　そして指先を揃えて床につき、きっちり体を折り──土下座をした。

　貴妃だけでなく、侍女たちも息を吞のむ音が聞こえる。

「……あなたに、矜きよう持じはないの？　土下座、だなんて」

　紫薔が震える声で問いかけてきたが、優蘭の答えは一つだった。

「商売人というのは、自分の利のためだけに動いているわけではありません。他者に利をもたらしてこそ、商売の王道というものです。──ですので貴妃様。これが私の、商売人としての矜持なのですよ」

　自分のために矜持を使ったところで、一銭にもなりはしない。それが商売というものだ。

　だから。頭を伏せたまま、優蘭は頼み込む。

「お願いいたします、貴妃様。力をお貸しください」

　少しの間、沈黙があった。

　その後、長い長いため息が聞こえる。

「……分かったわ。だから、頭を上げて頂ちよう戴だい」

　顔を上げれば、紫薔が困った顔をして笑っていた。

「本当に変な人ね、あなた」

「ありがとうございます。褒め言葉です、貴妃様」

「……本当、おかしな人」

　苦笑される。

「でも、あまり力は貸せないわ。このとおりわたくしの侍女は、とても目立つの」

　確かに鮮やかな桃色の衣を着ているのは、蘇芳宮の侍女しかいない。

　だが優蘭とて、何も考えなしにその提案をしたわけではなかった。

「だったら、着替えてしまえばいいのですよ」

「……え？」

「青藍宮の侍女服に、着替えてしまえばよいのです」

「……そんなことで、気付かれなくなるの？」

　優蘭はにこりと笑う。

「説明するよりも先に、試してみましょう。それが一番、分かりやすいですから」
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　色って怖い。

　優蘭はしみじみと思う。

　──蘇芳宮の侍女を借り始めてから、早一週間。

　それらしい噂は何も広まらないまま、もう一週間も経つのだ。後宮の女性たちが、人をどれだけ色で判断していたのかがよく分かる。

　だがそのお陰で、青藍宮の掃除や洗濯、淑妃と侍女の看病が進んでいるのも事実だった。

　泊まり込みで看病を続けている甲か斐いがあるというものだ。時折皓月が様子を見に来たり着替えを持ってきてくれたのも、優蘭が頑張れた理由の一つである。本当に優しい。

　今日も今日とて、優蘭は鈴春の寝室に足を踏み入れた。

　鈴春はぼんやりとした様子で、大人しく寝台に寝ていた。だいぶ落ち着いてきたその様子を見て、心底ほっとする。

　初めのうちは本当に大変だったのだ。とにかく暴れて、何度も引っ搔かかれた。だが根気良く水を飲ませ、重湯を食べさせた。体力をつけ、汗をかかせて体温を上げるためだ。用を足す回数を増やすのも、理由の一つである。代謝が良くなる。

　三日目くらいは本当に凄すごかったのだ。髪が結構抜けた。

　だが五日目辺りから落ち着き、静かに眠るようになった。起きている間はあまり意識がないようだが、今はそのほうが都合が良い。

「おはようございます、淑妃様。お体、拭ふかせていただきますね」

　返事はまだないので、勝手に拭かせてもらう。

　汗を拭いた後は、かさかさの肌に薔ば薇ら水を塗っていく。肌を潤す効果がある化粧品だ。

　唇には蜂はち蜜みつを塗る。蜂蜜は舞ぶ梨り栄え公こう国こくでよく使われる甘味料でもあるので、馴な染じみ深いだろうと思ったからだ。

　それに、食べ物が食べたいって言ってたしね。

　後宮で出される食事と、清せい蓮れん州しゆうで食べられる食事はだいぶ違う。文化も違う。初めのうちは良いが、段々と自分の故郷が恋しくなる現象を、優蘭は身を以もつて体験していた。何度も異国へ行ったことがあるからだ。

　多分淑妃様も、同じ現象に悩んでいたと思うのよね。

　しかも後宮には敵ばかり。自分の居場所を見つけられず、鈴春はさぞ悩んだろう。

　だから、少し同情してもいた。

　優蘭は懐から香り袋を取り出した。一週間前に、鈴春に投げられたものだ。

　それを鈴春の手に握らせ、優蘭は呟く。

「今日でお暇いとまさせていただきます。……体の調子が戻った頃、また伺いますね」

　それだけ言い残し、優蘭はその場を後にした。




　部屋を出たら、客間に案内された。

　そこには侍女頭がいる。彼女の顔色も酷ひどいものだったが、一週間しっかり療養したおかげか血の気が通い、本来の美しい姿を取り戻していた。

　侍女頭は立ち上がり、深々と頭を下げる。

「この度は大変お世話になりました。誠にありがとうございます」

「いいえ、お気になさらずに」

「いえ、気にします。娘娘の看病のみならず、わたしたちの看病もしてくださいました。しかも、医官を呼んでおりません」

「それは……呼ぶなと言われましたので」

　侍女頭は眉まゆを寄せ、泣きそうな顔をする。

「……それが一番、嬉うれしかったのですよ。珀はく夫人」

「……医官と、何かあったのですか？」

「……そう、ですね。あなた様には、お話しするべきでしょう」

　侍女頭は、訥とつ々とつと語り始めた。

「あの医官に出会ったのは、一ヶ月ほど前。娘娘の体調が悪くなり、寝たきりの状態が続いていたときです」

　一ヶ月前というと、優蘭が後宮入りをする少し前だ。

「娘娘は茶会も開けない自分に、憤りを感じていまして。『直ぐに効く薬が欲しい』と頼み込んだのです。医官は直ぐに薬を用意してくれました」

「……その薬は、効いたのですか？」

「はい。初めのうちは本当によく効いたのです。ですが、だんだんとおかしくなって……」

「おかしくなるとは、どんなふうに？」

「まず初めに、頭痛を訴え始めました。そして夜、眠れなくなったのです。もともと不安定だったこともあり、娘娘は暴れたり夜庭を徘はい徊かいするようになりました」

　そこでふと優蘭は、『青藍宮の池には女の幽霊がいる』という噂が立っていたことを思い出す。

　そっか。噂はある意味、本当だったわけだ。

　夜中にほっつき歩いている女を見れば、幽霊だと勘違いする人も出てくるだろう。

　侍女頭は唇を嚙かんだ。

「薬をやめていただこうと、何度も思いました。ですが薬をやめると、娘娘が苦しむのです。わたしたちはどうしたらいいのか分からず……言い訳になりますが、わたしたちも疲れ切っていたのです。とにかく楽になりたくて、医官から薬をもらい続けました」

「……その薬は、どのようにしてもらっていたのですか？」

「何度も医官が来ると、周囲に怪しまれますので……夜、侍女がこっそり受け取ることが多かったです」

　また繫つながる。

　医官が逢あい引びきをしているという噂は、ある意味正しかった。

　優蘭は頭を抱えたくなった。

　侍女頭の行動は、間違っている。だけどそれを咎とがめることは、私にはできないわ。

　悪いのは間違いなく医官だ。中毒性のある薬をわざと渡したのだろう。症状から見て、麻薬の一種かもしれない。精神が弱っていた鈴春は、その薬でさらに症状を悪化させたのだ。

　優蘭は、沸き上がってくるものをこらえるために、ゆっくり息を吸い込んだ。

「二つ、質問させてください」

　こくりと、侍女頭が頷うなずく。

「淑妃様は倒れられる前、私に贈り物をしたと言っていました。あれは、どういうことですか？」

「……もしかして、届いていないのですか？」

「なんのことだか、さっぱり分かりません」

　侍女頭は少し躊躇ためらった後、口を開く。

「蠱こ毒どくの話が出回る少し前、娘娘はあなた様に贈り物をしたのです。香り袋のお礼でした」

「中身はなんでしたか？」

「腰縄です」

　腰縄とは、帯の上からつける太めの紐ひものことだ。

　優蘭は嫌な予感がした。

「それは……群青色の布に包んでいましたか？」

「もちろんです。……もしやっ」

「その、もしやだと思います」

　人の贈り物を勝手に盗むとは、随分肝が据わっていることだ。その性根を是非とも叩たたき直してあげたい。

　だがここで怒り狂ったところでなんにもならない。

「では、もう一つの質問です。その医官の名前は、分かりますか？」

「秦しん南なん明めいと名乗っていました」

「秦南明ですね、分かりました」

　その名前が聞けただけで満足だ。優蘭は立ち上がる。それを見た侍女頭は慌てた。

「あ、ま、待ってください」

「……どうかしましたか？」

「は、はい。その医官と、また会う約束をしているのです」

「それは、いつですか？」

「……今日の、夜です」

　侍女頭は深々と頭を下げる。

「どうか、お願いいたします。わたしたちを、助けてください」

　声には涙が滲にじんでいて。頭を下げる彼女の体は、小刻みに震えていた。

　今回の件で罰を受けることを恐れながらも、主人を助けたい一心で伝えてくれたのだろう。今にも泣き出してしまいそうな声でそう言われたら、動かないわけにはいかない。

「分かりました」

　優蘭はにっこり微笑む。

「後は全て、私にお任せください」

　それから直ぐに、優蘭はその情報を皇帝派宦かん官がんに伝えたのだった。
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　その日、優蘭は一週間ぶりに珀邸に戻ってきた。

　使用人たちが優蘭の帰宅を心から喜び、労ねぎらってくれる。過剰とも言えるくらいの反応にちょっと引いたが、指一本動かしたくないくらい億おつ劫くうな今は、なんでもやってくれる彼女たちの存在がありがたかった。

　だがいざ寝台に入ったら、全く眠れない。気が高ぶっているのか、それとも今夜の行方が気になるのか。寝台の端から端まで何度も移動したが、目は冴さえていく一方だ。

　夜具を撥はね除のけ、優蘭は寝台から下りる。

「……頭冷やそう」




　ぺたぺたと、優蘭は素足で廊下を歩いた。足が少しずつ冷えていく。

　なんとはなしに進んで辿たどり着いたのは、中庭だった。真っ暗で何も見えない中、ひゅうひゅうと夜風が横切っていく。もう春になったはずなのに、風は妙に冷たかった。

　柱の一つにもたれかかり、ずるずると座り込む。夜空を見上げれば、空は曇っていた。雨でも降りそうな空だ。

　空を見上げていると、つらつらと今まで経験したあれこれが頭に浮かんでは消えた。まるで夢の中にいるみたいに、頭の中がふわふわしている。

　とん、と。片手を握り、床を叩く。初めのうちはゆっくり叩いていたが、それは段々と速く強くなっていった。

　爪が食い込むほどきつく握っているのに、痛みを感じない。叩いている手も、まるで自分のものではないかのように自動的に動いていた。

　……なんで。

　だん、だん。叩く。叩く叩く。とにかく叩く。

　なんで、彼女たちは……こんなにも……！

　──こんなにも、傷つかなければならないのだろうか。

　ぎりっと歯を食いしばり、今まで以上に強く床を叩こうとしたときだった。宙にあげた手を、誰かに摑つかまれた。

「優蘭さん」

　声を聞いただけで、誰が手を摑んだのか直ぐに分かる。だから、顔が上げられなかった。

　俯うつむいたままの優蘭に、皓月はそっと語りかける。

「優蘭さん。手の力を抜いてください」

「…………」

「血が滲んでいます。それに、叩きすぎて赤くなっていますよ」

「…………っ、放っておいて、ください……」

「それはできません。だって」

　そっと、大きな手のひらが優蘭の拳こぶしを包み込んだ。

「心配、ですから」

　その言葉を聞いて、不思議と力が抜けた。

　皓月はふっと笑って、優蘭のとなりに腰を下ろす。彼は優蘭の肩に衣をかけ、怪我をした手のひらに軟なん膏こうを塗ってくれた。

　なんでそんなもの、持ってきたのかしら。

　相変わらず、謎の多い夫だ。だが今は、その優しさが身に染みた。

「今日は随分と冷えますね」

「……そうですね。皓月様はどうぞ、中へお入りください」

「あなたをここに置いて入るわけにはいきません」

「……気にしないでください。大丈夫ですから」

「それでも気になりますよ。優蘭さんがそんな顔をしているのは、初めて見ましたから」

「……そんな顔って、どんな……っ!?」

　適当に流してやろうと思っていたら、急に体が浮いた。優蘭は慌てて顔を上げる。悪戯いたずらっぽく笑う皓月と目が合った。

「ちょっ？　えっ!?」

「ふふふ。そんな顔も初めて見ました。優蘭さんも驚いたりするんですね」

　そりゃあ、いきなり横抱きにされたら驚くでしょうが！

　細身の体たい軀くの一体どこに、そんな力があるのか。皓月は優蘭のことを易々と抱え、廊下をぐんぐん進んでいた。最近女装した姿ばかり見ていたので、余計新鮮だ。

　優蘭が動揺しすぎて借りてきた猫のように大人しくなっていたら、皓月は開いていた部屋へと滑り込んだ。

　優蘭の部屋だ。

　彼はそのさらに奥にある寝室へと向かった。

　部屋の中には何故か、火の灯ともった蠟ろう燭そくが置かれていた。

　それ以外にも何やらごちゃごちゃと、用意がされている。一体いつ、こんなものが置かれたのだろう。

「優蘭さん。うちの使用人は皆、心配性なのですよ」

「うっ……すみません……夜気軽に出歩くのはやめます……」

　どうやら、全て見られていたようだ。この歳にもなって恥ずかしい。

　皓月は苦笑しながら、優蘭を寝台の縁に座らせた。足元に湯の入った桶おけを引き寄せ、優蘭の足を浸つけてくれる。ちりっと痛みを感じて、優蘭は顔をしかめた。

「初めのうちは痛いかもしれませんが、浸けていてください。それだけ冷えてたってことですよ」

「……はーい」

　ぐうの音も出ない正論だったので、大人しく桶に足を浸けておく。

　その間に、皓月は優蘭の手に包帯を巻いて茶の用意までしていた。行動が早すぎる。

　茶杯に淹いれた緑茶を渡され、優蘭はおずおずと口に含む。爽さわやかな緑を思わせる香りが鼻を抜け、ほのかな温ぬくもりがゆっくりと体に染み込んでいった。

　膝ひざ掛かけもかけられ、ぽかぽかぬくぬくだ。至れり尽くせりとはこういうことをいうのだろう。

「……ここまでする意味、あります？」

「ありますよ」

「なんですか？」

「優蘭さんは性格上、お礼はきっちりします。そうですよね？」

「それは……もちろん」

「なら、そのお礼をください。──何故あんなにも、怒ったのですか？」

　ぐっと、優蘭は喉のどを詰まらせた。

　私の性格を熟知してるわ、皓月様。

　そう。優蘭は、お礼はちゃんとするし。借りたものを借りっぱなしにしておくのは、あまりしないのだ。逆はよくやる。

「……他のお礼では駄目ですか？」

「はい」

「あまり面白くないと思いますが、それでも宜よろしければ」

「是非教えてください」

「……分かりました」

　優蘭は観念した。そこまで言われたら、話す他ない。語る前に、喉の渇きを潤すため緑茶を一口飲む。そこそこ長い話になるからだ。

　準備を整えた優蘭は、口を開く。

「何故怒ったのか。それは、私が今の商売を始めた理由が……傷つく女性をもう見たくない。ただ、それだけだったからです」

「……傷つく女性、ですか？」

「はい。……ではまず、少し昔話をしますね。玉ぎよく商会は今ではとても有名になっていますが、そこに行くまでにものすごく色々なことがあったんです。各地の美容法と言っても、信しん憑ぴよう性せいが薄いものや命に関わるものもありました」

「そうなのですね」

「そうなんです。普通の水を『肌が綺き麗れいになる水』って売り文句で売ってたり、『これを毎朝飲めば楽に瘦やせられる薬』が売られてたり……正直、そんなものを使ってまで綺麗になりたい女性の気持ちなんて、初めは分かりませんでした」

「……わたしは少し、分かる気がします。皆純粋に綺麗になりたくて、必死なんですよ」

「……よく分かりますね？」

「我が家は女性陣が強いので……昔から話をされていました」

　そういえば、姉が三人、妹が二人いると言っていた。女系の家系だとも。

　優蘭は少しだけ笑う。

「そうですね、皆必死なんだと思います。汚いより綺麗なほうがいいですから。それが、なんとなく分かってきた頃でした。……酷ひどい詐欺に出会ったんです」

　優蘭は顔を上げ、皓月を見た。ものすごく真剣に聞いてくれている。そこには、優蘭を馬鹿にしたりする空気は全く見えなかった。

　だからか、するりと言葉が出てきたのだ。

「皓月様は、砒ひ素そは知っておりますか？」

「はい。毒ですよね？」

「ええ、とんでもない猛毒です。でも砒素は面白いことに、幼少期から少量ずつ摂取して体を慣らすと……肌が雪のように白くなるのですよ」

　皓月の顔が強こわ張ばるのを見て、優蘭は笑った。

「あとは予想がつくと思いますが……そうです。この方法で、とある医者がとある貴族一家の専属医師になりました」

「子供に、砒素を与えたのですね」

「そうです」

　娘を美しくしたい。その一心で、母親は医師を頼ったのだ。

　そして素晴らしい結果が現れた。──それが悲劇の始まりだった。

「あるとき、秘密だと医者からも両親からも口を酸っぱくして言われていた一家のご令嬢が、自慢話の一つとして茶会の席でこの美容法を話しました。そのせいで──その方法が大流行して、年頃の貴族令嬢たちが何人も死んだんです」

　不意に乾いた笑みがこぼれた。なんだかもう、笑うしかない。

「そりゃそうですよね。慣らしていなかった彼女たちが砒素を飲めば、それはただの毒です。毒を飲めば死ぬ。そんなこと、子供だって知っています」

　この出来事に出会ったのは、彼女が十歳くらいのとき。その光景を見た優蘭は、心の底から恐怖した。この世にこんな残酷な美容法があるのかと震えたのだ。

　そのときのことをまざまざと思い出し、優蘭は喉の奥から込み上げてくるものをゆっくり嚥えん下かした。

「しかもこの話は、それだけじゃ終わらないんです。自分が毒を飲まされていたことを知った令嬢は、恐怖のあまり薬を飲むのをやめました。そしたら、何が起きたと思います？」

「……禁断症状、ですか？」

「さすが皓月様ですね、よくご存知で。そうです。禁断症状が起きました。彼女はもう、薬を飲まなければ生きていけない体になっていたのです。それを知った令嬢は、首を吊つって自殺しました」

　皓月が息を吞のんだ。

「しかもこの薬、体を少しずつ慣らしていった人も、骨が脆もろくなったり長生きができなかったりするんです。いいことなんて、一時しか起きなかった」

「世の中にそんな方法があるなんて……初めて知りました」

　皓月が愕がく然ぜんとしているのを見て、優蘭は笑った。この人は本当に優しい。

「あれを見たとき、私……絶対に許せないって思ったんです。だから、そういうことが起きない美容法を広めてやるって心に決めました」

「……なら、あんなにも怒っていたのは……」

「はい。あのときのやるせない気持ちを思い出して、腹が立ったんですよ。ほんと、情けない話ですね……」

　そこまで言ってから、優蘭は急に恥ずかしくなってきた。

「今の話は是非とも忘れてください。面白くもなんともないので」

「……いえ、そんなことはありませんよ。わたしの話のほうが、よっぽど情けないですから」

「……皓月様？」

　ぎしっと、皓月がとなりに座った。その顔はなんだか頼りない。

「優蘭さん。あなたは以前わたしに、『どうして自分と婚姻したのか』と言いましたよね？」

「ああ……確かに言いましたね」

　言えば、優蘭のほうから皓月を避けるようになるとも言っていた。おそらくその話だろう。

　皓月は頷うなずく。

「実を言うとわたし、結婚目前までいったことが四度あるんです」

「へえ、四度。四度ですか。……四度？……四度!?」

　多すぎではないだろうか、それは。

　つっこみどころがありすぎて、どこからつっこんでいいのか分からない。

　過剰な反応を見せる優蘭に、皓月は苦笑した。

「一度目は幼おさな馴な染じみとでした。親が決めた婚約者というやつですね。まあ、あれです。向こうに好きな人ができたとかで……一般的にいうところの浮気ですかね。結果、婚約解消することになりました」

「は、はは……それはなんというか……御愁傷様で……」

　一回目からきつすぎるのだが、これがあと三回続くのだろうか。つらい。

「そして二度目は、その幼馴染の親友とです。どうやらずっと前からわたしのことが好きだったようで、向こうから話を持ちかけてきました」

　ものすごく怪しい匂いのする縁談に、たらりと汗が垂れる。

「……あの、大変差し出がましいことを言うようで恐縮なのですが、もしかしてその方、皓月様の幼馴染に別の男をけしかけて、婚約解消にまで持っていった黒幕とかではありませんか？」

「さすがですね、優蘭さん。その通りです」

「うわぁ」

「しかし結婚しなかった理由は、そこではなくて。わたしの顔が好きだと言っていた彼女が、ずっととなりにいることにより病み始めたのです」

「何故……」

「彼女曰いわく『一緒にいると私のほうが惨めになるのよ！』とのことでした。まあ、そんな感じです」

　優蘭はなんだか泣きたくなってきた。まだ若いのに、苦労しすぎではないだろうかこの人。

　優蘭が目頭を押さえていると、皓月が手しゆ巾きんを渡してくる。

　私のこと気にしてないで、自分のこと気にしなさいよ……！

　今は優しさを見せるときではないと思うのだ。なので丁重にお断りさせてもらった。

　手巾を懐にしまいつつ、皓月はまた語り出す。

「それで三人目ですが、両親もだいぶ疲れていましてね。誰でもいいから早く選ばなければならない、と切羽詰まっていたのです」

　あああ、すでに嫌な予感しかしないいい。

「そこで見つけたのが、嫁いき遅れ一歩手前の女性でした。彼女にも婚約者がいたのですが戦地で命を落としたらしく、それからずっと一人だったようです。その女性は、結婚目前に実は生きていた婚約者と駆け落ちしました」

「あーえー……」

「このときばかりは素直に感動しましたね」

　人が好よすぎか！　そろそろ怒ってもいい頃よね!?

「そして最後ですが。両親も前回の失敗を糧にものすごく調べて、とても大人しい十六歳の少女を探し出したのです。見るからに大人しくて、大切にされてきたことが分かる少女でしてね。今回ばかりは成功すると思ったのです」

　なんだろう。もうオチが読めすぎて、はらはらどきどきもない。

「ですがその少女、どうやら自分のところにいた使用人の子を身ごもっていたようでして。ご覧の有様です」

「ご覧の有様です、ではないですよ」

「いやぁ、唯一良かった点は、誰とも籍を入れてなかった点ですね。色々と面倒なことになるところでした」

「んなわけあるか！」

　思わず、素の状態でつっこんでしまった。

　皓月は目を瞬く。

「この話を聞いても、優蘭さんは私と離婚したいと思わないのですか？」

「え、どこにその要素がありましたっ？」

「どこに、と言われましても……少なくとも貴族の姫君たちはこの話を聞いて、わたしを疫病神と呼びましたので……」

「いや、女運が悪いだけでは？」

　皓月と暮らし始めてから既に二ヶ月は経過しているが、居心地の悪さを感じたこともなければ夫として駄目な部分があったわけでもない。むしろこんなにも世話を焼いてくれる夫などいないだろう。

「というよりその話、離婚されるかもしれない前提で話したんですか!?」

「はい」

「どうしてっ？」

「……優蘭さんの話を聞いて、わたしばかり真実を隠すのはどうかと思ったんです」

　どこまでも真面目で実直な発言に、頭がくらくらしていた。だが心のどこかで「皓月様らしいな」と思っているのだから、手に負えない。

「……言っておきますけど皓月様、今ものすごく損してますからね？」

「損してます？」

「はい。先ほど皓月様は、私の話を『お礼』として聞いたんです。つまり私は上乗せされたってことですよ」

「そういえば」

「そういえば、じゃありませんよ、全く……」

　仕事はきっちりしているのに、こういうところで損得勘定が抜け落ちている。それは何故なのだろうか。

　でもそれが、皓月様なんでしょうね。

　優蘭は、包帯が巻かれた手を見た。巻きが強いわけでも、甘いわけでもない。とても丁寧な仕事ぶりだ。彼以上の夫は、この世にいないと思う。

　男性には今まで、女としてというより商売敵として見られてきた。そんな優蘭をこんなふうに大切に扱ってくれるのも、皓月以外いないだろう。

　優蘭はぽそりと呟つぶやいた。

「……離婚は、しません」

「……え？」

「もちろん、皓月様を避けたりもしません。今まで通り何も変わらず……このまま、私は皓月様の妻です」

「ほ……本当、ですかっ？」

　なんでこんなにも感動しているのかしら、この人。

　やっぱり、自分が不幸だという自覚はこれっぽっちもないようだ。

「うちの使用人たちも喜びます……！」

「……え、もしかして、使用人たちが私に好意的だったのは……五度目の正直だったからですか!?」

「それもありますが、どちらかというと優蘭さんがまともだったからだと思います」

　まともってなんだまともって。むしろ私はまともじゃない部類だけど!?

　やはり珀家の人間の感覚は、世間一般とはだいぶずれている。

　だが皓月に心中を吐露したお陰で、優蘭はその後ゆっくり眠ることができたのだ。




　──しかし残念なことに、話はそこで終わらない。

　翌日の朝、大量の水すい餃子ギヨーザが載った大皿が食卓にのぼったのだ。その量に、優蘭は嫌な予感がする。

　それは皓月も同じだったようで、苦いものを食べたかのような顔をしていた。

「……あの、皓月様」

「……はい」

「この餃子ってもしかしなくても……あれでしょうか。新年のときに、子孫繫栄を願って食べる……」

　この国には、そういう風習があるのだ。新年以外なら別に意味はない料理だが、この量である。嫌でも勘ぐってしまう。

　──つまり使用人たちは、昨夜のことを『そういうこと』としてとらえたわけだ。

　皓月が両手で顔を覆い、深い深い溜ため息いきを吐く。

「なんていうか本当に……使用人たちが、すみません」

「いやいや……今まで寝室違いましたし、そういうことにもなりますよ」

「それは……わたしが家に仕事を持ち込むことが多いので、優蘭さんの眠りを妨げないように気を配っただけだったのですが……」

　なるほど、そういう理由が。

　皓月はちらりと優蘭を窺うかがってくる。

「……寝室、一緒にしますか？」

「いや、私も仕事を家に持ち込んでますし……お互いのために、今はまだ別々のほうがいい気がします」

「……そうですね」

　仕事と子供。その両方を天てん秤びんにかけた結果、夫婦揃って仕事に傾いた。

　というわけで二人は、使用人たちの思惑を餃子と一緒に飲み込むことにしたのである。
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　優蘭が皇帝派宦かん官がんに呼び出されたのは、その日の昼頃だった。

　彼らの職場は、本来宦官がいる内ない侍じ省しようではない。紫し苑おん宮きゆうと呼ばれる皇后の宮殿のとなりにある、比較的小さな建物だ。派閥争いのせいで、こちらに移動するしかなくなったのだとか。

　呼び出した張本人は、皇帝派宦官の総まとめ役だという。

　優蘭はぎゅっと拳こぶしを握り締め、扉を叩たたいた。

「失礼いたします。珀優蘭です」

「──どうぞ、お入りくだされ」

　静かな風を思わせる声を聞き、すっと体の熱が抜けていく。

　まるでどんなに重石おもしがかかろうと折れぬ柳のような。それでいてしんしんと降り積もる雪のような。そんな声だった。

　優蘭の背筋も自然と伸びる。

「──失礼します」

　改めて断りを入れてから扉を開ければ、そこには一人の老人がいた。髪も肌も白い。だが背筋がピンッとしており、とても落ち着いて見える。まるで仙人のようだった。

　こんな人物が後宮にいるとは思わなかった。優蘭は礼をする。

「お初に御目文字仕つかまつります。珀優蘭にございます」

「こちらこそ、初めまして珀夫人。わたしは夏か玄げん曽そうと申します」

　夏玄曽は優蘭をまじまじ見つめ、穏やかに笑む。

「まさか珀右う丞じよう相しようが、あなたのような女性を娶めとるとは……どうです、彼とは。上手うまくやれておりますかな？」

「はい。ただ無茶ばかりしていますので、それとなくたしなめてはおります」

「ほうほう、それは良いですなあ。あの方は本当に、命じられたらなんでもしてしまいますから……」

「……夫の事情をご存知でいらっしゃるのですよね」

「ええ、もちろん。わたくしどもが、後宮に引き入れておりますからな。このままどうぞ、末長くよろしくお願いします」

「もちろんです」

「それはそれは。安心ですな……さて、本題に入りましょうか」

　夏玄曽がそう言うと同時に、部屋の空気がぴしりと張り詰める。ふんわりとしていたかと思えば一瞬で空気をがらりと変えるのだから、本当に厄介な人だ。

　この人、一応味方なのよね。敵じゃなくてよかったわ。

「今回は昨夜の件で伝えたいことがあり、珀夫人をお呼びしたのです」

「……はい。あれから、どうなりましたか？」

「はい。件くだんの医官ですが……無事、捕縛いたしました」

　ほっと、優蘭は胸を撫なで下ろした。

「それならば良かったです……」

「はい。現行犯ですし薬のほうも調べさせておりますので、秦南明が裁かれるのは時間の問題かと」

　その言葉を聞いて安心する。秦南明だけは、許せなかったからだ。

　だが気になることもある。

「秦南明は、誰かの関与を口にしましたか？」

「……それが、誰も。秦南明は、綜そう家に恨みがあるから綜淑妃を陥れたそうです」

「……そうですか」

　犯行の動機としては、それだけあれば十分だ。しかしあれだけのことをしておいて、裏に誰もいないのには違和感を覚えた。

　というより、妃きさきのもとに通う医官の身元を調べないわけないわ。もしそれを知った上で、淑妃様のもとに秦南明をあてがった人間がいるとしたら。

　優蘭の頭の中に、内ない官かん司し女官長の姿が浮かぶ。

　錦きん文ぶんなら、それが可能だろう。

「後宮の医官になるには、誰かからの紹介が必要ですよね。秦南明は、誰の紹介で後宮の医官になったのですか」

「吏り部ぶの中級官吏でした。かの官吏も自分がやったことを認めましたようです。金銭を積まれ、素行確認を取ることなく引き入れたようですな。同様に、身辺調査書を偽造した内官司女官も捕らえられました。皆、淑妃殺害未遂事件に加担した者として死刑になります」

「そうです、か」

　それは、本当なのかしら。

　そう思ったが、優蘭はぐっと口をつぐんだ。

　主犯格だけでなく、それを手引きした者たちも罰せられるのだ。十分すぎるほどの結果だろう。

　それに、優蘭が迂う闊かつな発言をすると皓月の評判が悪くなる。だからいくら違和感を覚えたとしても、確証がないのに口に出すわけにはいかなかった。

　すると、夏玄曽はうっすらと笑う。

「そのような顔を、あなたがなされる必要はありますまい。後は我らの仕事です。あなたはあなたの仕事をしてくだされ」

「……はい、そうします」

「そして綜淑妃なのですが……数日中に陛下のお通りがくることになりました」

「……それは」

　優蘭としては賛成だが、鈴春は嫌がるだろう。なので思わず顔をしかめてしまった。

　夏玄曽は顎あごに触れながら首を横に振る。

「陛下が既に決断したことです、わたしどもにはどうすることもできますまい」

「……なるほど。そういう理由でしたら、仕方ありませんね」

「はい」

「ただ一つ聞きたいのです、夏氏」

「なんですかな？」

「夏氏から見た陛下の愛は……いかほどなのですか？」

　そこはずっと気になっていた。皓月は「愛が深すぎる」と言っていたが、それはあの変わり果てた鈴春を見ても同じなのだろうか、と。

　夏玄曽は目を細める。

「あの方は、一度愛したものを簡単には手放せないのですよ、珀夫人」

「……それは……」

「はい。たとえあの方は、愛した方が骸がい骨こつになったとしても抱き締めるでしょう。なのでその点だけは、安心してくだされ」

「……そうですか。それを聞いて安心しました」

　美しくなくなれば捨てると言ったら、優蘭は後宮での仕事をぶん投げていた。

「はい。それにそのお通りには、陛下の侍医も共に参ります。体調は断然良くなるかと思いますぞ」

「……それならば良かった」

　早く、本来の鈴春の姿が見たいものだ。

　きっとあの美しい少女の笑みは、陽だまりのように温かいだろうから。
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　皓月から「淑妃の具合が回復した」という報告を受けたのは、二週間後のことだった。

　会ってもいいという許可を医官からもらったので、「お見舞いにこんなものを持って行ってもいいですか？」と見舞い品の許可ももらい裏で色々と用意した。

　贈り物を持っていざ！　と意気込んでいたら、ある人物が優蘭に会いにくる。

「ごきげんよう、優蘭」

　麗しい声で優蘭の名前を呼ぶのは、後宮内でただ一人だ。

　姚紫薔。

　彼女は美しい笑みをたたえて、そこに立っていた。




　姚貴妃、綜淑妃、優蘭。

　そんな珍しい取り合わせが、青藍宮の客間に揃っていた。場によく分からない沈黙が広がる。

　間に挟まれている優蘭は思った。なんだこれ、と。

　とりあえず、鈴春の顔色が良さそうだったのは何よりだ。

　噂通りの美しい少女だ。肌は抜けるように白く、全体的に小柄で華きや奢しや。色素の薄い金色の髪は光に当たるときらきら輝いて見えた。

　以前見たときは深海のように底知れない色を灯ともしていた瞳ひとみだが、今は透けるような空の色をしている。頰も薔ば薇ら色いろに染まっており、体調は良好のようだ。だが表情は強こわ張ばっており、優蘭と紫薔を警戒しているのがありありと分かった。

　とりあえず優蘭は、定型的な挨あい拶さつを述べることにする。

「淑妃様。この度は、ご快癒おめでとうございます」

「……はい、珀夫人。こちらこそ……ありがとうございました」

　そして広がる沈黙である。

　優蘭は根っからの商人なので、実を言うとこういう沈黙はあまり得意ではなかった。

　なのでガラッと空気を変えるためにも、持ってきていた包みを開く。

　卓の上に中の箱を置き開けば、そこには橙だいだい色いろのまるいものが入っていた。鈴春の声が弾む。

「これは……金こん色じき蛋たん糕こう、ですかっ？」

「はい」

　蛋糕とは、小麦粉と泡立てた卵、砂糖などを混ぜて作る菓子のことだ。生地がとてもふわふわしていて美味おいしい。その中でもすりおろした人参を入れた菓子は金色蛋糕と呼ばれ、舞梨栄公国の郷土菓子とされている。

「私が作ったものなので、味の保証はできませんけれど……宜よろしければどうぞ」

　本当は全部他人任せにしようとしたのだが、作り方が分からないと匙さじを投げられてしまったのだ。

　お茶を淹いれるのは禁止されていた優蘭だが、お菓子は不思議と作れる。麵麭パンや麵めん同様、混ぜたり捏こねたりという作業が性分に合っているのだろう。口うるさい母親にも太鼓判を押してもらったので間違いないはずだ。

　まさかこんな面々と食べることになるとは思わなかったけどね！

　だがお陰で、少しだけ空気が軽くなった。鈴春は久々に見た故郷の菓子に分かりやすいくらい喜んでいるし、紫薔も何やら気になっているようだ。

　一応毒味をしてから、青藍宮の侍女たちがお茶を淹れてくれる。美しい絵が描かれた茶器で淹れられたのは、紅茶だった。

　切り分けられた金色蛋糕とともに紅茶を口に含めば、口の中でほろりと溶けてなくなる。甘くてしっとりと濃厚で、でもどこかほっとする。そんな味に、優蘭は満足した。

　いい出来だ。我ながらいい仕事したわ。

　一方の鈴春は、表情をとろけさせる。

「美味しい……故郷の味がします。これは……舞梨栄公国産の人参を使っているのですか？」

「よくお分かりになりましたね。その通りです。黎れい暉き大たい国こくのものより甘みが強いですよね」

「ええ、そう。そうなのですっ」

　鈴春はご機嫌だった。

「だけれど、前に作ってもらったものより母が作った金色蛋糕の味に近いです。どうしてですか？」

「ああ、それはおそらく、豆腐を入れたからだと思います」

「……豆腐？」

「はい。清蓮州名産品の豆腐です。清蓮州のお菓子には、隠し味として豆腐を入れることが多いのだとか。入れると生地がとてもしっとりして、ぱさつかないのです」

　ついでに言うと、人参にも豆腐にも美肌効果がある。特に豆腐は、それ以外でも体に良いことをもたらしてくれる万能食材なのだ。清蓮州民の肌はだ艶つやがいいのはそんな食生活のお陰ではないかと、優蘭は勝手に思っていた。

　淑妃様の肌が白いのも、豆腐効果かしらね？

　ちゃりーん。

　優蘭の頭の中で、銭の音がする。これは金になると思ってしまったのだ。だが状況が状況なので、頭の片隅に追いやることにした。

「そうだったのですね……知りませんでした」

　そう言いながら、鈴春は一口一口味わいながら食べている。

　その向かい側に腰掛ける紫薔は、それを食べながらぽつりと呟つぶやいた。

「これが、淑妃様の故郷の味なのね。……とても美味しいわ」

　紫薔が、ここにきてから初めて声を発した。

　優蘭も驚いたが、鈴春は肩を震わせ紫薔を凝視している。二人の目がかち合い、紫薔がふっと眦まなじりを緩めた。

「こうして一緒にお茶を飲むのは初めてね、綜淑妃。……本当は、もっと前にこうしていたらと。そう思っているわ」

「……姚貴妃。それは一体、どういう……」

「簡単な話よ。……わたくし別に、あなたに死し骸がいなど贈ってはいないの」

　鈴春が何か言おうとしたのを、優蘭が割って入った。

「その件に関してですが、貴妃様は別の贈り物をしようとしていたそうです。ですが中身が入れ替わっていた。代わりに、貴妃様が贈ったということを証明する特別な布だけが使われた」

　鈴春が押し黙るのを見て、優蘭は続けた。

「そして蠱こ毒どくの件は、淑妃様が私に贈られた際に使った布が使われていたと推測できます。……これは私の推測になりますが、誰かがわざとおこなったのでしょう」

「……じゃあ、あれ、は……」

「はい。貴妃様の嫌がらせではありません。そして同時に、淑妃様が蘇芳宮前に置いたとされる蠱毒の壺つぼも、別の誰かがやった可能性が高いと思われます」

「そんなこと、一体誰が……」

　鈴春が愕がく然ぜんとしている。

　一方の紫薔は、実に冷静だった。

「わたくしの家は、中立寄りの革新派。綜淑妃のご実家は、革新派貴族の中でも最も権力があるとされている綜家。つまり……わたくしたちのことをまとめて排除したいどなたかが、こんなことをしたのでしょうね」

「……そうだったの、ですね……」

「ええ、おそらく。と言っても、証拠などないから糾弾しようがないのだけれどね？」

　紫薔が微笑みながら肩をすくめる。鈴春も、少しだけ笑った。

「そうですね、姚貴妃」

「ええ、ですけれど……わたくしたちがこれから、歩み寄っていくことはできると思うの」

　そう言って、紫薔は侍女が持っていた布の包みを鈴春に渡した。

「それはわたくしからあなたへの、贈り物」

　開けば、美しい青と水色、白でまとめられた襦じゆ裙くんが出てきた。しかも、今紫薔が着ているものと同じ意匠の襦裙だ。それを見た鈴春は驚いている。

「これは……」

「もちろん、無理をして着てくれとは言わないけれど。気が向いたら使ってちょうだいな」

　それだけ言うと、紫薔は立ち上がった。

「それではわたくしは、これで失礼するわ。後は二人で話してくださいな。……優蘭、今度またお茶に付き合ってちょうだい」

「はい。ぜひ誘ってください」

　颯さつ爽そうと去っていく紫薔を見送りながら、優蘭はなんだか笑ってしまった。

　もしかしなくても、これがやりたかったから一緒に淑妃様のところへ来たのかしら。

　一人では来ないなんて、意外と可愛らしいところもあるのだな。そう思う。

　一方の鈴春は、もらった襦裙を見つめていた。

「……これは、仲良くして欲しいと。そういう意味で受け取っていいのでしょうか……」

　どうやら、かなり困惑しているようだ。当たり前だろう。優蘭は肩をすくめた。

「そう受け取っていいと思いますよ。でなければ、衣装など贈ったりしませんでしょう？」

「……そうですよね」

　金色の睫まつ毛げが伏せられる。

「……先日お会いしたとき、陛下に聞いたのです。陛下は、妃ひ嬪ひんにどうあって欲しいのかと」

「陛下はなんとお答えに？」

「わたしと姚貴妃が仲良くなることを望んでおいででした……」

「そうでしたか」

「ですがわたしは……よく、分かりません。友人というものがどういうものなのかすら、わたしには分からないのです」

　優蘭は目を瞬かせた。

　これまた、難儀ねえ。

　貴族の姫というのは、もっと幸せなものかと思っていた。だがどうやら、そうでもないらしい。

　鈴春はぽつりぽつりと呟く。

「わたしは、陛下の妃きさきになるべくして生まれました。そのためにたくさんお金をかけてもらって、努力もしてきました。ですがいざ妃になってみたら、そこから先どう生きたらいいのか、分からなくなってしまったのです……」

　優蘭は口の端についた蛋糕の滓かすを、ぺろりと舐なめた。

「そこまで深く考えなくても良いと思いますよ」

「……でもそれでは、また同じことの繰り返しになってしまいます」

「いいえ、なりません」

「……え？」

「淑妃様がそう考えて、悩んで、ちゃんと前に進みさえすれば。同じ過ちは決して起きないのです」

「……前に進みさえ、すれば……」

「はい」

　優蘭は笑みを浮かべた。

「なので一ひと先まず、今度貴妃様をお茶に誘ってみてはいかがでしょう？」

「そ、それは……」

「もし一人で心もとないというのであれば、是非とも私をお呼びください。多少なりともお力になれるかと」

「……呼んでもいいのですか？」

「もちろん。喜んでお供いたします」

　そのとき初めて、鈴春が笑みを見せてくれた。

「そう。ありがとう、珀夫人。……そして、香り袋と花茶もありがとう。……今度、清蓮州の化粧品を見せてもらっても良いですか？」

「もちろん」

　優蘭は二つ返事で了承する。

　そこで、優蘭はあることを思い出した。

「そういえば淑妃様。あの花茶、お飲みになられましたか？」

「え？　い、いえ……」

「なら、今度飲んでみてください。そして是非、二杯目には檸檬レモンの果汁を入れてみてくださいませ」

「檸檬……？」

「はい。あの花茶はそのまま飲むと青いのですが、檸檬果汁を垂らすと桃色に変わるのです。なのであの花茶には、『金緑茶』という名がついています」

　金緑石という宝石が、名前の由来だ。もともとは青緑をしているが、夜蠟ろう燭そくの火を当てると赤く変わるらしい。

「……そんなことが、あるのですか？」

　鈴春は、優蘭の言葉を疑っていた。優蘭はくすくす笑う。

「試してみてください」

　そして知って欲しいわ。人は、何色にでもなれるということを。

　その言葉は、胸の奥にぐっと仕舞った。今言っても、意味がないと思ったからだ。

　まだ若いというのもあるが、鈴春には妃として決定的に足りないものがあった。

　それは──少女としての無む垢くさではなく、女としてのたおやかさだ。現在の鈴春はまだ、蕾つぼみと言っていい少女だろう。

　この少女が開花したとき、後宮は一体どうなることやら。

　楽しみなような、恐ろしいような気がする。

　そんな気持ちを抱えたまま、優蘭は青藍宮を後にしたのだ。




「──という感じで、ひとまず貴妃様と淑妃様の問題は解決しました」

　珊さん瑚ご殿でんに戻ってきた優蘭は、部屋で待っていた皓月に対して一通りの説明をした。

　それを聞いた皓月は、嬉うれしそうに笑う。そして、大げさなくらい拍手をしてくれた。

「それは良かったです。そして、優蘭さんに一つ朗報です」

「なんでしょう？」

「第二関門、突破ですよ」

　あー。そういえばそんなものもあったわね……。

　すっかり忘れていた。というより、忘れるくらいに忙しいのがいけないと思う。

「根本的な解決にはなってませんがね……でも、貴妃様が淑妃様に襦裙を渡したというのは、大きな一歩だと思うのです」

「そうだとわたしも思いますよ。陛下もお喜びになられると思います」

「陛下もやはり、ご自身が愛してる花たちには争って欲しくないのですか？」

「ええ、まあ。……ただ自分のために争っているならいいか、という考えも持ち合わせておりますが」

　両立させるとか図太いなという本音は、心の中にしまっておく。

「だけど、一つだけ疑問が残っているのです」

「なんですか？」

「はい。貴妃様の侍女が言っていたことなのですが」

『その話は根も葉もない噂です！　娘娘は淑妃様に、死骸など贈っては！　それに、淑妃様に贈ったのは綾あや絹ぎぬの手袋です！　断じて縁起の悪いものなどでは……！』

　貴妃の侍女頭は、確かにそう言っていた。

「それの何が気になるのですか？」

「はい。どうして手袋だったのかなと思いまして」

「……手袋に、何か意味が？」

「黎暉大国にはありませんが、舞梨栄公国の文化にはあったと思うのですよ。確か男性が女性に手袋を渡すと『求婚』。そして女性が女性に対して渡すと──『宣戦布告』という意味だったはずなのですが」

「それは……」

　皓月が困惑した顔をした。

「そういう文化を知らなかったのでは？」

「文化を知らないからって、普通手袋を渡します？　あの聡そう明めいな貴妃様ですよ？」

「あー……そう、ですね……」

　そこが、優蘭には理解できなかったのだ。

　だって、わざわざそんなもの渡す意味あるの？　一銭の得にもなりゃしないじゃない。

　すると、皓月が歯切れの悪い言い方をする。

「……おそらく、ですが」

「え、なんです。分かったのですか？」

「まあ。多分ですが」

「え、なんですっ？」

「……貴妃様は、自分にないものを持っている淑妃様に嫉しつ妬としていたのではないかな、と」

　………………嫉妬ぉっ？

「え、何故嫉妬するんです？　あんなに恵まれてるのに！」

「……金髪碧へき眼がんの美少女。後宮のどこを探しても見つからない少女に、牽けん制せいの意味を込めて『わたくしが後宮の一番よ』と言いたかったのではないかとわたしは思いました」

「え、ええええ。どうして？　何故!?」

　ぽんっと、優蘭は肩を叩たたかれる。その表情はとても優しかった。

「優蘭。得てして、女性とはそういうものです」

　どうして私、夫に「女とは何か」って話を諭すような目でされてるの？

　優蘭は心の中でそう叫んだのだった。




　そんなふうに最後まで色々あったものの。

　肝心の医官やその関係者、医官の犯行に加担して青藍宮の見回りをしなかった宦かん官がんは無事に捕まった。彼らの死をもって、この一件はひとまず決着と相成ったのだ。

　ただ、良いこともあった。

　月げつ李き茶ちやだけでなく金緑茶も、後宮内に広まった点だ。

　目で見て楽しく、飲めば美しくなる。

　そんなお茶は、後宮内に静かに浸透していったのだ──








間章一　夫、皇帝の企みに苦言を呈する









　化粧を落として右う丞じよう相しようとしての紫色の衣に袖そでを通すたび、皓こう月げつは毎回慣れないな、と思う。

　そう、何度やっても慣れない。女官の姿でいることには、違和感を覚える。

　だが、色々と便利なことは確かだった。女顔だと言われ続けてきたが、まさかこんなところで活躍するとは思うまい。唯一の難点と言えば、身体的にも精神的にも皓月への負担が大きい点だろう。

　しかしそれよりも負担が大きいのは、優ゆう蘭らんのほうだ。

　それにこれは、最も信頼している主あるじからの命でもある。だから皓月は何も言うことなく、この二重生活を送っている。

　今日は、一いち段だん落らくついたという報告をするために皇帝の執務室へやってきていた。

「失礼します、皓月です」

「入れ」

　開けた扉の向こう側には、執務椅子があった。一人の男性が、執務椅子に腰掛け物思いにふけっている。濃い紫の衣は、皇帝だけが身につけることを許された色だった。

　今代皇帝、劉りゆう亮りよう。

　今年で二十六になるが、実際に政権を握ったのは四年ほど前だ。

　皓月の女と見間違うたぐいの美しさではなく、凜り々りしさの中に男らしさを感じさせる、それが今代皇帝の姿である。

　起拝の礼を取ってから近づくと、その顔が満足そうに微笑んでいる。何を見ているのかと思えば、皓月が提出した報告書だった。

　長い付き合いの皓月は、呆あきれた顔を浮かべた。

「そんなにも面白いことが書いてありましたか？」

「こんなにも愉快なことはそうそうない。個人的に一番愉快なのは、紫し薔しように土下座した話を聞いたときだな」

「……それ、愉快ですか？」

「愉快であろう。恥も外聞もかなぐり捨てて、余の妃きさきのために土下座ができる女官が一体どれほどいるのだ。官吏とてほぼいないであろう？」

　思い出したのか、劉亮はさらに笑う。妙に機嫌が良い。

「あとな、珀はく優蘭が持ち込んだ紅。あれはなかなか良いぞ」

「……紅、ですか？」

「そなた、知らぬのか？　確か名は……薔ば[image: ら]ら翠すい玉ぎよくといったか。塗り重ねると、唇がほんのり緑に染まるあれだ」

「……ああ」

　そこまで聞いて、皓月はようやく思い出した。

　紫薔に挨あい拶さつをしに行った優蘭が、唇に差していた紅だろう。いやでも視線が唇に吸い寄せられたので、よく覚えている。

「あれが、どうかしましたか？」

「あれは良いぞ。あれをつけた女の口を吸うとな──唇が赤く色づくのだ」

「……なるほど？」

　それがどうしたのだろう。

　その反応の悪さに、劉亮が呆れた顔をした。

「そなた、良さが分からんのか」

「全く」

「なら想像してみよ！」

「はあ……」

　皓月は優蘭の姿を思い出した。

　……いやいやいや。駄目でしょう!?

　無表情のまま、内心動揺する。そんな皓月を置いて、劉亮はそのときのことを思い出して愉たのしんでいた。

「いやはや、我ながら良い人選をしたな」

　くく、と喉のどを鳴らしながら笑う顔は、正直あくどい。他の官吏には見せられない顔だ。

「それに、順調に余が与えた課題をこなしているではないか」

　ぴくりと、皓月は震えた。

　劉亮は部屋付きの宦官に指示し、巻物を持って来させる。それを開けば、達筆な字が箇条書きになって連なっていた。

　そこには、劉亮が優蘭に与えた課題が記されている。

『一、貴妃の懐妊に気づくこと

　二、淑妃の悩みに気づくこと』

　そして三つ目。これが難題だった。

　そして、そんな難題を含めて計三つが課題の数だ。

　劉亮は一と二の項目に赤い塗料で丸をつけた後、三の後ろに『淑妃の心を救ったこと』『貴妃と淑妃の仲を取り持ったこと』『流行を生み出し、後宮の空気を盛り上げたこと』と記した。

　どうやら、課題以外で功績と呼べる成果を残したため、追加点を入れようと思ったようだ。

　この追加点は、ただの追加点ではない。優蘭ががむしゃらに動いて、寝る間も惜しんで働いた努力の結晶だ。

　そう思うと、無機質とも言える文字の羅列が憎らしく見えてきた。

　ぐっと、込み上げてきたものを吞のみ込むために皓月は唇を引き結ぶ。ゆっくりと息を吐き、彼は呟つぶやいた。

「もう、良いのではありませんか。主上」

「何がだ？」

「三つ目の課題。それをこなさずとも良いのではないかと。そう言っております」

「ほう？」

　劉亮が、片眉まゆを楽しそうに上げた。

　皓月は努めて冷静を装い、一言一言をはっきり、ゆっくり声にする。

「三つの課題のうちの二つをこなしただけでなく、優蘭は三つの功績を残しています。その三つがあれば、彼女の実力は十二分に把握できるはずかと」

「そうだなあ。だが駄目だ」

「……何故でしょう？」

「そちらのほうが、愉快であろう？」

「主上。彼女のことを弄もてあそぶのはやめてください」

　普段通りの声音でそう言ったつもりだったが、劉亮は何故か目を丸くして皓月を見た。

　ぽかーん。正しくそんな言葉が似合う顔をしている。初めて見る劉亮のそんな顔に、皓月も目を点にした。

「……今、怒ったのか？」

「……はい？」

「あの皓月が？」

　何が言いたいのか分からない。

　だが劉亮は、腹を抱えて笑い始めた。

「ふ、ふはは！　なんだそなた、前より面白い男になったな！」

「……どういう意味でしょう、それは」

「どういう意味も何もないっ、真面目ばかりで怒りもしない、優しすぎる男だと言われていたそなただぞ？　欲がなく、唯一自ら望んだことと言えば、余のとなりにいることだったろうに。……そんな皓月が、まさか余に関すること以外で感情をむき出しにするとはな……いやはや、愉快愉快っ」

　自分はそこまで無機質な人間だったろうかと、皓月は他人ひと事ごとのように思った。でも確かに、気味悪がられたことはあったかもしれない。

　特に結婚間近まで行った四人の女性たちは、皓月の執着のなさや穏やかさを初めのうちは好意的に思っていたようだが、段々と恐ろしいものを見るような目で見るようになった。

　数ヶ月一緒に過ごしたら、大体皆逃げていく。

　そんな中唯一、優蘭は逃げなかったし気味悪がらなかった。皓月の過去を聞き同情してくれたし、むしろそのままでいて欲しいとさえ言ってくれたのだ。

　なるほど、確かに以前の女性たちに対する感情とは、少し違うのかもしれない。

　だが、皓月の考えは変わらなかった。

「話を逸そらさないでください、主上。わたしは何度でも言い続けますからね」

「分かった分かった。あいっかわらず、余にだけは小こ姑じゆうとのようにうるさいな、そなた」

「わたしか左さ丞じよう相しようのどちらかが言わなければ、主上があまりにも好き勝手やられるからでしょう」

「そうだったか？」

「自覚を持ってください」

　昔から何も変わらないのらりくらりと摑つかみどころがない態度に、皓月はこっそりため息を漏らした。

　すると、劉亮がにやりと嫌な笑みを浮かべる。この顔は、悪いことを思いついたときの笑みだ。

「それともそなた、自身の妻が全ての課題を達成できないと思っておるのか？」

「……そういうわけでは」

　むしろ優蘭なら、やれると思っている。彼女が今までの経験で培ってきた勘や独特の感覚を、目の前で見てきたのだ。

「ほう。なら、信じていると。そういうことか？」

「……もちろんです。彼女ならやれますとも」

「なら、良いではないか」

「……ですから、それとこれとは話が違うと……」

　皓月は、正当な評価をしてくれと言っているのだ。それに三つ目の課題は、淑妃暗殺を未然に防いだときよりも危険な目に遭う可能性が高い。それは避けたい。

　すると、劉亮が頰ほお杖づえをしながら引き出しから何かを取り出した。小さな木箱だ。

「なあ、皓月」

「はい？」

「余は、珀優蘭の活躍に期待しておるぞ？」

　そう言って、木箱を皓月に投げつけてくる。飛んできたそれを難なく受け止めると、「開けてみよ」と言われた。

　訝いぶかしみながらも中を開けた皓月は、何が入っているかを確認し──絶句する。

　これがどういう意味を表すものなのか。皓月はそれを、よく分かっている。

「主上……これは……これを、わたしの妻に渡すというのですか」

　皓月の声が震える。自身の主人が一体何を考えているのか、全く分からない。思わず、信じられないものを見るような目で自身の主あるじを見てしまった。

　だが当の本人はそんな視線など気にせず、頰杖をつく。

「なあ、皓月。──どうなるのか、愉しみだな？」

　にやりと嗤わらう皇帝の顔は、それはそれは美しく。

　それと同じくらい、人でなしの顔をしていた。

　……まだまだ波乱が続きそうですね。

　ならば皓月はそれ以上に、優蘭のことを支えなければならない。夫としての義務とか、皇帝に命じられたからではない。皓月自身がやりたいと思ったからやるのだ。

　──絶対に守り抜いてみせる。

　そう思いながら、皓月は苦労ばかりかけている自身の妻に思いを馳はせたのだった。








第四章　妻、奇策を講じる









　春もそろそろ終わり、夏の青々とした新緑の香りが立ち込め始める。そんな頃。黎れい暉き大たい国こくでは、四大華祭事の一つでもある桔き梗きよう祭の用意で各地が沸いていた。

　桔梗祭。それは、死者の魂を葬い、悼む祭りだ。

　黎暉大国では、人は死ぬと星になると言われている。そして彼らは皆この時季になると、その星から雨を伝ってこぼれ落ちてくる。こぼれ落ちてきた魂は、桔梗の花に宿る。何故そう言われているのかというと、星の形に似ているからだ。

　だから桔梗がこの時季に咲くのは、魂が還かえってきた証あかしである。

　そのため、どこへいっても桔梗の植木鉢が置かれているのだ。

　ご多分に漏れず、都でも準備が進んでいる。商会では桔梗の植木鉢が売られ、どこの民家にも必ず一鉢、桔梗の苗が植えられるのだ。それが、黎暉大国の一般常識だった。




　その中心部である宮殿はというと、皇帝が外部に所有する庭園で祭事を祝うことになっているらしい。それは後宮の四夫人のうち二人が参加する、かなり大きな祝いなのだそうだ。

　──その参加者である貴妃と淑妃と共に、優ゆう蘭らんは蘇す芳おう宮きゆうの茶室でお茶をしていた。

「最近、だいぶ暖かくなってきたわね」

　宮殿の主人である紫し薔しようが、青茶を一口飲みながら呟く。

「本当に。確か都は、これから一気に暑くなりますよね？」

　鈴りん春しゆんが、自身が持ってきた紅茶を飲みながら問いかけた。

「そうですねえ。この涼しさから一気に暑くなるので、風邪を引く方が激増します」

　そんな二人の間で、優蘭は玉ぎよく商会経由で取り寄せた櫞えん酥そ餅へいという菓子を食べている。薄くてさくさくした生地を型にはめ、檸檬レモンと砂糖などを混ぜた凝乳を注ぎ入れ焼く菓子だ。檸檬の酸っぱさと生地のさくぱり食感が癖になる、夏に美味おいしい菓子である。

　檸檬には美容効果もあるし、このお菓子も後宮で広めたいわ……。

　そしたら、さらなる利益が見込めるはずだ。

　優蘭がそんなことを考えていると、鈴春が肉にく叉さを櫞酥餅に突き刺した状態で止まった。

「そうでしたよね……ああ、憂ゆう鬱うつです……」

　しょんぼりと肩を落とす鈴春を見て、優蘭はそっと笑みを浮かべる。

　うん、いかにも、暑いのが苦手そうだものね……。

　しかも清せい蓮れん州しゆうというのは、春夏の気候、秋冬の気候があまり変わらない場所なのだ。春夏は適度に涼しく乾いていて、とても過ごしやすい。

　一方の都・陵りよう苑えんがある天てん華か州しゆうは、この時季になると雨量が増える。そのくせ気温はさらに上がるので、暑い上にじめじめしていた。優蘭も苦手な時季だ。

「この時季でしたら、胡瓜きゆうりの酢の物や蕃ばん茄かなどがおすすめですよ。どちらも体を内側から冷やしてくれますので、淑妃様としては嬉うれしいのではないかと。もしも取り寄せることができるようでしたら、獼び猴こう桃とうという果物もおすすめします。食べたことがあるでしょうか？」

「はい、あります。果実が緑色の、甘酸っぱい果物ですよね？」

「そうです。獼猴桃にも、体を冷やす効果があります。その上美肌にも良いのです。いかがでしょう？」

「そ、それは……確か獼猴桃は、あまり都には出回っていないはずですよね？　そんな高価なものを、頼んでも良いのでしょうか……？」

「せっかく陛下が異国文化を取り入れようとなさっているのですから、良いのではありませんか？」

「わ、分かりました……伝えてみたいと思います」

　これで二人の茶会に付き合うのは三回目となる優蘭だが、鈴春は割と遠慮がちな性格をしていた。どうやら後宮内で言われっぱなしになっていたのも、この性格が原因らしい。

　とにかく「言って嫌われたらどうしよう」という思いが、先にきてしまうようだ。実に繊細である。

　すると、紫薔がふふふと優雅に笑う。

「あら、綜そう淑妃ったらいけないわ。せっかく女に生まれたんですもの。可愛らしく、わがままに生きなくては」

「可愛らしく、わがままにですか……」

「ええ。あまりわがままが過ぎるのも良くはないけれど、陛下は甘え上手な女が好きだと思うわ。……甘え方、教えましょうか？」

「ぜ、ぜひっ」

　鈴春は、とてもひたむきで真しん摯しな眼まな差ざしを紫薔に向けていた。紫薔も、そんな瞳ひとみを好ましく思っているのかなんだか嬉しそうだ。

　少し前まで周囲から仲が悪いって思われてて、そのせいで話したことも茶会を開いたこともなかった二人なのにね。

　世の中、どうなるのか分からないものだ。

　だがこんなふうに頻繁にお茶をするようになったからか、後宮内の治安がだいぶ良くなってきていた。少なくとも、言い争いをする妃ひ嬪ひんの姿は見かけない。四夫人の仲というのは、後宮そのものの治安維持にも繫つながるようだ。

　かく言う優蘭の株も、花茶の一件から大きく上がった。「貴妃だけでなく淑妃ともお茶をしている」という話は梅ばい香こう経由で瞬く間に広がり、しまいには「あの二人の仲を取り持った立役者」だと言われるようになった。お陰様で前のように珍獣扱いを受けることはなくなり、心なしか尊敬の目を向けられている気さえする。随分進歩したものだ。

　別に、仲を取り持ったつもりはないんだけどね。

　二人の距離が近づいたのは、紫薔が鈴春の下へ自ら足を運んだからだし。仲が深まっているのは、二人がこうして自分たちで努力をしているからだ。

　鈴春のほうは未いまだに紫薔からもらった襦じゆ裙くんを着ていないが、生真面目な彼女のことだ。「姚よう貴妃からいただいた衣を着るのに相応ふさわしい妃きさき」になってからでないと、着ないつもりなのではないだろうか。紫薔も黙認しているので、なんとなく理解しているらしい。

　だが「陛下に相応しい女性になる方法」なんかも相談し合い、二人でより高みへ行こうとしているようなので、優蘭としてはこのまま見守るつもりでいる。

　この二人の関係を邪魔するやつには、容赦しないけど。

　実際、心ない噂話も広まっていた。

「今度は二人で結託して、他の妃嬪を狙うつもりだ」とか「淑妃は今度、媚び薬やくを作って皇帝に盛るつもりだ」とか。そんな根拠なんて欠片かけらもない話だ。

　イラッときたので梅香に頼んで噂の出所を調べてみたら、全て錦きん文ぶんだった。

　保守派、やり口が陰湿じゃない？

　そう思い、口の中に苦いものが広がる。

　──そんなふうに彼方かなたへと思いを馳せていたからか。話をすっかり聞いていなかった。

「ねえ、優蘭。あなたも付いてくるのよね？」

「……はい？」

　紫薔に話を振られたが全く答えられず、目をぱちぱちさせてしまう。

　紫薔がくすくす笑いながら肩をすくめた。

「桔梗祭の話よ、優蘭。あなたも付いてくるのでしょう？」

「あ、はい。陛下からそう指示されておりますので」

「まぁ！　珀はく夫人も付いてきてくださるのですね！　頼もしいです！」

　きゃっきゃと楽しそうに話す二人を尻しり目めに、優蘭はほっと胸を撫なで下ろした。

　良かったー今ここに母様がいたら、間違いなく説教食らってたわ。

　話を聞かない商人など、なんの役にも立たない。優蘭は改めて自分が腑ふ抜けてきた自覚をする。最近後宮内が平和だからと言って、気を抜いてはいけない。

　心の中で自分に活を入れたところで、また話しかけられた。

「ところで優蘭は、硝子ガラス庭園を知っていらっしゃる？」

「お話だけは聞いています。とても美しい庭園だとか」

「ふふふ、そうなのよ。雨の時季でも花々がよく見えるようにって、庭園内が全て硝子ばりの建物で覆われているの。特にこの時季の庭園には何千輪もの桔梗が植えられていて、とても美しいの。わたくしたちは見ているだけで何もしなくて良いから、お客様気分でいられてとても楽よ」

「そうですね、姚貴妃。この間の牡ぼ丹たん祭のときは踊らなければならなかったので、本当にどうしようかと……」

「あら、踊りが上手だと伺っていたけれど、違ったのかしら？」

「そ、それは事実ですが……人前だと緊張してしまって、あまり上手うまく踊れなくなってしまうのです」

「あらあら、それはもったいないわ。ああいう場こそ自分を見せつけて、陛下の御心を惹ひきつけなければ」

「が、頑張ります……」

　まるで姉妹のようなやり取りに、優蘭の心も和む。

「私としましては、お二人が共演する場を見てみたいものですね」

　紫薔はありとあらゆる芸事に長たけた美び姫きだ。本当になんでもそつなくこなすらしい。この二人が揃って舞えば、さぞかし美しいことだろう。優蘭だったら絶対に金を取る。

「わたくしも、綜淑妃と一緒に舞台に立ちたいわ」

「そ、それは……わ、わたしがもっと、技術を磨いてからでお願いします……っ」

「ふふ、楽しみにしているわね？」

「はい……！」

　その辺りで、青せい藍らん宮きゆうの侍女頭が鈴春に耳打ちした。それを聞いた鈴春は、はっと顔色を変える。

「も、申し訳ございません。お二人とも。次の茶会の時間が迫っておりまして……」

「まあ、それは大変だわ。行ってらっしゃい」

「は、はい！　今度は珍しい紅茶を持ってまいります」

「それは楽しみだわ」

　失礼します！

　そう元気に言い残し、礼をして去っていく鈴春を見送りながら、紫薔は穏やかに微笑んだ。

「綜淑妃、最近頑張っているわね。以前より他の妃嬪方との交流を深めているそうよ」

「そのようですね」

「無理しすぎて息切れしなければ良いのだけれど」

「そのときは、私がまたお節介を焼きに行きますので。……そう言う貴妃様は、お体の具合いかがです？」

「……あなた、そういうことは殿方が言うものではなくて？」

「生あい憎にく、そういう役目を与えられてここにおりますので」

　むう、と紫薔が子供のように頰を膨らませる。先ほどまで姉のような顔をしていたのに、面白い。

　なのに素直に「あまり良くないの」という辺り、甘え上手だと思った。流石、皇帝の最愛だ。

　優蘭は別に持ってきていた小さな壺つぼを、紫薔に差し出す。

「貴妃様のために持ってきました」

「中身はなぁに？」

「檸檬の蜂はち蜜みつ漬けでございます。檸檬をようやく手に入れることができましたので、菓子にも使いました。蜂蜜漬けのほうは、お湯で割って飲むと良いですよ。一緒に生しよう姜がを入れると体が温まりますので、おすすめいたします」

「ありがとう。……あなたのくれた花茶も、飲むととても落ち着くのよ」

「もったいないお言葉です。……ああ、それと。妊娠中はあまりお茶を飲みすぎないようにしてくださいね。白さ湯ゆが一番良いと思います」

「侍医にもそれは言われているから、大丈夫よ」

「それはようございました。そろそろお休みになられますか？」

「そうするわ。……優蘭はここでくつろいでいてね？」

「はい」

　黒髪をなびかせ立ち去っていく紫薔を見送る。

　今日も、後宮は平和だ。

　そう。平和だったのだ、割と。

　なのだが。




「まーさか、部屋がこんなに荒らされてるとは思わないわよねえ……」

　珊さん瑚ご殿でんに帰ってきた優蘭は、室内がこれでもかと荒らされているのを見て遠い目をした。

　これを片付けるのは誰だと思っているのだろうか。優蘭なのだが。

　部屋を片付けながら、優蘭はため息を吐いた。

「勘弁して欲しいわ……」

　優蘭が貴妃と淑妃の茶会に呼ばれるようになってから、優蘭は一部の妃嬪たちに嫌がらせも受けていた。

　足を引っ掛けられたり、物を投げつけられたり。これ見よがしに悪口を言ってきたり。まあそんな、可愛らしいものだ。面と向かって喧けん嘩かを売ってこないのは、優蘭が紫薔や鈴春に告げ口をするのを恐れているからだろう。

　だが、部屋に侵入してきたのは初めてだった。

　しかも鍵かぎは開いていたが、扉は壊されていなかった。これは、そういう技術がある人間が開けたか、合鍵を持っている人間が侵入してきたということである。

　面倒臭いなぁ……。

　そろそろ本格的に危害を加えられそうだったが、ここで引くわけにはいかない。鈴春もだいぶ明るくなってきたし、紫薔も楽しそうなのだ。彼女たちの顔をまた曇らせるわけにはいかなかった。

　だがやっぱり、掃除は苦手だ。

「わあ……墨がこぼれてるじゃない。いや待って、水みず瓶がめの水もぶちまけられてる……どうすんのよこれ……！」

　全ての紙類を拾い上げた優蘭は、ぶちまけられた墨を見てため息を漏らした。布を使って拭ふいていくが、正直怠だるい。

　そうやって部屋を片付け、何か盗まれていないか確認する。そうしたら、あるものがなくなっていることに気づいた。

「淑妃様からいただいた腰縄がない……!?」

　先日、香り袋と花茶のお礼と、粗相のお詫わびとして改めて贈られたのだ。群青色に染められた見事な腰縄で、澄んだ音がする鈴がついていた。清蓮州で作られたものだとか。

　そして、あの色の腰縄をすることができる妃ひ嬪ひんは鈴春以外いない。

　ああ、私の馬鹿！　これを理由に、淑妃様がまた嫌な目に遭ったらどうすんの……！

　さっさと家に持ち帰ったらいいものを、どうして置きっぱなしにしたのか。悔やんでも悔やみきれない。

　優蘭は、今までで一番大きな溜ため息いきを吐き出した。

「……起きてしまったことは、仕方ない。仕方ないのよ、優蘭。だから落ち着きなさい」

　優蘭は、自分を落ち着かせるという意味で水を汲くんでくることにした。そろそろ昼時、皓こう月げつがやってくる。彼の淹いれるお茶は優蘭の癒いやしになっているので、それを飲まない選択肢はなかった。

　桶おけを片手に井戸に向かいながら、優蘭は紫薔や鈴春に対する嫌がらせを思い出していた。

　色々あったみたいだけど、直接的に殺そうとしてきたことはないのよね。

　誰だか知らないが、犯人たちはちょっとした嫌がらせをして紫薔や鈴春が後宮にいられないよう。また、いたくないと思うように仕組んできただけだった。それは、彼女たちの食事に毒が一度も盛られていないことを見ればよく分かるだろう。

　貴妃様と淑妃様の噂を流したのも錦文みたいだし、これも保守派の企たくらみだったりする？

　そう思ったが、当然のように証拠がなかった。この状況をどうにかしたいなら、調べるしかないだろう。

　そんなふうに考え事をしながら歩いていたからか。いつの間にか井戸のある場所に着いていた。

　井戸があるのは、後宮内でもひとけの少ない端っこだ。しかも陰が多いから空気がひんやりとしている。木々がざわざわと揺れているのも不気味だ。

　ぶるっと、優蘭は震えた。寒いし早く帰ろう。

　そう思い、釣つる瓶べを勢い良く井戸に放り込んだときだ。

　ドンッ！

　背中を勢い良く突き飛ばされる。

「えっ？」

　なすすべなく、優蘭は井戸に落ちた──




　ぎい、ぎい……。

　滑車が、鈍い音を立てている。

　優蘭は滑車と釣瓶を繫つなぐ縄に、必死になってしがみついていた。

「いやいやいや。洒落しやれにならないでしょ？」

　誰が押したのかさっぱり見ていないが、嫌がらせの度合いを超えている。

　これは、明確な殺意を持って行われた殺人だ。

　そんなことを叫んでいる間にも、体はずるずると滑っていく。

　足先が水に浸つかり、優蘭はびくりと震えた。ものすごく冷たい。

「いや、これは本当にまずい……」

　ひとけのない井戸に人がくる可能性は、割と少ない。特にここの井戸は内ない官かん司しの人間がよく使う井戸だ。優蘭を押してきたのが内官司の人間なら、故意にこない確率は高かった。

　しかも足が水に浸かっており、体が冷え始めている。こんな寒い場所で水に浸かり続けたら、凍死する。

「あああああ。しかも滑車がぎいぎいいってるー！　あれ壊れたら私、確実に死ぬと思うんだけれど!?」

　井戸の内部は割と深いので、落ちたら頭まで水に浸かる。

　死因は凍死か溺でき死しだ。そんな苦しそうなのは嫌だ。

　だが下手に動けば、滑車が壊れる可能性があった。つまり縄を伝って上がるのは無理。

　代わりの経路を探し、優蘭は井戸内部を確認する。試しに井戸内部に触れてみたが、苔こけむしておりつるつるしていた。とてもではないが、指先をかけて登れそうにない。

　なんだこの、八方塞ふさがりの状態!?

「誰かー、誰か、助けてー！」




　叫び続けて、どれくらい時間が経ったろうか。

　気づいたら体はどんどん滑り落ち、釣瓶に足をかけるまでになっていた。水位は腰辺りにまで達している。

　がくがくと、体が小刻みに震えた。

「くっそ。ここで死んだら、絶対に化けて出てやる……犯人を呪ってやるわ……」

　憎まれ口を叩たたいてなんとか意識を保とうとしたが、寒くて頭がくらくらしてきた。体の半分が水に浸かっているせいだろう。

　もう……駄目かもしれない。

　ぎりっと歯を食いしばった。

　そのときだった。

「っ、うわっ!?」

　滑車が、動いたのだ。優蘭は慌てて縄にしがみついた。

　上へ上へ、優蘭は昇っていく。

　最後の最後で優蘭の体を引っ張り出したのは──皓月だった。

「優蘭さん！」

　切羽詰まった彼の顔を見るのは初めてだ。触れられた部分が温かい。優蘭に触れた瞬間、皓月が顔をしかめた。

「っ、冷たい……っ」

「……よく、見つけました、ね？」

「昼ひる餉げを届けに行ったら、いませんでした……部屋の中を確認したら、水瓶に水がなかったので、ここかと……」

「ああ、なる、ほど……さすが……」

　そんな情報でここだと分かるとは。本当に、うちの夫は優秀だなと優蘭は思う。

　すると張り詰めていた糸が切れたのか、視界が白み始めた。

「……優蘭さん？　優蘭さんっ？」

　ごめんなさい、皓月様──ちょっと、起きていられそうにないです。

　皓月の必死な声を聞きながら。

　優蘭は意識を手放した。
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　不思議な夢を見た。ふわふわとどこかにたゆたう夢だ。

　水の中か、はたまた空の上か。どちらでも構わない。妙にぬるくて心地好い。このまま身を任せたら、楽になりそうだ。

『……らん、』

　そんな中誰かが何かに祈っている声がする。だけど眠くて無視をした。

『……うらん、』

　それでも声は聞こえる。妙に必死だ。でも起きたくない。

　というより、うるさくない？

　安眠を邪魔しないでほしい。最近忙しすぎて眠れてないのだから、こんなに心地好い眠りは久々なのだ。

　だが声はどんどん大きくなって、優蘭の意識を揺さぶる。

『優蘭さん……起きてください、優蘭さん……っ』

　涙に濡ぬれたその声を聞いていると、なんだかこっちまで悲しくなってきて。優蘭は伸びをした。

　仕方ない──起きてやるか。




　重たい瞼まぶたを開ければ、今となってはすっかり見慣れた白い天井が見えた。珀邸の、優蘭の寝室だ。

　目を瞬かせ、優蘭は眠りに落ちる前の記憶を辿たどる。

　あれ、なんで私、寝てるんだったかしら。

　……ああ、そうよ。私、井戸に落とされて……。

「って、なんで家うちなの!?」

　優蘭は跳ね起きた。だがぐっと片手に重みを感じ、そちらを見る。

　そこには、優蘭の手を握りながら眠る皓月の姿があった。

「……皓月様？」

「……ん……ゆう、らん……？　ゆう、らんさんっ？」

　がばりと、皓月が起き上がった。優蘭はびくつく。さらにはものすごい勢いで肩を摑つかまれ、思わず仰のけ反った。

「優蘭さん、無事ですかっ？」

「え、ああ、はい」

「体に異常は？　どこかが痛いとか、冷たいとか、寒いとか、そういうのはありませんか？」

「は、はい……全く」

　そういえば、皓月があからさまにほっとした顔をする。事態を把握し切れていない優蘭に、皓月は眉まゆを寄せた。

「……もしかして、覚えていないのですか？」

「ええっと。井戸に落とされて、救出されたところまでは覚えてます。はい」

　皓月がより一層眉をひそめる。

「……え、私、どうなったんですか？」

「……本当に、危ない状態だったんですよ、優蘭さんは。凍死しかけたんですから」

　……え、ええ……。

「わたしが助け出した時点で、優蘭さんの体温はかなり下がっていました。そこから屋敷に連れ帰って使用人に薬くす師しを呼びに行かせ、脇下と股また下したからゆっくり温めていったんです」

　手際がいいですね、皓月様。

　低体温の病人の扱いを心得ている感じだ。そう、低体温の人間の手足をいきなり温めると、逆に死ぬ可能性があるらしい。

　つまり優蘭が今こうして生きているのは、皓月のお陰というわけだ。

「本当に危ない状態だったと、薬師が言っていました」

「な、なるほど……皓月様、助けてくださり本当にありがとうございます」

　誠意を込めてお礼を言ったつもりだったが、皓月の反応はなぜか微妙だった。

　え、何この反応。

「……優蘭さん。自分が死にかけたこと、分かっていますか？」

「は、はい。一応」

「なら何故、そんなにも軽いのです」

「えーっと……」

　優蘭はそこで悟る。

　皓月は珍しく、怒っていた。

　真面目で優しい皓月がこんなふうに怒るのは予想外だ。つまりそんな彼を怒らせている優蘭は、愚か者ということだろうか。

　だがなんと言っていいのか、優蘭にはちょっと分からない。

　お礼以外に言うこと、あったかしら？

　全く分からなかったので、優蘭は早々に白旗を上げた。

「すみません、あの……皓月様はどうして、そんなにも怒っていらっしゃるのですか……？」

「……犯人への怒りなどは、ないのですか」

「……え？」

「犯人への怒りとか。死にかけたことに対する恐怖とか。そういうものは、ないのですか？」

「……それは、あります、けど……」

　そう言ったら、皓月の顔がくしゃくしゃに歪ゆがんだ。思わず呆あつ気けに取られていると、ぎゅっと抱き締められる。

「ならっ、わたしにもっと、言ってください、吐き出して、くださいよっ。……本当に。死んでしまうかと、思ったんです、よ……っ」

　あ……。

　小刻みに震える皓月の肩を見て、優蘭はようやく自分が彼にかなりの心配をかけたことを悟った。

　皓月が怒っていたのは、優蘭に対してではない。優蘭を突き落とした犯人と、優蘭を守り切れなかった不ふ甲が斐いない自分に対して怒っているのだ。

「……ごめんなさい、皓月様。心配かけてしまって。そして……助けてくれて、本当にありがとうございます。皓月様がいなかったら私、死んでました」

　だから優蘭は、気にするなという意味を込めて皓月をそっと抱き締める。

　すると、優蘭よりも強く皓月が抱き返してきた。

「優蘭さん」

「はい、なんでしょう？」

「突き落とした犯人は、見つけ出します。珀家の名に誓って、必ず」

「……いや、あの。そこまで熱を入れなくても……ほら、皓月様にだって、仕事があります、し……」

　すると、顔を上げた皓月がにっこりと笑った。妙に背筋がぞっとする笑みだった。

「わたしの妻に手を出したんです。珀家を怒らせたらどうなるのか、犯人に思い知らせてやりますよ……」

　どうやら犯人は、この世で最も怒らせてはいけない人種を怒らせてしまったらしい。

　優蘭は心の中でそっと、犯人に合掌したのだった。
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　翌日。優蘭は療養という名目で、数日仕事を休むこととなった。薬師に「絶対に休むように！」と言われてしまったので仕方ない。

　そのため優蘭が大人しく寝台の上で書物を読んでいると、皓月がやってきた。あまりにも早い帰りに驚く。

　慌てて書物を隠そうとしたが見つかり、没収されてしまった。

「な、なんでですかー」

「いやだってこれ、後宮で使う資料の一つですよね？」

「うぐっ」

「仕事熱心なのは良いですが、今はしっかり体調を整えてください」

　その言葉、皓月様にそっくりそのままお返ししたい！

　が、言ったら言ったで小言が増えそうだったので、頷うなずくにとどめておいた。

　すると皓月は、寝台の横にある椅子に座る。そして桃の皮を剝むきながら、口を開いた。

「それで、今回の事件なのですが。陛下に進言しましたが……しばし、他言無用ということになりました。時期が時期なので、波風を立たせたくないというのが理由です」

「ああ、そろそろ桔き梗きよう祭の時期ですからね。分かりました」

　桔梗祭の前に優蘭に危害を加えた人間がいたと知られれば、革新派と保守派の抗争が本格的に始まるきっかけにもなる。そうなれば、紫薔や鈴春も巻き込むかもしれない。それは優蘭としても本意ではなかった。

　なので優蘭は納得していたが、皓月はそうではなかったようで。

「ですが、桔梗祭が終わってからならまとめて叩たたいて良いと許可をもらいました」

　さらっと、そう言ってきた。目が笑ってないし声に棘とげのようなものを感じるので、間違いなく本気だ。

　桃を切り分けつつ、皓月は続けた。

「なので犯人を特定するに当たり、あなたに聞きたいことがあるのです。いくつか質問をしても良いですか？」

「はい、どうぞ」

「では」

　はい、と桃の載った皿を優蘭に差し出しながら、皓月は告げた。

「最近、変わったことはありませんでしたか？」

「変わったこと……あ。前よりも、一部の妃ひ嬪ひん方に嫌がらせを受けるようになったことでしょうか」

　皓月が「妃嬪が嫌がらせとは……嘆かわしい」と言っていた。が、あれくらい、女が集まる場所ならよくあることだ。

　たとえるなら妓ぎ楼ろう。優蘭も幾度となく取引してきた場所だが、あそこも女の園である。優蘭としてはむしろ、後宮も妓楼も大して変わらないなと安心したくらいだった。

　女性のことをよく知っているはずの皓月様がそんなこと言うなんて……皓月様の目も曇ってるよな。陛下の妃嬪だからって、過大評価しているのかしら？

　そんなことをつらつら思いつつ、優蘭は顎あごに手を当てる。

「その中でも一番酷ひどかったのは、仕事部屋を荒らされたことですかね」

「それはいつです？」

「井戸に突き落とされる直前です。水みず瓶がめも倒れていたので水を汲くむために井戸へ行き、突き落とされました。そこから先は、皓月様のほうが詳しいかなと」

　そこまで言ってから、優蘭は肉にく叉さを突き刺し桃を食べた。じゅわりと甘い果汁が口に広がり、桃の芳ほう醇じゆんな香りが鼻を抜ける。みずみずしくて甘い、美味おいしい桃だった。つい食が進んでしまう。

　そこでふと、疑問が浮かんだ。

　そう言えば……今回の嫌がらせをした人間は、どうして私の執務室に入れたのかしら。

　扉は壊されていたわけではなく、鍵かぎを使って開けられていた。それに、犯人は鈴春がくれた腰縄を盗んでいる。今までの嫌がらせとは明らかに違うものだ。

　それに、水瓶が倒されていたのも気になるわ。

　予想するに、あれは優蘭を井戸に誘い出すための罠わなだったのではないだろうか。

「あの、皓月様。……もしかしなくても私、誘い出されました？」

「おや。優蘭さんもその考えに至りましたか」

「ああ、やっぱり……」

「はい。ほぼ確実に、誘い出されたと思います。つまり今回の件は、他の嫌がらせとは違い計画的に行われたのです」

　となると、それを行えた人物はかなり限られてくるだろう。

　まず第一に、鍵を壊すことなく侵入できること。これは絶対条件だ。

　第二に、優蘭の行動をある程度把握していること。でなければ、優蘭が部屋にいないときを狙って侵入はできない。

　第三に、優蘭を殺すだけの動機があること。

　そこまで考えていたら、優蘭の頭に勝ち気で性格の悪い顔をした女の姿が浮かんだ。

　韋い錦文。

　彼女は珊瑚殿の女官長だ。合鍵を手に入れることなど容易にできるだろう。

　第二条件に関しても、錦文なら優蘭の行動を把握できるはずだ。それに、あれだけ部屋が荒れていたにもかかわらず誰も不審がらなかったのも、錦文が犯人なら理解できるのだ。

　そして、第三条件だが。これは恐らく、優蘭の立場が関係しているのではないだろうか。

　優蘭は、皇帝の命により女官になった人間だ。優蘭としては大変不本意だが、皇帝の寵ちようを受けていることは衣の色を見ても明白。それにより、夫である皓月の株も上がっているだろう。政敵である皓月の力を削そぐために優蘭を殺そうとするのは、おかしな話ではない。

　そしてそれだけのことができるのは、後宮でそれ相応の地位を持つ娘がおり、尚なお且つ保守派の中でも権力がある位置にいる人物──韋尚しよう書しよではないだろうか。

　韋尚書に言われたのなら、錦文も言うことを聞くはず。

　だが残念なことに、証拠がなかった。憶測だけでものを語るのはよくない。

　しかし、皓月の意見は聞いてみたかった。

「皓月様は、誰が犯人だと思います？」

「……さて、誰でしょうね？　皆目見当もつきません」

　皓月はにこりと笑いながら肩をすくめてきた。だが、何故だろうか。その仕草に違和感を覚える。

　されど、それを口に出す前に、皓月が立ち上がった。

「では、わたしはこれで。優蘭さんはしっかり療養してくださいね」

「あ……は、はい」

「侍女に見張りを頼んでおきますので、仕事だけはしないように」

「……はーい」

　全部お見通しとは……恐ろしい。

　もぞもぞと寝台に寝転びながら、優蘭は皓月の背中を視線だけで追った。彼の背中が見えなくなった頃、ぎゅっと目を瞑つぶる。

「気になることはたくさんあるけど……今はとにかく、寝よう」

　そして、一日でも早く復帰をするのだ。
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　優蘭が休んでいる間に皓月が使用人を使って何やら動いていたが、何も見なかったことにした。ただ思うのは、「珀家の本気怖い」ということだけだ。

　薬くす師しの許可をもらったのは、突き落とされてから三日後である。

　三日ぶりに出勤した優蘭は、またよく分からない視線を向けられて半眼になった。

　え、今度は何。

　優蘭を見かけた女官たちは、皆顔を青ざめさせて逃げていく。珍獣として遠巻きに見られるよりも酷い扱いに、天を仰ぎたくなった。

　ようやく人間扱いされるようになったのに、なんで悪化してるの。

　今度は一体、どんな噂が広まっているのだ。その答えは、割と早く知ることができた。

　──珊瑚殿の部屋に入ると同時に、梅香が飛び込んできたからだ。

「ねえ、ちょっとあなた！　本当に生きてるの!?」

「………………はい？」

　何を当然のことを。

　あまりにも阿あ呆ほうな質問にぽかーんと口を開いていたら、梅香が体をべたべたと触ってくる。くすぐったい。

「え、な、なんですかっ？」

「じ、実体がある……体温もあるわ……」

「そりゃあ生きてますからねっ!?」

「いや、でもあなた……三日前に死んだって言われていたのよ？」

「…………は？　誰がそんなことを？」

「錦文。天罰が下ったとか言って、楽しそうに笑ってたわよ、あの女。実際三日も仕事休んでるし。本当かと思って驚いたわ」

　──優蘭はどうやら、後宮内で故人扱いを受けていたようだ。




　つかつかと、優蘭は珊瑚殿内を突き進む。そして女官長室の扉を勢い良く開けた。

　許可もなく入ってきた優蘭を見て、韋錦文は目を白黒させる。

「ちょ、何……って、あなた、死んだんじゃなかったの？」

「いや、死んでませんよ。なんなら触ります？」

「はっ？　さ、触るわけないでしょ……」

　錦文は明らかに動揺していた。その様子を見て、優蘭は彼女が優蘭殺人未遂事件に関与していることを感じ取る。

　証拠も何もない。だが、胸の奥底から噴き上がる怒りを止めることができなかった。

　優蘭は錦文のもとに歩み寄ると、にっこり微笑んだ。

「三日前はどうもお世話になりました。大変でしたよ、色々と」

「は、はあ？　わたくしのことを勝手に犯人扱いしないでくれる？」

「犯人……ということは、私の部屋が荒らされたこと、ご存知だったのですね。ああ、あれだけ荒れていましたから、音くらい響きますよね。なのに止めてくださらないだなんて……私、悲しいです」

　わざとらしく、よよよと泣き真似をしてみる。すると、錦文は顔を赤らめた。

「なっ……何よ、わたくしのせいにするの!?」

「いいえ、そういうわけでは。ですが鍵を使って開けられていましたし、もしかしたら何か錦文様のほうにも被害が及んでいたのではないかな、と思っただけです」

「こ、この、減らず口が……！」

　顔がみるみるうちに赤くなる。しかも錦文の声は上ずっているし、目は泳いでいた。ちょっとかまをかけてみたらこの有様だ。父親に何を命じられたのか分からないが、ぬるすぎる。

　優蘭はわざとらしいくらいの笑みを浮かべた。

「私が不在の間、何もなかったようなら何よりです」

　すると、ふんっと錦文が鼻を鳴らす。

「むしろ、もう少し休んでいた方が良かったんじゃない？　あなただって、これ以上駆け回るのは嫌でしょうし」

「……どういうことでしょう？」

「どういうことかしらね？　でもまぁ、帰ってきたんだから……精々頑張ったら？」

　それは、これから後宮で何かするということだろうか。

　これだけのことをやっておいて懲りないなんて……ほんと、性根が腐ってる。

「ご配慮、痛み入ります。もちろん、誠心誠意働かせていただきますよ」

　優蘭は礼とともにそれだけ言い残し、くるりと身を翻した。




　　　　＊




　何が起こるのか分からないながらも、優蘭は何が起きてもいいように色々な準備をした。特に錦文の周辺には警戒し、梅香に頼んで彼女たちを見張ってもらうことにしたのだ。

　その間、優蘭は貴妃と淑妃の茶会に呼ばれた。茶会という名の事情聴取である。適当にはぐらかそうとしたが、二人の目があまりにも怖いので全て打ち明けた。

　結果、紫薔には怒られ鈴春には泣かれた。

　腰縄のことも話したが、「そんなことどうでもいいです！」と鈴春に怒られまた泣かれた。そして同じ腰縄をくれたので、とても困った。

　そんなこともあったが、優蘭が危き惧ぐしていたようなことが起こらない。気づけば、桔き梗きよう祭が翌日に迫っていた。

　事件は、その日の昼に起きた。

　──内ない儀ぎ司し女官全員が、食中あたりでぶっ倒れたのだ。




　　　　＊




「うっそでしょ……」

　歴史を紐ひも解といてみても稀まれに見る惨劇を目の当たりにし、優蘭は心の底から頭を抱えた。

　内儀司というのは、催事を司つかさどる部署だ。そのため、女官の中でも舞と楽器の演奏が得意な女性たちが集められる。彼女たちは今回の桔梗祭でも、大切な役目を担っていた。

　そんな彼女たちが一人残らず倒れればどうなるのか、火を見るよりも明らかだ。

　お陰で後宮内は朝から大混乱、優蘭もあっちへいったりこっちへきたりと後宮中を駆け回った。医官たちも大わらわだ。

　結果、内儀司女官が今朝食べた肉が、この暑さで腐っていたことが原因だと判明した。

　その結果報告に、優蘭は内心舌打ちする。

　そんなわけあるか。

　他のところでも食中たりが起きていたならまだしも、内儀司だけだ。あからさまに今回の桔梗祭をぶち壊そうとしている。

　あまりの事態に眩暈めまいを起こしていたときだ。優蘭は皇帝派宦かん官がん経由で、皓月に呼び出された。




　宦官に案内されて行った後宮と王宮を繫つなぐ門の前に、皓月はいた。優蘭同様薄紫色の衣を着ている。橙だいだい色いろの女官服以外の皓月をまじまじと見るのは、久々だった。

　よく見ると、皓月の他にもう一人官吏がいる。歳は四十ほどだろうか。少しだけしわが目立つが整った顔をした男性だった。髪をぴっちりと後ろで束ね、眼鏡をかけている。ぱっと見の印象では、理知的で柔和な人だと感じた。

　白い官吏服ということは、礼れい部ぶの人間だ。礼部というのは催事を司る部署である。桔梗祭も彼らが中心となって執り行っていた。

　男性の所作にどことなく品を感じた優蘭は、丁寧に礼をした。

「珀優蘭。招集により、参上いたしました。ご用件はなんでしょうか、珀右う丞じよう相しよう」

「忙しい中、よくぞ来てくれました」

　皓月はもう一人の官吏を紹介するように、彼に手のひらを向けた。

「今回呼び出したのは他でもありません。礼部尚書であられる江こう氏が、あなたのことを呼んで欲しいと頼んできたからです」

　ぱちくりと目を瞬かせていると、紹介された礼部尚書が頭を下げてくる。

「初めまして、珀夫人。わたくし、礼部尚書を務めております江空くう泉せんと申します。以後お見知り置きを」

「これはこれは、どうもご丁寧にありがとうございます。珀優蘭にございます」

　尚書ということは、今回の責任者だ。呼び出しは当然である。

　挨あい拶さつもそこそこに、空泉は本題に入った。

「中はどのような感じでしょう？」

「……正直言いまして、かなり悲惨です。今回の祭事に参加する女官は全滅ですので」

「そうですか……困りましたね……」

　そりゃあ困るだろう。優蘭も心の底から困っている。桔梗祭前日なのに桔梗が入荷していないみたいな状況だからだ。一番の売れ筋が入荷していないとか、正直ふざけている。

　そして今回の件が失敗して一番初めに首を切られるのは、間違いなく目の前の礼部尚書だ。それと同時に、内ない食しよく司し女官長も責任を取らされるかもしれない。食事を作ったのは彼女の部署だからだ。そうなれば、後宮内にいる革新派は皇帝派宦官たちだけになる。韋家からしてみたら、さぞ嬉うれしいだろう。

　あのくそ女、これのことを言っていたのね。

　頭の中に浮かんできた性悪女の顔を消すために、優蘭は集中することにした。

「……舞をなくして祭事を進めるということはできないのでしょうか？」

「残念なことに、無理です。今回の桔梗祭において、舞──幽ゆう宴えん誘ゆう羽うは、魂を空から呼び寄せる重要な役目を担っているのです。踊り子の美しい舞で魂を呼び寄せ、奏でる琵び琶わの音色によって死者の国の門が開くとされているのです。つまりこの儀式がなければ、黎暉大国の桔梗祭そのものが進まなくなります」

　そういえばそんな話もあった。毎年当たり前のように開かれていたので、すっかりその辺りが頭から抜け落ちていたようだ。

　こういった古くから続く恒例行事は、唐突に変えてはいけない。反発が大きくなるからだ。礼部としても、そこはしっかり押さえておきたいところだろう。

　その場にいる全員が無言になり、場に嫌な沈黙が広がる。

　どうする、どうする。

　かなりの損失額だ。だからと言って、このまま損をするのは優蘭が許さない。

　考えろ、抜け道はあるはず。

　そこでふと思い浮かんだのは、二人の女性の姿だった。

　紫薔と鈴春。

　芸事に長たけた寵ちよう妃ひと、踊りの名手と謳うたわれた金色の姫。

　この二人なら、あるいは。

　そしてもしこの二人が今回の桔梗祭を成功させれば、後宮内だけでなく国中に、二人の仲の良さを広めることができるかもしれない。そのためにはいくつかの小道具が必要となってくるので、それを含めて考えなければならない。

　優蘭の頭の中でばちばちと、算そろ盤ばんを弾はじく音が聞こえる。じゃらじゃらと、損失額と利益額が算出されていく。

　ちゃりーん。

　金勘定を終えた結果かなりの利益が見込めることが分かった優蘭は、瞳ひとみを輝かせた。

　いける、これはいけるわ……！

　優蘭は片手を挙げた。

「一つ、案がございます。ですがそのために──桔梗祭の開催を、夜にずらすことはできないでしょうか？」

　顔を見合わせ頷うなずく二人に、優蘭は自分の奇策を告げたのだ。




　　　　＊




　礼部尚書から無事に許可をもらった優蘭は、手始めに蘇芳宮と青藍宮の人間を紫し苑おん宮きゆうに集めた。物がなく広いので、人を集めやすかったのだ。

　全員が集まったのを確認した優蘭は、ぐるりと全員を見た。

「時間がないので、早速本題に移らせていただきます。皆様聞いているとは思いますが、食中たりにより内儀司の女官が全員祭事に参加できなくなりました」

　ざわっと場が揺れる。それをかき消すべく、優蘭は声を張り上げた。

「そこで、大変厚かましいのですが貴妃様、淑妃様のお二人とお付きの方々にお願いがございます。──祭事の奏者と踊り子。こちらをやっていただけないでしょうか！」

　直角に近い角度まで頭を下げた優蘭を見て、全員が困惑しているのが伝わってきた。それはそうだろう。桔梗祭は明日あしただ。優蘭だって何言ってるんだこいつと思うと思う。

　仕方ないなと思った優蘭が土下座をする準備を始めていると、鈴春がひっくり返った声を上げた。

「は、珀夫人、何をしているのですか!?」

「え？　誠意が伝わっていないようでしたので、土下座でもと……」

「伝わっています！　十分伝わっていますから、やめてください！」

「え、ええ……」

　皆がこくこくと首を縦に振るので、優蘭は渋々立ち上がった。

　紫薔が困ったように眉まゆを寄せる。

「優蘭、あなたがそんな無茶振りをするのだから、それ相応の理由があると思うのだけれど……聞かせていただいてもいいかしら？」

「もちろんです。理由は三つあります」

　優蘭は人差し指を立てた。

「まず一つ目。お二人に協力を願った理由は、他でもありません。貴妃様は芸事全般に長けた方で、淑妃様は踊りの名手だからです。この土壇場で交代するのですから、元々の技術がかなり高い方でないと無理だと判断しました」

　次に中指を立てる。

「そして二つ目。今回の件が成功すれば、お二人の仲の良さを一気に広めることができるからです。むしろ私としましては、こちらのほうが価値があると考えています。黒を白にひっくり返すことができる、唯一の手ですので」

　そして最後に薬指を立て、

「最後に三つ目。──純粋に、お二人が共演されるのを見たいからです」

　にこっと笑った。ここにいた全員がぽかーんとした顔をする。優蘭はたらりと冷や汗をかいた。

　やばい、場の空気を和ませようとして失敗した。

　だがそれが本音でもあった。

　いやだって、見てみたくない？

　美び姫きと美姫の共演など、滅多にない。せっかくだし本音でも言ってみようかと思ったのだが、上手うまくいかなかったようだ。

　そう思っていた。

「──ふふ」

　思っていたのだが。

「うふふ、あはは！」

　紫薔が声を上げて笑い始めてから、何故か全員笑い出す。今度は優蘭がぽかーんとしてしまった。

　口元を押さえながら、紫薔は可か憐れんに微笑む。

「優蘭。最後のそれって、あなたの本音？」

「は、はい」

「本当に本当？」

「はい。噓偽りない本音です」

「そう。──そう」

　一つ、二つと、紫薔が頷く。何故だかとても嬉しそうだった。

「分かったわ、優蘭。あなたのその提案、乗って差し上げる。とっても楽しそうだし」

　鈴春も頷いた。

「わたしも、やります。……こんな大変なときに、緊張するからやらないなんて言えませんから」

「あ、ありがとうございます！」

　一度頭を下げてから、優蘭はあ、と言った。

「そうです。報酬はどうしましょうか？」

　この二人に頼みごとをするのだから、ただというわけにはいかない。お金が空へ羽ばたいていくのが見えたが、ぐっとこらえる。できれば礼部と折半でお願いしたい。

　だが予想に反して、二人とも提案を断ってきた。え、と声が漏れる。

「いらないわ、そんなもの。ねえ、綜淑妃？」

「はい。というより、もう十二分に頂いてきましたから」

「え……私、お二人に何か贈り物をいたしましたっけ？　あ、もしかして精油や香り袋、花茶のことですか？」

　だがそんなもの、お金にしたら微々たるものでしかない。出演料と無茶を聞いてもらうための上乗せ。今回はこの二つを払うのだから、全く釣り合いが取れていなかった。

　しかし二人は首を横に振る。

「そういうものではないわ」

「違いますね。全く」

「え、ええ……ならなんですか……？」

　皆目見当もつかない。

　困惑が顔に出ていたのか、また笑われた。

「そこが分からないなんて、本当にあなたらしいわ。わたくしはあなたのそんなところが好きなのだけれど」

「わたしも、珀夫人のそんなところが好きです」

「あ、ありがとうございます……？」

　なんだろう。皇帝陛下を差し置いて妃きさきたちから好き好き言われてるんだけど……あんまり嬉しくない。

　以前も紫薔が手袋を渡した件で分からないと言ったら、皓月に似たようなことを言われた。もしかしてこれは、貴族たちの間で流行はやっている新手のいじめだろうか。

　だがここでむくれてそっぽを向くほど、優蘭は子供ではない。なので粛々と自分のやるべきことを進める。

「では、皆さんにやっていただきたいことを説明します──」








第五章　珀夫婦、華麗に解決す









　桔き梗きよう祭当日の朝。その日はとても綺き麗れいな晴れ間をのぞかせていた。雨が多い時季なのに、ついている。

　そんな空の下。硝子ガラス庭園に一足早く向かうべく、優ゆう蘭らんは皓こう月げつと一緒に馬車に乗っていた。

　結局、今日の昼から行われるはずだった桔梗祭は、夕方から始めるということになった。優蘭が空くう泉せんに頼み込み、わざわざずらしてもらったのだ。

　ずらしてもらった理由は二つ。一つは、妃たちにできる限り時間を与えたかったこと。そしてもう一つは──優蘭が大胆な奇策を思いついたからだ。

　優蘭はその奇策を実行するべく、朝から会場に向かっている。その道中うたた寝をしてしまい、強したたかに頭を打った。ゴンッという鈍い音がする。

「うっ、いったー……」

「大丈夫ですか、優蘭さん」

「うう……多分大丈夫です……」

　優蘭は頭をさすりながら欠伸あくびを嚙かみ殺した。徹夜はやはり、そう何度もするものではない。すると、皓月が髪を直して簪かんざしを挿し直してくれる。

　皓月も徹夜をしたはずなのだが、優蘭とは比べ物にならないくらい綺麗だった。紫の官吏礼服が似合っている。この差はなんだろうか。

　ああ、眩まぶしい……。

「優蘭さん、もうひと頑張りです」

「……そうですね」

「はい。優蘭さんが考えた案は、わたしだけだったら絶対に考えつくことができない、夢にあふれたものです。……ですから、絶対成功させましょう」

「……はい！」

　不思議だ。皓月にそう言ってもらえると、不思議とやる気が出てくる。優蘭は軽く頰を叩たたいて活を入れた。

　それから二人は、馬車の中で打ち合わせをする。そしたら従者が声をかけてきた。硝子庭園に着いたらしい。馬車の速度が落ち、停止する。

　外に出た優蘭は、その壮大さに息を吞のんだ。

　わあ……すごく広くて、綺麗なところ。

　全面硝子張りで半円状の建物は、朝日を浴びてきらきら輝いていた。この建物こそ、硝子庭園と呼ばれている場所だ。庭園内には白と紫の桔梗が植えられている。

　この庭園はかなり特殊で、硝子庭園を囲うように大きな庭が広がっている。そちらは四季庭園と呼ばれていた。

　四季庭園もまた見事で、大きな蓮はす池いけや紫陽花あじさい、百合ゆりなど、夏の花々が咲き誇っていた。桔梗祭にふさわしい開花っぷりだ。

　庭園内に入れば、空泉が二人を出迎えてくれた。

「おはようございます、珀はく右う丞じよう相しよう、珀夫人。朝早くからご足労いただき、感謝いたします」

「いいえ。江こう尚しよう書しよこそ、ご苦労様です」

　優蘭はぺこりと頭を下げる。空泉の場合、昨日から硝子庭園に来て準備を進めているのだ。彼も彼で大変だろう。

「ところで珀夫人。妃様方は、どのような感じでしょう？」

　優蘭はにこりと微笑んだ。

「皆様覚えが早い上に勘が良いので、いい感じに仕上がっております」

「……では？」

「はい。なんら問題ないと断言させていただきます」

　はっきりとした口調で言い切れば、空泉は満足したように頷うなずいた。

「それを聞いて安心いたしました。なら後は、会場の準備ですね」

「はい」

「珀夫人は何やら策があるのでしたね」

「はい。無理を言って夕方にずらしていただきましたから……それ相当の演出をしたいと思います」

　優蘭は持ってきた巻物を空泉に見せる。企画書だ。それを一通り確認した空泉は、笑みを浮かべる。

「こちらもしや……珀右丞相にも見せましたか？」

「え？　あ、はい。もちろん」

　むしろこの企画書が形になったのは、皓月のお陰と言っていい。優蘭の突飛な思いつきを実現できるように練り直しまとめたのは、他ならぬ皓月だ。優蘭と一緒に、徹夜で頑張ってくれた。

　空泉が、優蘭の背後にいる皓月を見る。

「珀右丞相。とてもいい奥方を見つけましたね」

「ええ、仰おつしやる通りです。彼女は、わたしにはもったいないくらい良い妻ですよ」

「それは羨うらやましい。妻でなくてもいいので、こんな面白い案を出せる官吏が欲しいものです」

「……きっと見つかりますよ」

「ええ、そうですね。見つけては、いますし」

　え、この二人、いきなり何言い始めてるの……。

　内容が全く理解できない。

　しかも何やら、不穏な空気を漂わせている。二人の間に、ばちばちと火花が見える気がした。言外で、一体どんな攻防戦が繰り広げられているのやら。

　だが二人の笑みの応酬が怖くて、優蘭はできる限り二人の会話を聞かないように努めた。情報は大事だが、この世には聞かないほうがいい話題もある。

　ただ空気を読むことは大事なので、曖あい昧まいに微笑んで二人のやり取りを見守った。

　それからしばらくして、二人のやり取りが終わる。空泉はにっこりと優蘭に笑いかけた。ぞわっと、背筋に悪寒が走る。

「珀夫人。こちらの案、大変良いと思います。ですので存分に、うちの官吏を使ってください」

「は、はい……では十人ほどお借りしてもよろしいでしょうか？」

「もちろん。選出して直ぐに向かわせます。……それでは、わたしはこれで。他にもやることがありますので」

「はい。失礼いたします」

　空泉とのやり取りを無事に終えた優蘭は、肩の力を抜いた。

「つ、疲れた……」

「お疲れ様です、優蘭。無事に企画が通って良かったですね」

「はい。お陰様で、持ってきた器材が無駄にならずに済みそうです」

　玉ぎよく商会の伝つ手てを頼り、優蘭はいくつかの器材を発注していた。演出をより一層引き立てるためには、素晴らしい俳優と技術、そして道具が必要になるからだ。

　優蘭は皓月に先に荷物を運んでくれるよう頼んでから、礼れい部ぶ官吏たちが集まってくるのを待った。

　さすがあの礼部尚書の下で働いている官吏だ。数十分とかからずやってくる。

　優蘭は、集まった礼部官吏たちにぺこりと頭を下げた。

「初めまして、珀優蘭と申します。この度はお集まりいただきありがとうございます」

「……前置きは良いから、早くしてくれよ」

「そうだよ。こっちだって準備に追われて大変なんだからさ……」

　そうだそうだという野次が飛ぶ。どうやら、女に命令されるのが不満らしい。

　だが一応、やる気はあるようだ。それは素晴らしい。

　優蘭はにこりと笑った。

「では……まず初めに、珀右丞相と共に器材を運んでくださいますか？」

「……え？」

「あちらにいますので」

　優蘭が指差した方角に、皓月がいる。彼は雪ゆき籠かごを吊つるすための棒を担ぎながら、こちらへ歩いてきた。優蘭が片手を振ると、にっこり笑って振り返してくれる。

　礼部官吏たちがざわついた。

「ほ、本当に珀右丞相だ……」

「え、珀右丞相も雑務をするの……？」

　すると彼らは、ぱっと弾はじかれたように走り出す。

「珀右丞相！　それはわたしが運びます！」

「いや、わたしが」

「いや、わたしがやる！」

「……これはわたしが運びますので、皆さんは向こうにある積荷を運んでくれますか？」

「「「はい、喜んで!!」」」

　優蘭はぶふっと噴き出しそうになった。慌てて口元を押さえたが、肩が震える。

　やだ……忠犬かしらね……っ？

　だがそれと同時に、皓月の立場というものを改めて認識した。そう、皓月は本当は、とても偉いのだ。大半の官吏が、彼の言うことを素直に聞く程度には。

　そのお陰で、作業はかなり素早く進む。

「うーん。皓月様、これどこに置いたほうがいいと思います？」

「ここに行灯あんどんを置くのはどうでしょう？　釣り合いが取れると思うのですが」

「おお、確かに。ではそうしましょう」

「はい。というわけで皆さん、お願いしますね？」

「「「御意!!」」」

　優蘭はその性質を上手うまいこと利用し、皓月経由で礼部官吏たちをこき使う。

　──結果。会場準備を、昼前に終えることができた。




　優蘭が、皓月と一緒に馬車の中で休憩していると、外がにわかに騒がしくなった。

　二人は顔を見合わせる。

「なんでしょうか？」

「……少し見てみましょうか」

　そろりと馬車の扉を開いて外の様子を確認すれば、何やら揉もめ事が起きていた。白と赤の官吏服を着た集団が、双方綺麗に分かれて睨にらみ合っている。

　白は言わずもがな、礼部の官吏服だ。ならば赤は、どこの官吏服だったろうか。

　優蘭が頭の中にある引き出しをひっくり返そうとしたら、皓月が嫌そうな顔をした。

「吏部ではありませんか……」

「吏部って……例の、韋い尚書がいる部署ですよね？」

「はい。ほら、見えます？　韋尚書が、江尚書に嚙かみ付いているでしょう？」

「……わあ。本当だ」

　皓月が指し示した先にいたのは、あの韋尚書だった。ただ、あのとき見たのは顔だけだった。そのせいか、官吏服を押し出す形で突き出る腹が妙に目につく。今までのこともあり、視界に入れただけでいらっときた。

　身長もあまり高くないくせに、態度だけが無駄に大きい。その証拠に、言い争う声が優蘭にも聞こえてくる。

「江尚書。桔き梗きよう祭がまだ始まらないとは、どういうことだ！」

「だから先ほどから言っております通り、今年は夕方からの開催に変更になったのです。昨日飛ばしの文を全尚書に渡したはずなのですが、届いておりませんか？」

「知らん！　いいからとっとと始めろ！」

　唾つばを飛ばしながら、韋尚書は空泉に食ってかかる。だが、空泉はどこ吹く風だ。

「と、言われましても……陛下がいない状態で、祭事を始めるわけにはいきません。しばらくこちらで待機するか、一度戻っていただけませんでしょうか？」

「くっ……もういい！　お前では話にならん！」

　結局、韋尚書は勝手に何処かへ行ってしまった。その後ろに、金魚の糞ふんのように赤い官吏服の集団が続く。見たところ、四季庭園内を散策するようだ。

　そそくさと、優蘭は馬車の中に引っ込む。

「なんていうか……面倒臭い人ですね。以前よりも態度が大きいですし」

「はい……」

「というより、江尚書にあんな態度をとって良いのですか？」

「それは……江尚書は基本、どんなに無礼なことをされても怒りません。笑顔でさらりと流します。おそらくそれをいいことに、好き勝手やっているのだと思いますよ」

「へえ……」

「──まあ怒らないだけで、別に何もしていないわけではないんですけれどね、あの方は」

　皓月は優蘭に念を押してくる。

「くれぐれも、江尚書と一人で会わないようにしてください」

「ははは。頼まれたって嫌ですよ」

「……意外です。江尚書は割と、女性に人気の高官なのですが。優蘭さんは興味がないのですか？」

「興味がないというか……」

　優蘭はぽりぽりと頰を搔かく。

「だってあの人、絶対に面倒臭い人じゃないですか」

「そう思います？」

「はい。正直言ってあの人は、関わり合いにならないほうがいい人種だと思います」

　空泉の笑みを見るたびに、背筋がぞわぞわするのだ。底知れない何かを感じてしまう。ただの良い人なら、あんな感覚にはなったりしないだろう。

「というか……優しいだけの人間が、あの年齢になっても高官を続けていられるとか、まずないじゃないですか」

「……確かに」

「なので、無理です」

　笑顔できっぱり拒否したら、何故か笑われる。

「優蘭さんらしいですね」

「……皆さんそう仰いますが、ほんとどういう意味なんですそれ」

「良いんですよ、知らなくて。というよりきっと、言っても分からないと思いますし」

　なんだそりゃ。

　だがこれ以上聞いても答えてくれそうになかったので、優蘭はふて寝を決め込むことにした。
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　桔梗祭まで、残り二刻（四時間）ほど。

　仮眠を終えた優蘭は、諸もろ々もろの最終確認を行っていた。まかり間違っても、妃ひ嬪ひんたちに怪我をさせるわけにはいかないからだ。舞台上に危険物がないか、細心の注意を払う。

　起きたら皓月が消えていたのだが、彼は彼で忙しいのだろう。右う丞じよう相しようなのだから当然と言ったら当然なのだが。

　それに、これからの作業は別に皓月がいなくてもできる。そのため、特に気にすることなく確認を行っていたら──誰かの叫び声が聞こえた。

「おい、どこいった!?」

「知るか！　ちゃんと管理しておかないからこういうことに……！」

　……ものすごーく嫌な予感がするのは、私だけかしらね……？

　しかしとても残念なことに、優蘭の予感は的中する。

「祭事に使う花、どこいったんだよ！」

　──この土壇場でまた、事件が起きたようだ。




「帯に差すための桔梗の花が、消えてしまったんです」

　事情を聞きに行けば、空泉は沈痛な面持ちでそう答えてくれた。

　桔梗祭ではどうやら、参加者一人一人が腰帯に白い桔梗を差すらしい。その内の数十本を入れてあった籠が、三つほどなくなっていたのだそうだ。

　参加する官吏は二百人ほど。なくなった花は百本ほどだそうだ。花は必ずつける決まりになっているので、つけないという選択肢はないらしい。

　どんだけ桔梗祭をぶち壊したいのよ……。

　眠気もあいまって、優蘭はぶち切れたくなった。

　現在必死になって花の行方を捜しているが、礼部官吏全員を使ってもまだ見つからないらしい。

　もう、韋尚書が黒でいいんじゃないの？

　むしろ、あの男以外でそんなことをしそうな人間はここにはいない。今回早めにやってきたのだって嫌がらせのためと考えれば、説明がつくのだ。

　優蘭は、ぐりぐりとこめかみを押した。色々なことが起きすぎて頭が痛いが、もうひと頑張りしなければいけないらしい。

　優蘭は空泉に問う。

「その桔梗の花は、どこで咲いているものでなければならないという決まりがあるのですか？」

「いいえ、ありません。ですが、硝子庭園内の桔梗を使うことは許可されておりません」

「何か理由が？」

「理由は二つあります。一つ目は、硝子庭園内の花は、全て陛下のものだという点です。なので許可が下りない限り、摘み取ることは許されておりません」

「なるほど」

「そして二点目。実を言うとこの硝子庭園、逸話の多い場所でもありまして。この場所を陛下の許可なく荒らした者には、天罰が下るのだそうです」

「……そんな、まさか」

「実を言うとわたし、硝子庭園の植物を無断で摘み取った官吏が、その翌日不審死を遂げたのをこの目で見ております」

「……理由はよく分かりました」

　あんまりにもあんまりな逸話だったので眉まゆ唾つばかと思ったが、そうではないらしい。こういうのはあまり馬鹿にするとしっぺ返しを食らうので、黙って口をつぐむ。

　優蘭は顎あごに手を当て、考えた。

　桔梗が五十本か……頑張れば、なんとかなるかしらね？

　用意できる当てはある。だがそのためには、絶対的に人手が足りなかった。

　この場でそれを補えそうなのは、ただ一人。空泉だ。

　優蘭はすっと片手を挙げた。

「江尚書。少し宜よろしいですか？」

「なんでしょう？」

「はい。私ならば、桔梗を集めることができると思います」

「……それは素晴らしいですね」

「はい。そしてそれを解決するために必要なのは、お金と人員です」

　桔梗祭開催まで、もう幾ばくもない。だが、花がないと無理だというならやるしかないだろう。

「なので江尚書。人員を貸していただけないでしょうか？　桔梗は私が集めます」

「……当てはあるのですよね？」

「もちろん。私を誰だとお思いですか？　商家の娘ですよ」

「……そうでした。玉商会の噂は、わたしの耳にも入っておりますよ」

　すると空泉の手がすっと、優蘭のほうへ伸びてくる。ぽんっと、肩を叩たたかれた。

「ではお願いいたします、珀夫人」

　随分と玉商会を買ってくれているようだ。理由は分からないが、ちょっとだけ嬉うれしかった。

　そうよ。うちの商会舐なめちゃいけないわよ。

　玉商会は、周囲との繫つながりを大切にしている商会だ。なので、声をかければ多少の無理を押して助けてくれる人が数多くいる。

　城の桔梗祭は今日だが、王都で行われる桔梗祭は三日ほど先である。ならどこの商会も、桔梗の鉢の在庫を多く抱えているはずだ。

　必ず売れることが分かっている売れ筋商品なので皆渋るだろうが、優蘭を含めた玉商会の人間が頼み込めば可能性はある。

　在庫分の補ほ塡てんは、玉商会お抱えの花農家から出すことでどうにかしてもらう。ついでに無茶な注文をつけた代償と口止め料を含め、料金割り増し。一つの鉢で桔梗の花が五本から十本ほど取れると計算して……必要なのは、十から二十くらいの鉢ってことになる。

　一つの商店で買うのではなく、いくつかの商店で買えば成功率はなおのこと上がるだろう。あとは、どれだけ早く効率よく動けるかだ。

　優蘭の頭はすでに勢い良く回り始めていた。

「この時期はみんな桔梗を買っていきますから、在庫はあると思います。ただ売れ筋ですから、十から二十の鉢を確保するとなると様々な商店で買うのが一番いいかと」

「なるほど」

「はい。城下で桔梗を売っている店は、私が記憶している限りだと五店舗ほどです。ただ城下も広いですから、残り時間は桔梗を切って準備する時間なども含め……一刻半（三時間）辺りが妥当でしょうか。となると、ここから近めの三店舗を回り、一つの店舗で六から七つほど購入するのが良いかと。もちろん、料金割り増しで」

　すると、今まで黙っていた官吏が渋面を作る。彼は、桔き梗きようの管理を任されていた男だ。

「別に普通でいいんじゃないか？　わざわざ料金を上乗せする意味が分からない」

　分かってないなこの男。

「よくお考えください。硝子庭園で行われる桔梗祭の存在は、皆知っています。その当日に官吏と思おぼしき人たちが、桔梗をいくつも買っていく……しかも我らは皆白い官服を着ております。さぞ目立つことでしょう。これを見たら、どう思いますか？」

「それ、は……」

「……お分かりいただけましたか？　桔梗祭で何かあったのだと、城下の民に宣伝して回っているようなものです」

　平民だからと舐めてかかってはいけない。彼らは平民だからこそ強いのだ。それっぽいことが起きれば様々な噂を周囲に吹ふい聴ちようし、あっという間に広まる。

　そして今回のことは、外部に漏れてはいけない事件であろう。礼部のためにも、もちろん現皇帝のためにも。

　そのための料金割り増しだ。

　優蘭はぽんっと自分の胸を叩いた。

「とりあえず、代金は全て私が払います。ですので、私の実家である玉商会に一番初めに向かっても構いませんか？　そこで金銭を確保すると同時に、周辺商会に使いを出して根回しがしたいのです。衣もそこで借りれば、今よりも目立たないかと。そうすれば、皆様のご負担を和らげることができると思います」

「ああ、それはありがたい。珀夫人自らご協力してくださるなど……」

「大切な祭事ですからね。礼は、無事に成功したあとで良いです」

　空泉の許可と官吏を自由に使っていい権限をもらった優蘭は、先ほど乗っていた馬車に数人を引っ張り込み再び乗り込んだ。

「さあ、ここからは速度と正確さが命よ」

　ポキポキと指を鳴らす。

　それを見て、共に乗っていた官吏たちが顔を真っ青にして震えた。中には、優蘭を馬鹿にしていた者たちもいる。

　これ、憂さ晴らしにはちょうどいいんじゃない？

　優蘭は、湧き上がる衝動をこらえつつ満面の笑みを浮かべた。

「こき使うつもりだから、そのつもりでよろしくね？」

　──それから数刻、哀れにも馬車馬のように働かされる官吏たちがいた。緊急事態だからという理由で普段しない運動をしたからか、体のあちこちが軋きしむといって嘆いていた。

　その一方で、優蘭は生き生きとした様子で官吏たちに指示という名の仕返しをしていたという。

　だがそれを知るのは、極々僅わずかな人間だけだった──




　　　　＊




　無事時間内に、桔梗を集めることができた。

　花の処理を礼部官吏に任せ、優蘭は貴妃と淑妃が待機する天幕に滑り込んだ。

「お待たせしました」

　視線が一気に優蘭のほうに向く。

「あら、お疲れ様、優蘭」

「お疲れ様です、珀夫人。色々あったと聞きましたよ」

　紫し薔しようと鈴りん春しゆんが労ねぎらいの言葉をかけてくれるが、頭に入らなかった。

　──それほどまでに、二人の姿は美しかったのだ。

　感動のあまり、疲れが一気に吹き飛ぶ。

　優蘭はぷるぷる震えながら、その場で膝ひざをついた。

「う、う……っ、頑張った甲か斐いが、ありました……っ」

「……え、優蘭泣いているの？」

「何故泣いているのですか……？」

「感極まった感じです」

　それに、歳を重ねると涙脆もろくなるのだ。

　すると、紫薔が鈴を転がすような声で笑う。

「あらあら。優蘭、その感動は是非とも、舞台を見てからにして頂ちよう戴だい」

「そうですよ、珀夫人。わたしたち、あれからさらに頑張ったんですから。……だから」

　鈴春が胸を張って言う。

「わたしたちの勇姿、しっかり目に焼き付けてくださいね」

　そう言う鈴春は、なんだかとても頼もしくて。優蘭は笑ってしまった。

　つい先日まで、あんなにも悩んでいたのに。まだ開ききらない蕾つぼみのような少女だと思っていたのに。今では一人の女になっている。それが、まるで我がことのように嬉しいと感じてしまうのは、不敬だろうか。

「はい。この目にしかと焼き付けます」
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　黄こう昏こん一つ時（午後七時～七時半）。空が全て紺こん碧ぺきに彩られた頃、桔梗祭はようやく開催された。

　普段よりも大幅に遅れての開催だ。参加する官吏たちは皆口々に文句を言ったが、皇帝までもが許可を出したため硝子庭園に着いた頃には誰もが黙る。

　参加者全員が揃った頃には、皆定位置に着いていた。

　硝子庭園内はいくつもの灯とう篭ろうが設置されて、煌こう々こうと光を放っている。なのでそこまで暗くはない。だが揺らめく炎のせいか、庭園内全体がどこか怪しげな雰囲気を醸し出している。

　そんな中、ぽう、と。舞台上に掲げられた灯篭に火が灯ともっていく。それは舞台の上に置かれた行灯あんどんに広がり、壇上を照らす。




　その中心に、紫薔と鈴春がいた。




　二人の美び姫きの登場に、場がわずかにざわめく。

　それと同時に何故、と声がした。それもそのはず、王宮にも広まるほど仲が悪かった二人が同じ場所で──しかも同じ、変わった作りの襦裙を着ているのだ。驚くのは当然だろう。

　しかもどういうわけか、二人の襦じゆ裙くんはキラキラと輝いている。衣が揺れるたび。灯篭が、行灯が揺らめくたび、キラキラきらめいていた。

　一同が呆あつ気けに取られている間、二人は美しい礼をする。それから紫薔は端にいる奏者たち同様座り琵び琶わを、鈴春は薄絹の布・披ひ帛はくの端と端を指でつまみ、出てきた他の踊り子たちの中央に立つ。

　──一音。

　紫薔が琵琶の弦を弾はじくのと同時に、鈴春はくるりと回った。披帛がふわりと天女の衣のように浮き上がる。

　沓くつ音おとを響かせることなく、鈴春は滑るように動く。指先から足先まで、何一つ無駄がない美しい動作だ。

　何よりその表情がいい。憂い、とでも言えばいいだろうか。彼女は瞼まぶたを伏せ、一心不乱に踊っていた。

　まるで何かの痛みに耐えるように眉まゆを寄せ、口を一文字に結んで。だけど時折、口がわずかに開き微かすかに笑む。ほう、と吐いた息さえも甘く、とろけるようだった。

　まるで今は亡き、愛いとおしい人に向けるかのように。彼女は夜空の下で舞う。

　美少女なんて可愛らしいものではない。──まごうことなき美女が、そこにいた。

　その優雅な姿に誰もが息を吞のみ、釘くぎ付づけになる。

　緩急をつけた動きにはどこか艶つやがあり、指先一つ一つから色香が漂ってくるようだった。衣が風を含み膨れれば、星のような瞬きが起こる。まるで、本当の星たちが彼女を祝福しているようだ。

　鈴春の金色の髪は、炎の色を帯びて紅あかく染まっている。

　金色と真紅、二つの色を行き来するその髪。

　そしてこの世のものと思えない美しい姿。

　そのあり様があまりにも人間離れしていて。観客は、今自分たちがいる場所が夢か現うつつか判断できなくなってしまった。

　正しく、胡こ蝶ちようの夢だ。

　幻想的とも言える光景に誰も彼もがうっとりし、この空間を心から楽しんでいる。つい先ほどまで文句を言っていたのに、それが噓のようだ。

　鈴春の舞も良いが、紫薔の琵琶の音色も心地好よい。

　あの細い指先のどこにそんな力があるのかと思うほどの強く激しい音が響いたかと思えば、小鳥のさえずりのような可愛らしい音色にもなる。しかし時折、どきりとするほどのなまめかしさが音に含まれているのだ。

　しかも紫薔は、ただそこに座って琵琶を弾いているだけ。それなのに、伏せた睫まつ毛げや弦を撥ばちで弾く姿が目に入ると、自然と視線が吸い寄せられる。

　彼女は脇役でありながら、自身の姿を密ひそかに主張していた。

　今回はどちらか片方が良いわけではなく、両方とも素晴らしい。

　結果、集められた官吏たちは今が夜だということも忘れ、その美しい舞と音色に魅了されていたのだ。

　だがどんなものにも終わりは来る。

　最後の一音を奏で終わり、鈴春が動きを止めたとき──火が、一気にかき消えた。

　何が起こったのか全員が理解し終える前に──空から何かが降ってくる。

　手元に落ちたそれを見れば、桔梗の花だった。

　なんでそんなものが。

　疑問に思い空を仰ぎ見て、気づく。

　空には。

　雲一つない、紺碧に染まった空には。

　満天の星がきらめいていた。

　誰かが言う。「星が落ちてきた」と。

　そんな馬鹿な、と笑う声がしたが、すぐに止んだ。本当に星が落ちてきていたからだ。

　きらりきらりと、星が流れては落ちる。

　──流星だ。

　それは一つではなく、いくつもいくつも流れていくのだ。声にならない吐息が溢あふれては溶けていく。

　穏やかな静寂が広がる中、桔梗祭は大成功を収めたのだ。




　──肝心の優蘭はと言うと。

　裏方の責任者として、奮闘していた。

　石灯篭の火を消させたり、桔き梗きようの花を振りまくよう指示を飛ばしたり。とにかく、礼部官吏たちをこき使った。

　一番苦労したのは、舞台に設置した行灯の火を消すこと。ここに人が入ったら舞台が台無しになってしまうので、蠟ろう燭そくの溶け具合を昨夜から入念に計算し、音楽が消える辺りで火が消えるよう考えた。

　舞台上に設置した雪ゆき籠かご──紙吹雪を降らせるための器材──も、上手うまく作用してくれたようだ。本来なら見えないようにしなければならないが、夜ということもあり思い切って露出したままにしたのが良かったようである。

　本当は紙吹雪を散らそうかと思ってたんだけど、桔梗を買いに行ったときに「あれ、桔梗降らせたほうが神秘的じゃない？」って思っちゃったのよね。

　咄とつ嗟さの思い付きが、まさかここまで上手くいくとは。世の中分からないものだ。

　そんな状態だったが、二人の踊りと演奏はちゃんと見ている。

　それは、まるで夢のような光景だった。

　仙女というものがいるなら、きっと彼女たちのような女性なのだろう。

　それに、縫い付けた硝子玉がいい味を出していたわ……。

　そう。衣が光に反射してきらきら輝いて見えたのは、硝子玉のお陰だ。蘇す芳おう宮きゆうと青せい藍らん宮きゆう付きの内ない服ふく司し女官たちが、徹夜をして頑張ってくれた。

　実を言うと皓月は、その作業も手伝ってくれたのだ。そのときの速度と正確性は、今でも忘れられない。とりあえずあの技術さえあれば、珀家が没落しても食いっぱぐれることはないと思う。

　優蘭は、美しく咲き誇る花のような鈴春に目を向けた。

　……本当、あんなにか弱い少女だったのが噓みたい。

　披帛を躍らせながら舞う姿は、とても美しい。鈴春はすっかり女としての色香を身につけたようだ。きっとこれには、皇帝も喜ぶことだろう。

　何よりも嬉うれしいのは、彼女たちは自身の夫である皇帝でなく優蘭のために踊ってくれたことだ。それが、疲れ切った心にそっと沁しみていく。

「……よかった。本当に、良かった……」

　最後に予定していた、礼部尚書の祝詞も無事終わり。

　桔梗祭は幕を閉じたのだ──




　　　　＊




　確かに桔梗祭自体は終わった。

　だが裏方には、他にやることがあるのだ。

　──そう。後始末である。




　日も昇りかけた頃。

　優蘭は一人、荷馬車に揺られていた。その操縦席に座り、ぽくぽくと歩く馬の蹄ひづめの音を聞く。その音が、優蘭の眠気を余計に誘った。

「眠い……眠すぎる……」

　だが、手綱を握る手にはしっかり力を込める。馬を操っているのは優蘭なのだ。うっかり放して馬が暴走したら、目も当てられない。

「起きろー起きなさい私─」

　声を出し、眠気を必死にこらえる。人っ子一人いない時間だからか自分の声だけが妙に響いて、なんだか悲しくなってきた。

　優蘭が現在使っているのは、玉商会から借りた荷馬車と馬だ。商人時代から使っているものなので、扱いには慣れている。後ろの荷台に、昨日置いていった器材を載せて運ぶ予定だ。

　そんな彼女が何故一人なのかというと──さすがに、朝から皓月を起こすのはどうかと思ったからである。

　皓月様だって、疲れているはずだもの。これ以上無茶はさせられない。

　同じ理由で、従者も起こせなかった。そんなわけで、優蘭は一人後片付けに向かったのだ。

「だってねえ……今回の器材……特に雪籠とか行灯とかは、私が急きゆう遽きよ持ち込んだものだし……普段の仕事は休めないだろうから、なら朝取りに来るしかないわよね」

　そんな独り言を言って気を紛らわす。

　そうこうしていると、視界の端に硝子張りの半円状建築物が入った。硝子庭園だ。

「わあ……綺き麗れい」

　硝子が、朝焼け色に染まっている。

　紺こん碧ぺき色、薄紫色、桃色、朱と鷺き色いろ、橙だいだい色いろ。空を彩る様々な色が、丸ごと硝子に映っていたのだ。こんな光景、朝しか見られないだろう。

「ちょっと得した気分……」

　お陰様で、意識も覚かく醒せいする。

　荷馬車を硝子庭園の入り口に止めた優蘭は、頰をぱんっと叩たたいた。

「さて、仕事しますか！」

　そう意気込んだのは良いものの。

　──早々に挫ざ折せつした。灯とう篭ろうに手を突きうなだれる。

「まあ、当たり前よね……準備のとき、あれだけの男性たちに手伝ってもらったのに、私一人で片付けなんてできるわけないわよねえ!!」

　特に、雪籠を設置する際に使った器材なんかは無理だ。男手が必要になる。

　八つ当たりにぱーんと石灯篭を叩いたら、手が痛くなった。阿あ呆ほうである。

　どうやら眠すぎて、冷静に考えることもできなくなっていたようだ。

　優蘭は溜ため息いきを吐き、硝子庭園から出ようと踵きびすを返す。

　そうしたら、おかしなものが視界に入った。

　あれ……馬車が停まってる？

　優蘭が乗ってきた荷馬車の他にもう一台、馬車が停まっている。こんな時間に来るなど珍しい。ぼんやりとした頭で馬車を眺める。

　そのときだ、優蘭は気づいた。──その馬車に、韋家の紋章が刻まれていることに。

　瞬間、頭上が陰った。

　……え？

　振り返ろうとしたら、男が。韋尚書が、剣を振り下ろしていた。

　その動きがひどくゆっくりに見え。優蘭は、自身の死を悟る。

　あ、私、死ぬのね。

　商人として働いているときも、女官として働いているときも。身の危険を幾度となく感じてきた。が、終わりがこうも突然くるとは。

　そんなとき浮かんだのは両親や弟の顔ではなく、何故か──皓月の怒った顔だった。

　──そんなとき。

「──私の妻に、何をしているんですか」

　氷のように冷ややかな、声がした。

　それと同時に、カーン！　という甲高い音が響く。優蘭は地面にへたり込みながら、ポカーンとした。

　するとどういうことだろう。韋尚書が持っていた剣が宙を舞い、くるくると回る。剣は綺麗な放物線を描き、桔梗が咲いている場所に突き刺さった。何本かの桔梗がへし折れ、無残にも散らばる。

　韋尚書が愕がく然ぜんとした様子で叫んだ。

「珀右う丞じよう相しよう、だと……！　なぜここに!?」

　すると優蘭を助けた男、珀皓月その人は。

　今まで見たことがないくらい冷めた目をして、手ぶらの韋尚書目掛けて剣を振り始めた。

「ひい!?」

　韋尚書がすんでのところで剣を躱かわしたが、皓月は冷静だった。着実に狙いを定めていく。

「なっ、わぁっ!?」

　一歩、また一歩。距離を詰めながら、皓月は韋尚書を追い詰める。一方の韋尚書は、無様に地面を転がりながら逃げ続けていた。

　そのとき、優蘭は気づく。

　皓月様……わざと逃がしてる？

　肉食動物が、獲物をじわじわ追い詰めるのと一緒だ。相手をいたぶり、弱らせる。皓月の追い詰め方は、そういう系統の残虐さを含んでいた。

　韋尚書はどんどん追い詰められ、庭園の端へと追いやられる。すると、転げ回る韋尚書の髷まげが斬り落とされた。結われた髪がぼとりと落ちる。

　仰あお向むけに倒れ込んだ韋尚書に剣を向けながら、皓月はようやく語り出した。

「何故わたしがここにいるのか。それは簡単です、あなたのことを昨夜から見張っていたからですよ。ほら昨日、桔梗を蓮はす池いけに落としていたでしょう？　あなたのことなので、証拠隠滅するために取りに来ると思っていたのですよ。……まさか一人で来て、しかも優蘭さんを害そうとするとは思いませんでしたが」

「は……？」

「というより、かなり前から調査はしてましたよ。上手い具合に逃げられて、こちらはずっと辛酸を舐なめてきたわけですが。……ああ。ですが先日ようやく、後宮内で韋家に命じられて悪事を働いたという女官と、その女官が持っていた指示書が見つかったのですよ。わたしの協力者がいい働きをしてくれました」

「なっ!?　そ、そんなわけが……！」

「指示書は燃やしたから、ですか？　残念ですね、燃やしたそれは、わたしが写した偽物ですよ」

　淡々と。だが確実に、皓月は韋尚書の精神を締め付けていく。その証拠に、韋尚書の表情が徐々に歪ゆがんでいった。

　それを見ても、皓月の表情は冷ややかなままだ。そのまま、また口を開く。

「本当は、それが手に入った時点であなたを断罪しても良かったのですが。あなたがわたしの妻に手を出したので、やめました」

「わ、わしがやったという証拠がどこにあるっ!?」

　すると皓月は、器用にも空いている手で懐に手を差し込みあるものを投げた。転がったそれが、韋尚書の沓くつに当たって止まる。

　それを見た韋尚書は、脂汗を流しながら絶句していた。

「あなたなら、一目見て分かるでしょう？」

「あ……あっ……」

「韋家の紋章が刻まれた、簪かんざしですよ。後宮でこれを使えるのは韋錦きん文ぶんだけです。──さてこの簪、どこに落ちていたと思います？」

　にっこり。不気味なくらい不自然な状況下で、皓月が笑った。韋尚書がぶるりと身を震わせる。

「わたしの妻が落とされた、井戸のそばに落ちていたのですよ」

　それは。その簪は。

　優蘭を井戸に落としたのが韋錦文だという、この上ないくらいの証拠だった。

「さて。種明かしも済みましたし……あなたと話す理由もなくなりましたね」

　そう呟きながら、皓月は韋尚書の首筋に剣を当てた。ぷつりと、剣先が首の皮を斬った。韋尚書の首筋から一筋の血が垂れる。

　皓月様、韋尚書を殺す気だ……！

　殺すのは別に構わない。なんせ、韋尚書は完全なる黒だからだ。だが。

　優蘭は急いで立ち上がる。足をもつれさせながら走り、そして──剣を持っていないほうの皓月の腕に、抱き着いた。

「皓月様、そこまでにしてください!!」

「……優蘭さん」

　必死な優蘭とは違い、皓月の口調はどこか優しかった。まるで駄々っ子をなだめる父親のようだ。しかし逆にそれが、優蘭を余計焦らせる。

「韋尚書は、一度ならず二度もあなたを傷つけようとしたのですよ」

「それは、分かっています」

「なら、何故止めるのでしょう？」

　心底不思議そうに言われると、まるで優蘭が間違ったことをしている気分になる。

　落ち着け、落ち着け……！

　自分に何度も言い聞かせながら、優蘭は叫んだ。

「ここで韋尚書を殺したら──皓月様が呪われる可能性があります!!」

「…………は、い？」

　皓月が気を抜いた瞬間を、優蘭は見逃さなかった。矢継ぎ早に言う。

「この硝子庭園は色々と曰いわくの多い場所だと、江尚書からお聞きしました！　その原理でいくと……ここで韋尚書を殺せば、皓月様に災いが降りかかる可能性が高いです！」

「……そういえば、確かに」

「はい！　それに韋尚書は既に禁忌を犯しています……庭園の桔き梗きようを傷つけるという、世にも恐ろしい禁忌をです!!」

　韋尚書が「いや、それは珀右丞相のせいで!?」とか騒いでいたが、剣の所有者は韋尚書だ。しかも初めに仕掛けてきたのは彼である。よって、罪があるのは韋尚書だ。優蘭がそう決めた。反論は聞かない。

「なので……なので！　皓月様がここで手を下すのは、駄目です！」

「……優蘭さん……」

「絶対に駄目です。あなたの妻として、許しません」

　じいっと、皓月の目を見て、優蘭は言い切った。

　しばらく、視線が交錯する。

　──折れたのは結局、皓月のほうだった。

「……分かりました。あなたにそうまで言われたら、仕方ありませんね」

　そう言い皓月が剣を鞘さやに収めると、どこからともなく男たちが出てきた。あまりの数にぎょっとしたが、皓月が「わたしが連れてきた武官です」と言ってくれたのでほっとする。

　韋尚書の伏兵だったら、洒落しやれにならないもの……。

　優蘭がどぎまぎしている中、武官たちはさっさと韋尚書を縄で縛り連行した。

　すると、その中で隊長格に当たる人物が礼をしてくる。

「奥方様。珀右丞相を止めてくださり、ありがとうございます」

「へっ？　い、いやいや……そんな、大したことでは」

「いえ、偉業です。……あの状態の珀右丞相を止められる方は、陛下くらいですので……」

　となりでそれを聞いていた皓月が何か言う前に、彼は颯さつ爽そうと去っていった。さすがだ、引き際が分かっている。

　ていうか……皓月様にあんな一面があるとは思わなかったわ……。

　思わずじっと見つめれば、皓月が首を傾げる。

「どうかしましたか？」

「いえ、意外な一面を見たなと思いまして」

「……あ……す、すみませんっ。怖がらせてしまいましたか……っ？」

「ん？　いえ、そんなことは。むしろ男らしくて素敵でしたよ」

　すると、皓月が虚を衝つかれたような顔をした。

「そ……そうです……か？」

「はい」

　今まで優しいところしか見たことがなかったので、怒りを露あらわにして助けてくれたときはどきっとしたくらいだ。

　そんなことをぼんやり考えていると、皓月が「そ、それは純粋に嬉うれしいと言いますか……い、いや、夫として当たり前のことをしたまでで……」と何やらぶつくさ言っている。しかし何を思い出したのか、顔を勢い良く上げて優蘭を見た。

「い、いや！　わたしはその程度で騙だまされませんよ!?」

「へっ？」

「何故こんな時間に、こんな場所へ来たんですか！　女性が一人で出歩いて良いと思っているんですか！」

「そ、それは……器材の片付けをしようかなと思いまして……」

「ならせめて、従者をつけてください！」

「うぐっ……ぐうの音も出ない……！　って、怖い！　顔が怖いですよ皓月様!?」

　皓月が、鬼のような形相で優蘭に迫ってくる。そして優蘭はそのまま、為なす術すべなく珀邸に連行された。

　──その一件以降、優蘭はもう二度と一人で出歩くまいと心に誓ったのだった。








間章二　夫、自身の想いを自覚する









　韋い尚しよう書しよを捕らえた後。

　皓こう月げつは皇帝の執務室へ向かうべく、廊下を歩いていた。その際に幾人もの官吏たちに会う。

　普段ならば会釈と同時に笑って挨あい拶さつをしてくる官吏たちだが、今日ばかりは立ち止まり礼をしてくる。どうやらもう、韋尚書を捕らえたことが広まっているようだ。

　怯おびえられている。そのことは分かったが、どうでも良かった。皓月の胸のうちにあるのはただ一つ。

　優ゆう蘭らんを殺しかけた元凶に対する、冷めた思いだけだ。

　だから別に他者からの視線など気にしないし。どう見られていようと、構わなかった。

　黒髪をなびかせながら進んでいると、皓月は皇帝の執務室から出てきた一人の高官に出会う。

　礼れい部ぶ尚書・江こう空くう泉せんだ。

　彼は皓月の存在に気づくと、にっこりと笑みを浮かべる。

「これはこれは珀はく右う丞じよう相しよう、ご機嫌麗しく。韋尚書をあなたが捕らえたという話は、もうわたしの耳にも届いておりますよ」

「……先日以来ですね、江尚書。務めを果たしたまでですよ、お気になさらずに」

「そうですか」

　空泉は、笑みを崩すことなく言う。

「ですがわたしとしては、とても気になるのですよ。以前のあなたであれば、きっと刑部尚書に任せて自ら手を下すことはなかったでしょう」

「……江尚書のほうがその辺り分かっているかと思いますが、人は変わる生き物ですよ」

「それは確かに」

　瞬間、空泉がすっと。皓月の耳元へ滑り込んできた。逃げる間も無く、皓月の耳に言葉が響く。

「ですが珀右丞相。人が変わる裏には、『何者か』の存在が必ずあるのですよ？　あなたを変えたのは、どなたでしょうね？」

　ゾワッ。

　皓月の背筋に、冷たいものが走った。

　この男はどこまで、自分のことを見透かしているのだろう。

　だがそれを今悟られるわけにはいかない。皓月はゆっくりと空泉を一いち瞥べつする。

「話は、それだけですか？」

「……ええ。老いぼれの戯たわ言ごとにお付き合いくださり、ありがとうございました」

「いえ」

「──奥様に、よろしくお伝えください。『あなたのお陰で、首の皮一枚繫つながりました』と」

　皓月は、振り返りそうになるのをなんとか堪こらえた。空泉の沓音が聞こえなくなったのを確認してから、やっと振り返る。

　一体彼は、どこまで分かっているのでしょう。

　今回後宮内で起きた事件は全て、韋尚書が後宮内の実権を握るために起こしたものだった。貴妃と淑妃を廃そうとしたのはそのためだ。しかしその目もく論ろ見みは、優蘭が現れたことにより潰ついえてしまう。

　それを見て焦った韋尚書は、優蘭を殺すよう娘に命じた。だがこちらも失敗。

　追い詰められた韋尚書は、祭事をぶち壊すことで革新派の礼部尚書だけでも潰つぶして保守派の実権を増やそうとしたようだ。

　結果的に、それら全てを優蘭が解決した。が、皓月にはどうしても、空泉がそんな理由で失脚するとは思えない。

　空泉はあれでも、皇帝にかなり心酔しているのだ。もし女官たちが踊れないと知れば、たとえ笑われようが女装でもなんでもして、自らが舞台に立っていただろう。

　つまり、今回の件は。

　空泉が、優蘭を試したのだ。

　結果、優蘭は気に入られてしまった。

　厄介な人間に目をつけられてしまった自身の妻に、皓月は心の底から同情する。しかしそれと同じくらい、空泉に対して苛いら立だちを覚えていた。

　もやもやイライラ。こんな感情は初めてだ。自分の感情を制御できるほうだと思っていたのだが。

「……失礼します、主上。皓月です」

『入れ』

　そんな気持ちを抱えたまま扉を開ければ、満面の笑みをたたえた劉りゆう亮りようと対面した。

「………………なんでしょうか、そのお顔は」

「ん？　いや、そなたが空泉と言い争いをしていたのでな」

「……別に言い争いはしておりませんが」

　一方的に詰め寄られていただけだ。

　もやもやしたものが膨れ上がるのを感じた皓月は、手にした書面を劉亮に提出した。

「こちらが、韋尚書の調書になります。屋敷にも人をやり隅の隅まで調べさせましたが……やはりかなりの数の官吏が、賄わい賂ろを渡し不正に科挙を通過していたようです」

「ほう、そうか」

「どういたしますか？」

「使えないのであれば切り捨てよ」

「では、韋尚書が推薦した妃ひ嬪ひんは如い何か様ようにいたしましょう」

「それよなぁ。どうしたものか……いや、これを機に入れ替えるのもありだな。要らぬ者を選抜する。皓月は、余がおらぬ後宮を見ていたのであろう？　ならば、不要と感じた妃嬪を教えよ」

「承りました。今日中に紙面にてまとめさせていただきます」

　淡々と仕事の会話をしていると、心が落ち着いてくる。無機質なやり取りは嫌いではないのだ。

　そう。皓月は別に、優しいわけではない。できる限り傷つけたくないだけだ。結果、対応が優しくなったり本音を言わないという選択を取ることになる。

　だが。

　この会話を聞いた優蘭がどんな反応をするのか想像して、なんだか笑えた。

　彼女ならきっと……いても利益にならない妃嬪の名を冷静に進言してくるのでしょうね。

　少なくとも、怯えたりこの世のものとは思えないというような目をしてくることはないのだろう。それが分かっているから、皓月は優蘭を信用したのだから。

　すると劉亮が、引き出しから小箱を取り出す。以前会ったときにも見た箱だ。ぴくりと、皓月の眉まゆが震える。

　蓋ふたを開けばそこには──金でできた金属軸に、白と黒の宝玉がついた簪かんざしがあった。

「そうだ、皓月。そなたの妻に、これを渡さねばな。無事に三つ目の課題もこなしたことだし、褒美をやらねばなるまい」

　とんとんと、劉亮が執務机を叩たたく。そこには、課題が記された紙があった。以前にも見たその課題の三つ目に、赤い丸が付いている。

『三、韋尚書の企たくらみを阻止し、妃嬪を守り抜くこと』

　そう。三つ目の課題は、これだった。一番の難問。

　だがそれを、優蘭はこなしたのだ。

　その優蘭に、褒美を与えるというのは当たり前だ。だが、皓月は思わず渋ってしまった。

「……そこまでなさいますか？」

「なんだ、嫉しつ妬とか？」

「そういうわけではなく……」

　皓月は呆あきれつつも、自分の髪に挿してある簪を抜き取る。

　それは、竜りん胆どうの花を模した簪だ。全て金で出来ている。

　花を模した簪、その中でも皇帝が直々に渡す金と銀の簪には、それぞれ意味があった。

　金の簪には『信頼』。

　銀の簪には『寵ちよう愛あい』。

　そのため、金の簪は忠臣に贈られる大変栄誉あるものだ。皓月の場合『竜胆』である。これを賜っている官吏は、皓月を含め十人ほどだ。

　銀の簪は皇帝が愛している妃きさきに贈られている。紫し薔しようは『薔ば薇ら』、鈴りん春しゆんは『鈴蘭』である。現状で銀の簪を賜っているのは、四夫人を含めた六人だけだった。

　ただ気になるのは、劉亮が優蘭に与えようとしている簪の素材だ。皓月の目利きが確かなら、この宝玉は。

「黒翡ひ翠すいと白翡翠……ですよね、この宝玉は」

「なんだ皓月、相変わらず慧けい眼がんだな？」

「確かに稀き少しようなものですから、それ相応の知識が必要ですが……見る者が見れば分かりますよ。……いや、わたしが気にしているのはそこではありません。どうして翡翠を選んだのか、ということです」

　翡翠というのは、黎れい暉き大たい国こくの貴族たちに最も人気の高い宝石だ。曰いわく、不老不死をもたらしてくれるらしい。

　それは皇族も同じで、その中でも紫翡翠と呼ばれている翡翠は皇族のみが所有できる翡翠としている。

　そんな紫翡翠の次に稀少だとされているのが、今皓月の手元にある白と黒の翡翠である。

　金属部分が金とはいえ、他の家臣や妃嬪らと違い宝玉を使っている。これだけで、周囲の興味が優蘭に向くことは必至。

　それだけならまだしも、それに白と黒の翡翠が使われていることが知られたら。

　想像するだけでぞっとする。そんなものを優蘭が渡されたらどうなるかなど、火を見るよりも明らかだ。ようやく周囲からの信用を得て過ごしやすくなってきた彼女を苦しめるようなことは、できればやめて欲しいのだ。

　しかし劉亮は皓月の非難の視線など歯し牙がにもかけず、取り出した簪を弄もてあそんでいる。

「どうして、とは。そなたなら分かると思ったのだがな」

「……え？」

「珀優蘭には花より石のほうが似合うであろう？　頑丈でありながら永遠に美しいところが、いかにもそれらしい。儚はかなく消えることなど微み塵じんもなさそうだ」

「それ、は」

　自分でも驚くほど激しく、皓月は動揺した。喉のどが詰まり、言葉が続かなくなる。

　それは、優蘭が特別扱いされたことによる驚きではない。──劉亮が優蘭をそう評価し興味を示したことに、心の底から驚いたのだ。

　同時に、胸の中にどす黒い感情が生まれる。皓月がその感情の正体を知るより先に、劉亮がからかい混じりの笑みを浮かべた。

「なんだ、皓月。余から翡翠の簪を渡すのは、そんなにもおかしいか？」

「そ……そういう、わけでは」

　首を数回振り、心を落ち着かせる。努めて平静を装い、皓月は言葉を絞り出す。

　優蘭が簪をもらわなくていい理由を、探し出すために。

「しかし、見る者が見れば、その価値に気づきます。それは……妻に火の粉となって降りかかることでしょう」

「……なんだ。そなたは、自身の妻がこれを持つのに相応ふさわしくないと思っているのか？」

「そうは、思いません」

　皓月は、声色に少しだけ苛立ちを含ませ続ける。

「ですが物が物ですし、早すぎます。妻が今それを賜れば、確実に苦労します。そして主上としましても、家臣たちから反発を食らうでしょう」

「まあ確かになぁ。だが後宮内で渡り合うためには、これくらいなければならないと思わぬか？　あそこはあそこで、厄介なのがうじゃうじゃしているからなあ」

「……つまり主上は、いらぬ火の粉を払うためにこれを渡すということですか？」

「そうだ。それにそなたの言うた通り、余にも反発がくる。だが……その危険を冒しても良いほどの才覚を、珀優蘭は持っている。余はそう考えている。余の妃たちを守る盾となり剣となる女官に、これくらいのことはしても罰ばちは当たらぬだろう」

「主上……」

　そういう理由なら、仕方ないかもしれない。

　優蘭を守るために簪が必要なら、皓月が拒否するわけにはいかなかった。

　あの日。彼女が自身の過去を話してくれたあのとき。これから何があっても必ず守ると誓ったのだから。

　そう、自分を無理矢理納得させかけたときだ。何を思ったのか、劉亮が呟いた。

「それとも……銀の簪にでも替えるか？」

「…………はい？」

「何、顔はぱっとしないが、良い女なことに変わりはなかろう？　なら──余の妃に据えるのも、悪くはあるまい。愛称は、そうだな……琅ろう玕かんでどうだ？」

　皇帝の妃に据える。愛称に、琅玕。それらの言葉が、心を蝕むしばんでいく。

　自分はまだ愛称どころか、名前すら呼び捨てにできていないのに。

　しかも琅玕というのは、際立って美しい翡翠につけられる名だ。

　そんな名を、皇帝が呼ぶ？──いいや。そんなこと、絶対に許さない。

　瞬間。今までこらえていたものが一気に膨れ上がり、自分の中で割れる。そして頭が真っ白になり──

　だんっ!!

　皓月は思わず、執務机を思い切り叩いていた。

「──恐れながら、主上。珀優蘭は、わたしの妻です」

「……ほう？」

「わたしの妻を気安く、愛称で呼ばないでください。周囲に勘違いされては困るので」

「なんだ、余は勘違いくらい構わんぞ」

「主上が困るのではありません。わたしが、困るのです」

　そう言い切り、皓月は低い声で告げる。

「それでも彼女を欲しいとおっしゃるのであれば……それ相応の覚悟を持ってどうぞ」

　にやりと、劉亮が笑った。

「冗談だ」

　その言葉を聞き、皓月は劉亮にからかわれたことを悟る。今までの言葉は全て、皓月をあおるためのものだったようだ。

　だが、激怒したことに後悔はない。この主人には一度びしっと言ってやらないと、また同じ話を持ち出してくるからだ。

　そう、たとえ敬愛する主人であろうと。皓月が優蘭を手放すことはない。

　それだけは絶対だ。

「……それにしてもそなた、本当に面白い男になったなあ？」

「ご安心を。主上ほどではございません」




「──それは違いない」








終章　寵臣夫婦の受難、ここに極まれり









　その日、優ゆう蘭らんは馬車に揺られて王宮へとやってきていた。

　初めて王宮にやってきたが、ここも負けず劣らず豪華だ。ただ後宮よりも落ち着いており、ところどころ簡素でもあった。

　なぜ今日ばかりは後宮でなく王宮にきているのかというと、陛下のお目通りがあるからだ。

　──どうやら優蘭は、与えられた課題を全てこなしたらしい。最後の課題は『韋い尚しよう書しよの企みを阻止し、妃嬪を守り抜くこと』。

　そんなこんなでなんとか課題を解決した優蘭は、正式に女官となることになったのだ。

　今回のお目通りは、そのために開かれたものらしい。三つの課題以外でも成果を上げたので、褒美をくれるそうだ。

　玉座の間までの道のりを案内してくれるのは、なんと夏か玄げん曽そうだった。

「いやぁ、珀はく夫人出世いたしましたなあ」

「いいえ、そのようなことは……」

「いやいや、陛下とお目通りが叶かなう者など、そう多くはおりませんよ。しかも今回は公式の場ですから。女性がこうして陛下から呼び出されるのは、史上初なのではありませんか？　ご夫婦共々素晴らしいことで」

「ふふふ、ありがとうございます」

　夏玄曽の言葉には熱がこもっており、どことなく温かい。お世辞やおべっかではなく、本気で言っていることがよく分かった。この人の言葉の厚みは、どうしてこうも違うのだろう。これが年の功だろうか。

　それにしても……史上初、ねえ。

　そういう称号とかはいいので、お金が欲しい。利益が欲しい。そしてできる限り早く終わって欲しい。

　そんな気持ちを胸にしまいながら、優蘭は玉座の間までの道のりを夏玄曽と楽しく過ごしたのだ。




「珀夫人のご入室にございます！」

　玉座の間の門番が高らかにそう告げるのを聞きながら、優蘭は前へ踏み出した。

　中に入った瞬間、優蘭は心の中で絶叫する。

　ちょっと待って？　こういう展開は予想してないんですけど──!?

　人、人、人。人だかりだ。様々な色の官吏服を身にまとった男たちが、中でひしめき合っていた。

　ぐっさりと、優蘭の体にいくつもの視線が突き刺さる。針の筵むしろというのは、こういう状態のことを指すのではないだろうか。

　もっとこぢんまりとしたものを想定していた優蘭は、体に重石おもしが乗っかるのを感じた。

　ただでさえ支度をするのが大変だったのに……これ以上私から体力を奪うのはやめて欲しいわ。

　今日は朝から大変だったのだ。なんせ義母だけでなく、義姉は義妹までもが屋敷にやってきた。彼女たちは珀家の侍女を総動員して化粧をし髪を結い上げ、下ろし立ての礼服を着させてきたのだ。

　竜りん胆どう色の女官服は作りこそ変わらないが、襦じゆ裙くんは高品質の良いものだし帯には刺し繡しゆうがされている。腰こし紐ひもは、鈴りん春しゆんが贈ってくれた鈴付きの群青色のものをつけた。披ひ帛はくは菫すみれ色いろで、向こう側が透けて見える。着たときは、自分が今着ているものがどれだけの値段するのか頭の中で計算してしまった。

　普段は雑に結っている髪も、今回ばかりは様々な種類の簪かんざしで結い上げられている。そこに、紫し薔しようから贈られてきた真紅の薔ば薇らの生花も飾られてしまった。

　もちろん、薬指には結婚指輪が光っている。

　化粧もいつもよりも濃いので、まあ見られる程度にはなっているのではないだろうか。鏡を見る前に馬車に乗せられたので、その辺りは全く知らないが。

　そんな感じに女の完全武装をしてきた優蘭だったが、今回ばかりはたじろいだ。

　いやいやいやいや。こういう大切なことは、ちゃんと言っておいてもらわないと！

　割と本気で焦っている。頭から手順が飛ぶくらいには焦っている。

　だがふわりと薔薇の香りが降ってきて。不思議と、頭が冷静になった。

　……落ち着け、落ち着くのよ優蘭。まずは前へ進むの。

　濃い紫の絨じゆう毯たんの上を、一歩ずつ踏み締める。

　歩くたびに軽やかに鳴る鈴の音は、どことなく可か憐れんな鈴春を彷ほう彿ふつとさせた。

　腹の上で重ねていた手をぎゅっと握れば、結婚指輪が当たる。

　……うん、大丈夫。

　いつの間にか、先ほどの動揺が噓のように引いていた。他人からもらったものがこんなにも心強く感じるとは。前よりも少しだけ、精神論を信じられるかもしれない。

　長いような短いような道を歩き、壇の前で停止する。そして優蘭は両手を胸元の前で組むと、両りよう膝ひざをつき深々と頭こうべを下げた。最上位の起拝の礼である。

「──珀優蘭。まかり越しましてございます」

「面を上げよ」

　瞳ひとみを上げれば、玉座に座る男の瞳にぶつかった。彼は濃い紫の服を着て、腰に玉を吊つり下げ、悠然と座っている。

　今代皇帝・劉りゆう亮りよう。

　がっしりとした体つきは、線の細い皓月とは正反対の男らしいものだった。顔も整っていて、美丈夫である。

　だが、人を手のひらの上で転がして遊ぶのが好きだ、と言わんばかりの目をしていた。

　今回も、手すりに頰ほお杖づえをつき優蘭のことを見下ろしていて、いらーっときた。できることなら殴りたい。

　だが不敬なので、優蘭は自己暗示をかける。

　私は決して、皇帝を殴りたいとか思っていません。思っていません。

「珀優蘭。そなたの活躍、余の耳にも入っておるぞ。余の妃きさきたちをよくぞ守ってくれた」

「もったいないお言葉にございます」

「それに……我が薔薇と我が鈴蘭にも、愛されているようだな。その薔薇と腰縄は、二人からの贈り物であろう？」

「はい。畏おそれ多くもいただきました」

　なんでそんなこと知ってるんだろうかとか、二人は皇帝からそんなふうに呼ばれているのか、と色々思わなくもないが、その通りなので頷うなずいておく。少しだけ、場がざわついた気がした。

「なるほど。我が妃ながら、良い仕事をする」

　小声でそう言うと、くく、と劉亮が笑った。

「今回呼んだのは他でもない。正式に後宮妃嬪たちを管理するための役職と、褒美をやろうと思ったのだ。そなたを、後宮内の新部署『健けん美び省しよう』の長官に任命す。励めよ？」

　ほう、長官。

　それっぽい役職がつくのは、なんだかありがたい。ちょっと安直すぎる気もするが、そこは置いておこう。

「承りましてございます」

「そして褒美のほうだが」

　きた！

　優蘭はきらーんと瞳を輝かせた。

　正直言って、今日はこれのためにここにきたと言っても過言ではない。昨夜はこの褒美を考えて、眠れなかった。

　優蘭が今か今かとワクワクして待っていると、劉亮が嫌な笑みを浮かべる。

「余の方で、決めておいた」

　……

　…………

　………………おいいいい!?　前回はこっちの条件を吞のんでくれたじゃない!?

　外道の極みだ、くそめ！　と優蘭が心の中で盛大に罵ののしる中、劉亮は非情にも褒美を言う。

「まず初めに、紫し苑おん宮きゆうのとなりに健美省の仕事場となる屋敷をやろう。その間は紫苑宮で働くと良い」

「はい……」

「そして次に、部下となる女官。そなたに二名ほどつけてやる。大事に使うと良い」

「分かりました」

　この辺りは、正直言って当たり前だと思う。役職を与えたのだから、仕事場と部下くらいはないと職場にならないからだ。

「そして最後だが」

　劉亮はそばに控えていた侍女から小さな箱を受け取ると、中身をこちらに向けてきた。

「これをそなたに授ける。金の簪だ」

　……え、ええ…………。

　優蘭の気分が、勢い良く地に落ちた。目一杯あげられていたということもあり、その落胆は凄すさまじい。

　金は確かに売れば銭になるが、皇帝からもらったものを売っぱらうなんていうことはまかり間違ってもできるわけがない。皓月が許さないし、優蘭もそんな危ない橋は渡りたくない。やるならかなり切迫した状況という条件つきで、知り合いの鍛か冶じ屋やに頼んで延べ棒にしてもらってから売るだろう。

　ということは今回……ご褒美なしってこと!?……ちくしょう、この鬼畜め！

　がっくりしていると、劉亮が立ち上がり階段を下りてきた。

「ほれ、頭を下げよ」

「は、はい……」

　頭に、僅わずかな重みが加わる。

　会場がまた一層どよめいた。勘弁してくれ、と優蘭はげんなりする。

　劉亮は立ったまま、簪の説明をしてくれた。

「その簪には、白と黒の宝玉がついておる。その姿から、夫婦めおと玉たま簪などと呼ばれているそうだ。何、まるで蕾つぼみのようで可愛かろう？　夫婦共々、余のために誠心誠意尽くせ」

「皇帝陛下の仰せのままに」

「ああ。普段から身につけておくとよい」

「御意に」

　なんちゅー心臓に悪いもんを普段使いしろというんだ、この男。

　乙女心を本当に理解できてるのかな、と優蘭は不安になる。妃たちにも影響することだし、皓月経由で進言したほうがいいのだろうか。

　というより、夫婦玉簪をあえて選んだというところも気になる。どういう意味を込めたのだろうか。渡してきた相手が相手なだけに、疑り深くなってしまう。

　すると、劉亮が目を細めた。その瞳は優蘭を一いち瞥べつした後、ぐるりと周りに向けられる。

「──その簪。決して手折るではないぞ？」

　優蘭は咄とつ嗟さに、反応できなかった。

　……え、手折るなってどういうこと？

　簪を手折る。聞いたことがない使い方だ。何かの暗あん喩ゆだろうか。いや、そんな暗喩を使われても優蘭に通じないことなど分かっているはずなので、流石にそれはないだろう。となると、言葉通りの意味ということになる。

　え、何。お前馬鹿力なんだから、簪折るなよって言われてるの私？　それともがさつな女なんだからうっかり落として壊すなよってこと？　どっちもどっちね大きなお世話だわ！

　皇帝の好感度が、また一段と下がった。

　優蘭のことをここまでいらつかせる人間は、そうそういないと思う。逆にすごいのではないだろうか。

　ほら、変なこと言うからざわざわしてる、周囲がざわざわしてる！　え、今誰か『御意』とか言ったっ？　どういう状況!?　しかもなんか視線が刺さるような気がするんだけど!?

　振り返ると失礼になるので何とかこらえたが、頭の中は混乱していた。

　すると、劉亮が嫌な笑みを浮かべた。

「そして朗報だ、珀優蘭。そなたと共に働く女官を、今この場に呼んでいる。──入れ」

　ぎいい。

　扉が鈍い音を立てて開く音がした。

　優蘭は後ろを振り返れない。皇帝が目の前にいる状態で振り返るのは、礼儀に反するからだ。

　だが、嫌な予感だけはむくむくと膨れ上がっていく。

「──一人目。李り梅ばい香こう」

「はい」

　……梅香様？

　まさかの人物だ。出世の道からは外れるが、いいのだろうか。

　しかし今ので、まだ一人目だ。もう一人残っている。

　どっどっ。優蘭の心の臓が大きく脈打つ。

　皇帝の唇が動くのを、優蘭はまじまじと見つめた。

「──二人目。蕭しよう麗れい月げつ」

「──はい」

　……は、い？

　優蘭はとうとう、後ろを振り返ってしまった。

　そしてそこにいた黒髪の美女と目が合う。

　優蘭は、心の中で絶叫した。




　なんで、皓月様がいるのぉぉおおおお!?




「以上、二名を珀優蘭の部下に任命する。──励めよ？」




　──どうやら珀夫妻の受難は、これからも続いていくようだ。
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　こんにちは、もしくは初めまして。しきみ彰あきと申します。

　この度は「第一回富士見ノベル大賞」にて審査員特別賞を受賞し、出版することと相成りました。大好きな中華モノをこうして本にすることができて、本当に嬉うれしいです。

　今作は、「上司に振り回される不ふ憫びんな夫婦を書いてみたい！」「主人公が美容に関する知識を使って、後宮の女性たちを綺き麗れいにしたい！」と考えたことがきっかけで書き上げたものです。そしてそれがありがたいことに、受賞したのです。

　そんな今作ですが、書籍にするにあたり全文改稿しました。なので受賞時の作品とは、またガラッとストーリーが変わっています。

　キャラの中で特に変わったのは、皓こう月げつでしょうか。編集さんにアイディアを頂いて敬語キャラにしたのですが、実を言うと私、敬語キャラ大好きでして。「え、いいの？　本当にいいの？」と割とうきうき気分で、彼は敬語キャラになりました。楽しかった……。

　作中でやりたかったネタもだいたいやりましたし、ストーリーも詰め込むだけ詰め込んだつもりです。そのため、私としてはとても満足のいく出来になっています。

　完成するまでに割と改稿したと思うのですが、その度に作品の質が上がる的確な指示をくださった編集さんには、感謝しかありません。編集さんがいなければ、このような形にはできなかったと思います。華がなかったタイトルにほんのり華やかな香りが加わったのも、編集さんがアイディアを出してくれたからでした。本当にありがとうございます。

　イラストレーターのIzumi様も、素敵なイラストを描いてくださりありがとうございます。これを書いた段階ではキャラデザしか見ていないのですが、「あ、この機能性メインの髪型、優ゆう蘭らんっぽい！」「あ、この色気の中に漂うほのかな男らしさ、皓月だ！」と感動しました！　私の想像を超えるキャラたちを描いてくださったこと、心の底から嬉しく思います。

　そして、今作を応募する前に相談に乗ってくれた。また私のことを応援し、励ましてくれた皆様、ありがとうございます。皆様のお陰で、こうして作家人生で二冊目となる本を出すことが叶かないました。

　最後に、今作を買い読んでくださった読者の皆様。本当にありがとうございます。読んで少しでも楽しんで頂けたら、作者としてこの上ない喜びです。

　それでは、またどこかでお会いできることを願って。
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